
昭
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三
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年

三

月

高
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理
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所
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甫
要
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之
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水

手

御

門



併

せ
牧
め

て

将

来

の

参

考

に

資

す

る

も

の

で

あ

る

昭

和

三

十

二

年

三

月

、
こ
し
、

カ

ー

修

理

中

に

行

っ

た

各

種

の

調

査

事

項

及

び

工

事

の

概

要

を

記

録

し

圃

面

、

骸

を

行

ひ

各

建

物

に

夫

々

数

項

目

に

亙

る

現

朕

愛

更

を

行

っ

た

の

で

、

同

渡
櫓
、

同

水

手

御

門

の

修

理

工

事

報
告
書
で
あ
る
か
、

序

言

高

松

城

修

理

事

務

所

そ

の

間

の

経

過

を

明

ら

寓

員

等

を

今

回

の

修

理

に

際

し

て

は

根

本

的

解

た

香

川

縣

高

松

市

内

町

一

番

地

に

所

在

す

る

重

要

文

化

財

高

松

城

二

之

丸

月

見

櫓

、

同
績
櫓
、

本

報

告

書

は

昭

和

三

十

年

三

月

二

十

五

H
よ

り

同

三

十

二

年

三

月

末

H
ま

で

の

間

に

行

わ

れ
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第

二

〇

圏

第

ニ

―

圏

第

二

二

図

第

一

九

圏

第
一

第
一

竣
功
月
見
櫓
二
階
内
部
（
其
の
一
）

竣
功
月
見
櫓
一
階
内
部
（
其
の
二
）

第
四
七
闘
月
見
櫓
三
賦
小
屋
及
大
棟
骨
組

第

四

六

固

月

見

櫓

三

階

肘

木

取

付

詳

細

第

四

五

固

月

見

櫓

三

重

小

屋

組

第

四

四

圏

八

圏

竣
功
月
見
櫓
一
階
内
部
武
者
走
り
見
上
詳
細

月
見
櫓
軸
部
組
立

七

園

竣
功
水
手
御
門
背
面

第

一

六

図

竣
功
水
手
御
門
正
面

第

四

一

園

月

見

櫓

石

垣

内

部

の

詰

石

第

一

五

圏

竣
功
渡
櫓
北
西
面

第

四

〇

図

竣

功

績

櫓

南

妻

詳

細

第

一

四

圏

竣
功
渡
櫓
北
東
面
及
水
手
御
門

竣
功
結
橡
屋
根
取
付
詳
細

第

―

二

圏

第
一
―
―
―
図

竣
功
月
見
櫓
初
重
北
面
唐
破
風

第
一

一
圏

第

――
―
六
岡

第

十

圏

竣
功
月
見
櫓
初
重
千
鳥
破
風

第

九

圏

第

八

園

第

七

圏

第 第

五

揺

第

四

園

第 第 第
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岡
[ 固

竣
功
月
見
櫓
、
北
面

竣
功
西
側
面
全
兼

竣
功
月
見
櫓
、
綬
櫓
東
而

竣
功
月
見
櫓
、
綬
櫓
東
面

竣
功
西
面
全
兼

竣
功
月
見
櫓
南
東
面

竣
功
南
面
全
兼

竣
功
月
見
櫓
、
績
櫓
南
面

竣
功
月
見
櫓
、
南
面

竣
功
月
見
櫓
、
西
面

竣
功
紹
櫓
、
東
西

竣
功
月
見
櫓
一
階
内
部
（
其
の
一
）

竣
功
月
見
櫓
二
階
内
部
（
其
の
二
）

第

二

七

岡

第

二

八

圏

第

二

九

園

第

三

〇

國

第

三

一

図

第

三

二

園

第
三
―
―
―
固

第

三

四

園

第

三

五

圏

第

三

七

図

第

三

八

圏

第

三

九

園

第

四

二

圏

第

四

三

圏

竣
功
紹
櫓
内
部

竣
功
渡
櫓
内
部
（
南
部
分
）

竣
功
月
見
櫓
三
重
妻

竣
功
月
見
櫓
三
重
瓦
葺

竣
功
月
見
櫓
二
霊
兎
毛
通

竣
功
月
見
櫓
二
重
軒
唐
破
風

竣
功
月
見
櫓
初
重
南
面
唐
破
風

竣
功
月
見
櫓
大
棟
詳
細

月
見
櫓
初
層
土
豪
据
付
状
態

月
見
櫓
初
層
西
面
石
落
梁
組

竣
功
渡
櫓
内
部
（
北
部
分
）

竣
功
渡
櫓
南
妻
小
屋
組
詳
細

岡

江

戸
時
代
初
期
の
高
松
城

岡

屋

島

を
背
兼
に
高
松
城
跡
を
望
む

第
二
六
固
竣
功
綾
櫓
内
部
月
見
櫓
接
績
面

寓

傾

目

録

第

二

四

圏

第

二

五

園

竣
功
月
見
櫓
一
階
石
落
詳
細

竣
功
月
見
櫓
三
階
天
井
見
上
詳
細

第

二

三

圏

竣
功
月
見
櫓
三
階
内
部

2
 



第

七

二

園

第

七

一

圏

第

七

〇

圏

渡
櫓
修
理
前
南
妻

第

六

九

闘

第

六

八

園

第

六

七

園

第

六

六

圏

第

六

五

囮

第

六

四

圏

第

六

二

図

第

六

二

圏

渡
襟
軒
廻
り
壁
下
地

月
見
櫓
三
直
屋
根
土
居
葺

月
見
櫓
初
翫
兎
毛
通

月
見
櫓
初
謳
懸
魚

月
見
櫓
二
直
兎
毛
通

月
見
櫓
三
霞
懸
魚

紹
櫓
南
凄
懸
魚

績
櫓
南
妻
懸
魚
葵
紋

渡
櫓
南
妻
復
原
資
料

渡
櫓
南
妻
復
原
懸
魚

渡
櫓
南
妻
奮
懸
魚

第

六

0
固

渡

櫓
軒
裏
及
外
壁
峨
下
地

第

五

九

闘

綬

櫓
内
部
壁
小
舞
掻
ぎ
状
態

第

五

八

闘

月
見
櫓
二
重
庫
破
風
軒
裏
墜
下
地

第

九

七

固

第

九

六

闘

第

九

五

園

第

九

四

固

第

九

二

園

第

九

三

園

第

九

一

圏

第

九

〇

図

渡
櫓
隅
棟
鬼
瓦

月
見
櫓
初
重
鬼
瓦

月
見
櫓
初
重
補
足
鬼
瓦

月
見
櫓
隅
棟
鬼
瓦

月
見
櫓
二
重
唐
破
風
鬼
瓦

月
見
橡
初
璽
唐
破
風
鬼
瓦

月
見
櫓
大
棟
鬼
瓦

月
見
櫓
大
棟
鬼
瓦

月
見
櫓
隅
棟
鬼
瓦

第

八

九

園

第

八

八

固

第

八

七

図

第

六

一

図

第

八

六

圏

第

八

五

園

第

八

四

園

績
櫓
大
棟
鰊
側
面

第

五

七

固

月
見
櫓
壁
小
舞
掻
ぎ

第

五

二

圏

第
五
―
―
―
圏

月
見
櫓

一
階
出
桁
受
梁
隅
構
造

月
見
櫓
三
階
軸
部

月
見
櫓
二
璽
唐
破
風
瑶
下
地

月
見
櫓
二
重
唐
破
風
笈
形

．月
見
櫓
三
重
軒
廻
取
付
状
態

第

七

三

図

第

八

二

園

第

八

三

闘

月
見
櫓
三
階
肘
木

渡
櫓
肘
木
（
其
の
一
）

月
見
櫓
大
棟
鱚

月
見
櫓
大
棟
鰊
正
面

月
見
櫓
大
棟
鰊
側
面

渡
櫓
大
棟
鱚
正
面

績
櫓
大
棟
鰊
正
面

績
櫓
大
棟
鬼
瓦

渡
櫓
大
棟
鬼
瓦

渡
櫓
隅
棟
鬼
瓦

渡
櫓
降
棟
鬼
瓦

渡
櫓
降
棟
鬼
瓦

第

五

六

闘

月
見
櫓
軒
小
天
井
塵
下
地

第

八

一

固

渡

櫓

大

棟

鱚

側

面

第

五

五

園

月
見
櫓
軒
隅
部
壁
下
地

第

八

〇

圏

第

五

四

回

水

手

御
門
小
屋
組
々
立

第

七

九

図

月

見

櫓

大

棟

鰊

背

面

第

五

一
圏

第

五

0
岡

月
見
櫓
二
階
軸
部
解
睦
中

第

四

九

圏

第

四

八

岡

第

七

八

圏

第

七

七

固

第

七

六

園

第
七
五
圏
渡
櫓
肘
木
（
其
の
二
）

第

七

四

園
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第
一
―
七
囮

第
一
―
八
即

第
一
―
九
圏

第
―
二

0
闘

第
―
ニ
―
圏

第
一
三
一
図

第
一
―
六
園

昭
和
八
年
月
見
櫓
修
理
棟
札

第
一
四
七
固
渡
櫓
に
残
る
葱
海
手
門
逍
構

第
一
四
六
悩
紹
櫓
豪
復
原
資
料

水
手
御
門
現
状
よ
り
下
部
に
残
る
礎
石

水
手
御
門
扉
取
付
金
具
痕
跡

前
囮
月
見
櫓
附
近
詳
細

水
手
御
門
楯
金
物
取
付
痕
跡

水
手
御
門
背
面
金
物
痕
跡

水
手
御
門
金
物
及
蹴
放
取
付
痕
跡

第
一
―

0
囮

第
一
―
―
闘

第
一
―
二
園

第
一
―
_
＿
一
闘

第
一
―
四
岡

第
一
―
五
園

績
櫓
襲
見
銃
眼
内
部

綾
櫓
に
残
さ
れ
て
い
た
銃
眼

江
戸
時
代
初
期
の
高
松
城
古
圏

第
一
三
六
詞
渡
櫓
に
残
さ
れ
て
い
た
銃
眼

鳥
袋

第
一
―
二
五
図
月
見
櫓
長
押
木
部
硲
出
の
復
現
資
料

隅
巴
瓦

中
古
唐
草
瓦
三
種

第
一
三
二
岡
月
見
櫓
三
陪
西
而
銃
眼
位
懺
復
原
資
料

第
一
〇
六
圏

月
見
櫓
一
陥
西
面
に
残
る
銃
眼

中
古
唐
草
瓦
三
種

月
見
櫓
一
階
北
東
隅

月
見
櫓
二
階
東
面
銃
眼
位
磁
復
原
資
料

新
調
巴
瓦

月
見
櫓
一
階
西
面
石
落
土
江
翌
持
出
状
態

常
初
巴
瓦

月
見
櫓
一
階
北
面
石
落
復
原
資
料

第
一

0
0図

第
一
〇
一
図

第
一

0
二
固

第
一

0
三
図

第
一

0
四
岡

第
一

0
五
園

第
一
〇
七
図

第
一
〇
八
圏

第
一
〇
九
岡

中
古
已
瓦
三
種

中
古
巴
瓦
三
種

中
古
唐
草
瓦
三
種

菊
丸
瓦
十
種

高
松
城
古
圏
裏
書

寛
政
年
間
古
図

江
戸
中
期
頃
の
古
詞

慶
應
二
年
高
松
城
古
圏

明
治
三
五
年
頃
の
月
見
櫓

明
治
初
年
の
月
見
櫓

渡
櫓
大
梁
下
墨
書

月
見
櫓
柱
新
痕
二
種

月
見
櫓
三
階
窓
土
戸
板
墨
書

第
―
二
六
闘
月
見
櫓
一
階
北
而
石
落
復
原
資
料

月
見
櫓
、
紹
櫓
、
渡
櫓
、
水
手
御
門
今
同
補
足
唐
草
瓦

第

九

九

岡

紹

櫓
、
渡
櫓
、
水
手
御
門
唐
章
瓦

第
―
二
四
固

第
―
二
五
図

第
―
二
七
固

第
―
二
八
図

第
―
二
九
図

第
一
三
〇
図

第
一
三
一
図

第
一
三
三
圃

第
一
三
四
固

第
一
三
七
園

第
一
三
八
回

第
ニ
―
―
九
饂

第
一
四
〇
図

第
一
四
一
固

第
一
四
二
図

第
一
四
一
二
固

第
一
四
四
闘

第
一
四
五
図

月
見
櫓
一
階
南
面
唐
破
風
梁
組
構
造

渡
櫓
石
落
復
原
資
料

績
櫓
石
落
復
原
資
料

月
見
櫓
憂

菅
登
石
階
段
狡
掘
状
態

紹
櫓
駕
登
右
階
段
骰
掘
状
態

月
見
櫓
一
階
北
而
石
落
復
原
資
料

第

九

八

図

月
日
心
櫓
胴
草
瓦

第
―
二
三
凶

月
見
栴
一
階
北
面
石
落
復
原
資
料

4
 



第
一
七
〇
園

第
一
七

一
園

第
一
七
二
園

月
見
櫓
壁
下
地
状
態

月
見
櫓
三
重
小
屋
状
態

修
理
前
渡
櫓
内
部

第
一
六
八
園

修
理
前
績
櫓
内
部
月
見
櫓
接
綬
面

第
一
九
六
圏
月
見
櫓
初
重
千
鳥
破
風
取
付
状
態

第
一
四
八
繭

第
一
四
九
岡

第
一
五
〇
圏

第
一
五
一
園

第
一
五
二
園

第
一
五
三
園

第
一
五
四
圏

第
一
五
五
岡

第
一
五
七
圏

第
一
五
八
図

第
一
五
九
回

第
一
七
三
図

第
一
七
四
固

第
一
七
五
図

第
一
七
七
圃

第
一
七
八
固

第
一
七
九
園

第
一
八
〇
園

第
一
八
一
固

第
一
八
二
固

第
一
八
三
固

第
一
八
四
固

第
一
八
五
圏

第
一
八
七
圏

第
一
八
八
園

第
一
八
九
圏

第
一
九
〇
固

第
一
九
二
固

第
一
九
四
固

第
一
九
五
凶

第
一
九
七
図

月
見
櫓
一
階
土
豪
廻
り
腐
朽
及
後
補
の
修
理
状
態

月
見
櫓
三
階
後
補
壁
下
地

第
一
六
九
園

修

理

前

渡

櫓

内

部

月
見
櫓
木
部
の
薔
壁
下
地

第
一
九
三
揺
月
見
櫓
内
部
賃
壁
小
舞
掻

第
一
六
七
固

修
理
前
紹
櫓
及
渡
櫓
屋
根
破
損
状
態

月
見
櫓
大
壁
下
地
状
態

第
一
六
六
図
修
理
前
月
見
櫓
三
階
内
部

第
一
九
一
図

月
見
櫓
二
璽
軒
廻
り

第
一
六
五
固

修
理
前
月
見
櫓
三
階
小
屋
見
上

月
見
櫓
初
重
小
屋
組
状
態

第
一
六
四
圏

修
理
前
月
見
櫓
二
階
内
部

月
見
櫓
軒
小
天
井
壁
下
地
状
態

第
一
六
一
＿
＿
圃

修
理
前
月
見
櫓
二
階
内
部

月
見
櫓
三
階
北
側
柱
下
腐
朽
状
態

第
一
六
二
圏

修
理
前
月
見
櫓
一
階
内
部

第
一
六
一
園

修
理
前
月
見
櫓
一
階
内
部

第
一
六
〇
掴

修
理
前
水
手
御
門
背
面

修
理
前
渡
梢
南
西
面

修
理
前
渡
櫓
東
面

修
理
前
続
櫓
水
手
御
門
渡
櫓
西
面

第
一
五
六
圏

修
理
前
練
櫓
東
面

修
理
前
月
見
櫓
西
面

修
理
前
月
見
櫓
東
南
面

修
理
前
月
見
櫓
及
績
櫓
南
面

修
理
前
月
見
櫓
北
面

修
理
前
西
面
全
兼

奮
海
手
門
石
垣
部
分

渡
櫓
石
垣
（
洞
手
門
部
分
の
刻
紋
）

渡
櫓
に
残
る
告
洵
手
門
北
東
隅
詳
細

第
一
八
六
園

第
一
七
六
固

月
見
櫓
三
階
内
部
破
損
状
態

月
見
櫓
三
階
内
部
破
損
状
態

月
見
櫓
三
階
内
部
破
損
状
態

月
見
櫓
三
階
東
南
隅
壁
破
損
状
態

月
見
櫓
三
階
西
南
隅
壁
破
損
状
態

月
見
櫓
二
階
東
面
壁
破
担
状
態

渡
櫓
西
面
屋
根
破
担
状
態

渡
櫓
大
棟
破
損
状
態

月
見
櫓
二
階
南
面
長
押
壁
破
損
状
態

月
見
櫓
一
階
東
入
口
白
蟻
被
害
状
態

月
見
櫓
東
入
口
柱
白
蟻
被
害
状
態

月
見
櫓
三
階
西
北
隅
壁
破
損
状
態

月
見
櫓
三
階
北
面
壁
破
損
状
態

月
見
櫓
三
階
北
東
面
隅
壁
破
損
状
態

月
見
櫓
初
重
千
鳥
破
風
軒
裏
壁
下
地
状
態
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第
一

七

園

竣

功

月

見

櫓

二

重

規

矩

圏

第

一

六

圏

第

一

三

園

竣
功
月
見
櫓
初
重
規
矩
園

第

一

五

岡

竣
功
水
手
御
門
詳
細
闘

第
一

四

園

竣

功

渡

櫓

詳

細

闘

竣
功
綾
櫓
詳
細
園

第
一
九
八
圏

第
一
九
九
圏

第
二

0
0固

第
二

0
一
岡

第

―

二

圏

竣
功
月
見
櫓
三
重
詳
細
園

第
一

一
岡
竣
功
月
見
櫓
初
重
、
二
重
詳
細

第

一

〇

圏

竣
功
月
見
櫓
二
置
、
三
菫
見
上
園

第

九

圏

竣

功
月
見
櫓
初
重
見
上
及
績
櫓
、
渡
櫓
、
水
手
御
門
見
上
圏

第

八

園

月
見
櫓
一
陪
土
盗
の
柱
黙
痕

各
種
使
用
釘
及
鎚

竣
功
平
面
圏

竣
功
東
側
面
圏

竣
功
月
見
櫓
南
側
面
闘

竣
功
横
断
面
罰

竣
功
縦
断
面
岡

第

七

図

第

I• 

ノ‘

圃

第

五

園

竣

功
月
見
櫓
北
側
面
固

第

四

圃

第 第 第

．
 

一

＇ ．
 
＇ 

図

竣

功

雨

側

面

回

圏
竣
功
月
見
櫓
二
階
、
三
階
平
面
図

園

闘

面

目

次

水
手
御
門
控
柱
虫
害
状
態

水
手
御
門
脇
柱
虫
害
状
態

第

二

九

は

修

理

前

縦

断

面

図

第

二

六

図

修

理

前

月

見

櫓

北

側

面

圏

第

二

0
園

第

ニ

―

固

第

二

二

園

第

二

三

囮

第

二

四

図

第

二

五

固

第

二

七

圏

第

二

八

凶

第

一

九

岡

第

一

八

岡

修
理
前
横
斯
面
圏

修
理
前
月
見
櫓
南
側
面
図

修
理
前
東
側
面
圏

修
理
前
西
側
面
囮

修
理
前
月
見
櫓
二
階
、

三
階
平
面
園

修
理
前
平
面
圏

渡
櫓
藷
海
手
門
遣
構
部
分
賓
測
図

水
手
御
門
基
礎
賓
測
図

竣
功
月
見
櫓
三
重
規
矩
圏

竣
功
綬
櫓
、
渡
櫓
規
矩
図
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る
。

可

行

柱

四

々

名

稲

―-
言
―
―
バ
九
〇 階

一ー＿
二
五
R

九
二 階

一ー
二
九
尺

叫
E
四 陪

第

二

節

規

模

指定常時は國賓建造物と稲し、現在は法律の改正により露要文化財と改稲さ

同 同 同
， 

． 
名

之
水 渡 紹 丸
手 月
御 見 稲
門 櫓 櫓 櫓

貪 造桁本桁重三
間 ‘行瓦行 ‘重
． 本十葺九 初三

戸 瓦二 間重階 楠

Fり許間 ‘葺‘
ヽ ヽ

梁降隅
造

切 梁 闇 ‘櫓

妻 間 I' 本‘ノ‘

造
I' 閻瓦三ノ‘ 形

本 間
ヽ
葺重

瓦 ‘墜 屋
葺 賠 層 根

式層 屋 入

屋 根 母
根 入 屋
入 母 造
母 屋

ヽ

屋造二

町香
ー 川 所
番縣 在
地高

地松
市 名
内

昭
和
二
十
二
年
二
月
二
十
六
日

第
一
節

官
報
告
示

第
一

文
部
省
告
示

章

建

第
二
十
二
琥

造

物

概

要

甫
要
文
化
財
高
松
城
一

噂

行

ー
―
五
バ
ニ

0

渡

櫓

軒軒梁桁
高出

建..,.--.......へ
角石柱
迄垣輿
上ょ間行
端り
ょ軒
り下

坪軒角
下迄、 ¥..J

~ 

''― 

六九二六六
坪‘‘‘尺

四ー四 二五

二 0 000  
五

績

櫓

軒軒梁桁
高出

建,.....---...... へ
角石柱
迄垣四
上ょ間行
端り
ょ軒
り下

坪軒角
下迄

.......___..... ¥..._,/ 

. . . 

＝ 八
二

＿ 二六〇
坪‘‘‘尺

五八四二〇

0 0 0 00  

梁

間

柱

箕

々

三

三

、

九

〇

軒
出
（
柱
屈
よ
り
軒
下
角
迄
）
六
、
四
三

桁

行

二

尺

五

四

梁

間

―

二

、

九

六

北
側
石
落
し
張
出
し

月
見
櫓
＿

西
側
石
落
し
張
出
し
疇
罰
一
主
戸
這

軒
高
（
鰐
二
上
端
よ
り
軒
下
）
―
一
尺
六
七

建

坪

三

三

坪

七

五

0
一
八
坪
六
六
ニ
ニ
〇
坪
四
九
八

網

坪

六

二

、

九

一

〇

延

月

見

櫓

＿
之
丸
”
呻
修
理
工
事
報
告
書

水
手
御
門

二
三
尺
九
四

二
五
、
九
二

五
、
九
三

三
五
尺
．
五
四

一九、五、

四
四

九
六

ー



家
校
首
。

長
押
以
外
は
穂
塗
籠
、
上
下
長
押
墨
塗
り
。
南
面
中
央

同
軒

見

月
見
櫓
豪
石
垣

月
見
櫓
初
重

東
面
中
央
一
間
出
入
口
。
外
側
漆
喰
塗
片
引
板
戸
建
込
。
自
然
石
に
方

三
階
櫓
、

穂
塗
籠
造
。
屋
根
三
直
入
舟
屋
。
二
璽
、
初
重
葺
降
し
本
瓦
在
。
右
垣
磁
上
に

東
面
建
。
南

へ
二

0
度
振
れ
。
建
物
は
城
郭
北
側
洵
岸
面
中
央
東
寄
り
波
打
際
に
あ
り
（
現

在
海
邊
を
埋
立
て
陸
地
と
し
て
い
ろ
。
）
北
側
城
壁
と
つ
な
が
る
。
城
内
は
平
坦
新
曲
輪
゜

戟
。
東
側
に
五
尺
二
寸
下
つ
て
床
上
端
と
な
る
。
床
憂
石
垣
を
設
け
こ
れ
よ
り
建
物
中
央
出

入
口
に
石
階
段
七
級
を
附
す
。
床
豪
へ
の
上
り
は
南
よ
り
北
に
向
い
石
段
を
設
く
。

付
。
鬼
瓦
、
鳥
会
を
装
置
。
東
側

中
央
石
落
し
と
南
側
中
央
紹
櫓
出
入
口
上
屋
根
唐
破
風
。
何
れ
も
初
重
屋
根
と
交
錯
し
、
棟

紋
形
差
巴
、

鬼
瓦
、
鳥
会
を
装
置
す
。

一
軒
出
桁
造
り
疎
種
茅
負
（
茅
負
は
布
裏
甲
と
兼
用
し
て
い
る
。）
反
り
増
し
付
、
椎

形
を
現
は
さ
ず
椎
下
端
を
一
面
と
す
る
茅
負
共
一
連
の
慎
壁
。
塗
籠
軒
゜

同
軸
部
側
廻
り

柱
。
建
切
妻
廂
付
。
破
風
眉
鋏
き
、
登
裏
甲
、
懸
魚
、
六
葉

（
葵
紋
付
黒
漆
塗
）
。

月 一
、
外

東
西
五
間
、
南
北
五
間
。
屋
根
四
方
葺
下
し
。
隅
棟
炭
斗
積
、
端
先
反
増

矩
形
の
割
石
を
主
腔
と
し
、

櫓 容

第
三
節

梁

水
手
御
門
一
軒
出

軒
高

間

妻
飾
り

中
央
入
口
と
西
側
中
央
石
落
し
屋
根
千
烏
破
風
。
北
側

構
造
形
式

建

坪

績
櫓
へ
の
出
入
口
。
績

一
部
に
自
然
右
を
交
え
法
勾
配
の
少
い
直
線

（
修
理
竣
功
後
）

六
尺
三
〇

五
、
三
〇

九
、
四
四

二
坪
六
六

績
戸
建
込
゜

月
見
櫓
の
南
面
略
中
央
部
に
位
置
し
、
月
見
櫓
よ
り
一
段
低
く
接
績
。
月
見
櫓
南
北
飢
よ

軸
部

六
葉
（
葵
紋
付
黒
漆
塗
）

辛＿―届1

月
見
櫓
三
重

積
、
端
先
反
増
付
。
鬼
瓦
、
鳥
袋
を
装
置
。
大
棟
葵
紋
形
差
巴
、
輪
違
炭
斗
瓦
積
、
雨
端
鬼

瓦
及
鰊
を
装
置
。

を
塗
り
出
さ
ず
軒
下
端
を
一
面
の
大
壁
と
し
、
布
裏
甲
、
瓦
座
共
一
連
の
償
壁
塗
籠
軒
。
妻

東
西
共
南
寄
り
に
小
窓
、
片
引
土
戸
建
込
。
破
風
眉
決
り
、
登
裏
甲
、
懸
魚
、
鮨
付
。

軒
軸
部

込゚

櫓

り
出
さ
ず
椎
下
端
を
一
面
の
大
壁
と
し
、
裏
甲
、
瓦
座
共
一
連
の
慎
壁
塗
籠
軒
。
軒
唐
破
風

は
化
粧
棟
木
、
菖
蒲
桁
、
茨
種
、
唐
破
風
前
決
り
付
。
懸
魚
、
黒
漆
塗
葵
紋
付
。

軒 廻
り

四
面
共
上
下
長
押
以
外
全
部
漆
喰
塗
籠
。
長
押
間
各
面
に
窓
一
―
―
ケ
所
、
片
引
土
戸
建

東
西
三
間
、
南
北
三
間
。
屋
根
東
西
入
母
屋
造
り
。
隅
棟
、
降
棟
共
炭
斗

一
軒
。
出
桁
造
り
疎
椎
。
茅
負
（
布
裏
甲
と
兼
用
し
て
居
る
）
、

四
面
共
上
下
墨
塗
長
押
以
外
全
部
漆
喰
塗
籠
。
長
押
間
各
面
に
窓
ニ
ケ
所
、
片
引
土

一
軒
出
桁
造
り
疎
種
。
茅
負
（
布
裏
甲
と
兼
用
し
て
届
る
）
。

鬼
瓦
、
鳥
袋
を
装
匿
す
。

籠
。
窓
四
ヶ
所
。

月
見
櫓
二
重

反
り
培
付
、
稲
形

付
。
鬼
瓦
、
鳥
袋
を
装
置
、
東
面
及
西
面
の
軒
唐
破
風
屋
根
と
交
錯
し
、
棟
葵
紋
形
差
巴
、

反
り
壻
付
。
種
形
を
塗

東
西
四
間
、
南
北
四
間
。
屋
根
四
方
葺
下
し
、
隅
棟
炭
斗
積
、
端
先
反
増

櫓
側
漆
喰
塗
片
引
板
戸
。
木
階
五
級
、
親
板
付
。
結
櫓
内
に
方
柱
建
。
唐
破
風
廂
。
破
風
屈

鋏
き
、
裏
甲
、
懸
魚
（
黒
漆
塗
葵
紋
六
葉
付
）
、
茨
種
、
化
粧
棟
束
。
西
隅
に
銃
眼
一
ケ
所
。

上
下
長
押
墨
塗
の
他
全
部
賃
壁
。
漆
喰
塗
籠
。
西
面

中
央
二
間
切
衰
石
落
を
張
出
す
。
軒

東
面
と
同
断
。
上
下
長
押
間
に
窓
四
ケ
所
。
南
隅
寄
り
に
銃
眼
ニ
ケ
付
。
長
押
以
外

網
塗
籠
。
北
面
中
央
二
間
唐
破
風
石
落
を
張
出
し
、
南
面
唐
破
風
同
断
其
他
長
押
以
外
網
塗

2
 



木
下
楯
゜

易
梁
表
側
見
付
下
端
列
型
付
。

冠
木
、

出
桁
間
小
天
井
゜

控
柱
間
丸
太
梁
掛
渡

礎
布

土
荻
架
渡
し
側
柱
建
。

側
柱
間
、

胴
貫
二
通
差
。

櫓
渡
櫓
破
に
接
紹
。
西
面
。

一
附
よ
り
の
階
段
口
三
方
勾
欄
付
。
周
園
半
間
通
り
化
粧
屋
根
裏
゜

ヶ
所
。
軒
裏
、
平
地
、
隅
木
共
塗
込
式
漆
喰
塗
゜

手

御

水

門

軸
部

子
、
裏
板
共
聰
黒
漆
塗
゜

北
面
妻
飾
り

り
東
へ
二
、
五
度
振
れ
て
建
つ
。
石
積
は
月
見
櫓
同
断
。
南
北
十
間
、
東
西
六
間
。
屋
根
南

釈
端
先
反
り
増
付
。
鬼
瓦
及
鳥
袋
を
装
置
す
。
大
棟
は
棟
穣
中
程
に
丸
瓦
横
に
一

並
べ

上
下

に
炭
斗
瓦
二
重
又
は
三
直
。
南
端
鰊
、
入
母
屋
妻
飾
り

東
面
中
央
よ
り
北
寄
り
及
月
見
櫓
境
に
出
入
口
各
一
ケ
所
、
片
引
土
戸
を
建
込
む
。

東
面
出
入
日
に
石
階
段
六
級
。
月
見
櫓
境
に
木
階
段
五
級
付
。
東
西
南
寄
り
及
西
面
北
寄
り

に
各
々
二
間
の
辿
子
窓
各
一
ケ
所
。
内
方
は
片
引
土
戸
建
込
。
西
面
南
よ
り
第
三
、
四
の
間

石
落
し
を
張
出
す
。
西
面
に
銃
眼
三
ヶ
所
。
軒
裏
平
地
、
隅
木
、
凄
部
分
共
塗
込
式
白
漆
喰

紹
櫓
よ
り
水
手
御
門
を
隔
て
右
垣
同
高
に
立
つ
。
南
北
十
二
間
、
東
西
六
間
。
屋
根
入
母

屋
造
。
隅
棟
、

降
棟
、
炭
斗
積
端
先
反
り
増
付
、
鬼
瓦
及
烏
会
を
装
置
。
大
棟
酎
端
に
鰊
取

前
包
、
須
覆
、
破
風
眉
鋏
り
、
裏
甲
、
懸
魚
、
鰭
付
、
漆
喰
銃
。
黙
漆
塗
葵

紋
取
付
。
南
面
宴
飾
り
狐
格
子
、
破
風
眉
鋏
り
、
登
布
裏
甲
、
懸
魚
、
六
葉
、
鮒
付
。
狐
格

西
面
南
隅
出
入
ロ
一
ケ
所
。
石
階
段
十
級
。
片
引
土
戸
建
込
。
西
面
南
よ
り
第
七
、

八
の
間
右
落
張
出
。
東
西
各
面
に
一
ケ
所
宛
連
子
窓
。
内
側
に
土
戸
建
込
。
雨
面
に
銃
眼
三

綬
櫓
、
渡
櫓
間
に
位
置
す
。
三
間
二
戸
。
方
柱
、
控
柱
付
。
屋
根
切
妻
造
、
本
瓦
葺
。
績

花
11

岡
右
切
石
。

出
入
口
地
裂
石
、
床
自
然
石
石
昼
。
鏡
柱
間
蹴
放
。
柱
上
冠
木
。
冠

月
見
櫓
三
階

中
央
部
四
本
通
柱
、

そ
の
他
管
柱
。

間
柱
一
本
建
。

純
方
柱
面
取
り
。

上
南
北
に
二
筋
大
梁
架
、
東
西
に
三
本
樅
掛
梁
。
梁
下
端
に
出
桁
受
大
面
取
り
肘
木
入
。
棟

付
。
大
煉
形
式
綬
櫓
に
同
断
。

渡

櫓

.. o
 

土
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軸
部

甲
、
懸
魚
、
鰭
付
、
漆
喰
塗
。
黒
漆
塗
葵
紋
取
付
。

前
包
、
須
覆
、
破
風
眉
鋏
り
、
裏

而
入
閃
歴
造
。

北
面
月
見
櫓
初
重
南
面
唐
破
風
下
に
突
込
み
取
付
。
隅
棟
、
降
棟
、
炭
斗

附
段

辟
幸
叫
壁
白
漆
喰
塗
り
。

の
武
者
走
り
を
配
す
。

棧
打
ち
。
周
園
半
間
通
り
化
粧
屋
根
裏
゜

階
段

一
階
出
梁
中
央
に
土
壷
梁
架
渡
し
側
柱
建
。
側
柱
間
、
間
柱
一
本
建

中
央
部
四
本
の
通
柱
を
除
く
外
管
柱
。
練
方
柱
面
取
。
内
部
四
周
半
間
巾

階
の
中
央
部
東
寄
り
に
一
階
よ
り
二
階
に
通
ず
る
木
階
段
十
一
級
。
裏
板
張
り
横

月
見
櫓
二
階

胴
貫
三
通
差
。
側
柱
通
一
間
毎
に
胴
差
入
れ
。
胴
差
、
床
梁
（
三
階
）
間
束
立
て
入
側
一
間

侮
に
出
梁
架
柄
差
し
、
そ
の
他
敷
桁
架
構
。
床
小
根
太
入
り
床
板
突
附
張
り
目
地
入
り
。
側

階
の
西
南
隅
に
二
階
よ
り
三
階
に
通
ず
る
木
階
段
十
一
級
。
裏
板
張
り
横
棧
止
め
。

番
止
め
下
端
鐵
板
張
り
小
鋲
止
め
。
績
櫓
と
の
境
片
引
土
戸
建
込
゜

二
、
内

L
j
o
 

ヽィ

部

天
井
化
粧
屋
根
裏
通
柱

二
階
入
側
柱
上

間
柱
一
木

中
央
部
四
本
一
階
よ
り
三
階
迄
通
柱
、
そ
の
他
管
柱
建
。
純
方
柱
面
取
。

鐵
製
肘
壺
釣
内
開
板
戸
。
閂
、
海
老
錠
戸
締
付
。
扉
外
面
に
銅
製
八
双
及
錢
頭
金
物
。
柱
、

冠
木
、
蹴
放
、
楯
及
扉
の
見
付
に
鐵
製
帯
金
物
、
小
鋲
打
ち
。
鏡
柱
西
面
上
下
錢
顕
金
物
取

月
見
櫓
一
階

土
盗
敷
ぎ
。
内
部
四
周
一
間
巾
の
武
者
走
り
を
配
す
。

化
粧
屋
根
裏

し
。

入
口
を
除
く
側
柱
間
、

建
。
胴
貫
四
通
差
。
入
側
柱
通
一
間
毎
に
胴
差
入
れ
。
胴
差
、
床
梁
（
二
階
）
間
束
立
て
。

入
側
一
間
毎
に
出
梁
架
柄
差
し
。
そ
の
他
敷
桁
組
合
せ
架
構
。
床
小
根
太
入
り
。
床
板
目
地

板
入
れ
突
附
張
り
。
側
壁
災
壁
白
漆
喰
塗
り
。
北
及
西
面
に
二
間
の
石
落
口
装
置
、
揚
板
蝶

一
軒
疎
種
。
正
面
妻
破
風
板
取
付
、
眉
鋏
り
付
。
廣
小
舞
、
布
裏
甲
。
中
央

3
 



西
面
二
間
右
落
口
装
置
。
揚
板
及
滑
板
取
付
。
窓
及
入
口
敷
居
、
鴨
居
、
柱
面
に
戸
常
り
取

付。
酉
、
北
面
人
限
。
東
面
員
壁
。

南
面
波
型
罠
壁
。
北
面
妻
内
部
共
中
塗
仕
上
。

高
松
城
は
天
正
十
五
年
、
豊
臣
秀
吉
に
よ
り
生
駒
雅
渠
頭
近
規
限
岐
國
を
賜
い
営
國
へ
入

部
同
十
六
年
豊
前
中
津
城
主
黒
田
如
水

（
一
説
に
細
川
忠
興
と
も
い
う
）
の
縄
張
り
に
よ
り

丸
ナ
。 渡

櫓

第
四
節

創
立
沿
革
概
要

い
こ
落
し
丸
太
。

棟
束
貫
二
通
、

月
小
根
太
入
り
床
板
突
附
張
り
、
目
地
入
れ
。
二
階
よ
り
の
階
段
口
三
方
勾
欄
付
。
側
壁

一
階
一
重
建
。
月
見
櫓
南
面
中
央
部
に
接
綬
。
室
内
中
央
に
柱
一
本
建
、
梁
行
に

角
梁
架
渡
し
飛
貫
一
通
差
楔
締
。
側
柱
共
網
方
柱
。
側
柱
胴
貫
三
通
差
。
床
、
大
引
、
根
太

小
屋
化
粧
屋
根
裏
。
側
柱
上
梁
行
に
二
通
り
梁
架
け
、
桁
行
棟
通
り
に
大
梁
架
渡
し
、
架

梁
共
柱
際
肘
木
付
。
小
屋
束
大
面
取
り
。
貫
一
通
り
交
互
に
差
通
し
楔
締
め
、
化
粧
野
稲
た

西
而
二
間
布
落
口
装
置
、
揚
板
取
付
。
窓
及
入
口
敷
居
、
鴨
居
、
柱
面
に
戸
常
り
取
付
。

西
、
南
可
大
墜
。

東
面
賃
壁
。
妻
内
部
共
中
塗
仕
上
。

一
階
一
重
建
。

室
内
棟
通
に
柱
二
本
建
、

梁
行
に
角
梁
架
渡
し
飛
貫
一
通
差
楔

締
。
側
柱
共
網
方
柱
。
側
柱
胴
貫
三
通
差
。
床
、
大
引
、
根
太
入
れ
（
南
よ
り
三
間
迄
薔
悔

手
門
追
構
）
床
板
突
付
張
り
。
小
屋
化
粧
屋
根
裏
。
棟
通
り
大
梁
架
、
大
梁
上
掛
梁
、
掛
梁

下
肘
木
付
。

小
屋
束
大
面
取
り
。
貫
一
通
り
交
互
に
差
通
し
楔
締
め
。
化
粧
種
た
い
こ
落
し

入
れ
床
板
突
付
き
張
り
。
月
見
櫓
入
口
に
登
木
階
段
五
級
。

続
櫓

及
素
内
部
共
員
墜
白
漆
喰
塗
り
。

取 オ
及
母
屋
二
通
り
、

下
に
添
肘
木
。

肘
木
先
端
破
風
板
受
。

小
屋
束
大
而

築
城
さ
れ
た
も
の
と
偉
え
ら
れ
、
瀬
戸
内
洵
の
要
衝
を
守
る
悔
城
と
し
て
獨
特
の
規
模
を
有

し
て
い
る
。
以
来
寛
永
十
七
年
迄
四
世
在
城
の
後
出
吼
國
へ
左
遷
せ
ら
れ
寛
永
十
九
年
松
平

頼
直
高
松
へ
入
り
天
守
、
本
丸
、
東
の
丸
、
西
の
丸
、
櫻
の
馬
場
、
新
曲
輪
等
を
修
築
し
松

洵
に
映
ず
る
美
観
を
呈
し
玉
涵
城
の
雅
名
に
よ
っ
て
謳
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
爾
後
朋
治
維
新

に
至
る
迄
十
一
代
の
歴
代
藩
主
の
居
城
で
あ
り
藩
記
等
に
よ
る
も
規
模
に
大
し
て
異
髪
な
く

寅
｀
氷
四
年
、
安
永
元
年
等
大
地
震
に
よ
る
破
損
は
そ
の
稲
度
修
築
さ
れ
て
い
る
。

月
見
櫓
は
新
曲
輪
の
隅
櫓
と
し
て
城
の
北
邊
、

や
や
東
寄
り
に
悔
に
臨
ん
で
築
城
さ
れ
た
。

に
至
り
城
内
櫓
破
損
多
く
英
公
（
頼
重
）
は
朝
比
奈
泰
光
に
命
じ
今
泉
八
郎
左
衛
門
の
典
る

慮
に
よ
り
修
理
及
新
郭
を
築
か
し
め
た
如
く
こ
の
折
、
北
の
丸
と
し
て
月
見
櫓
、

艮
櫓
等
を
築
城
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
叉
同
書
中
に
生
駒
家
築
城
の
際
の
城
内
東
北
隅
に

あ
っ
た
海
手
門
を
一
部
取
除
き
北
邊
の
海
を
埋
立
て
新
曲
輪
を
作
っ
た
如
く
記
載
さ
れ
て
お

り
今
回
の
修
理
に
よ
っ
て
も
渡
櫓
の
一
部
に
奮
海
手
門
の
遺
構
を
襲
見
し
前
記
文
書
を
裏
付

け
る
資
料
を
得
た
。
解
睦
中
月
見
櫓
の
窓
土
戸
板
と
渡
櫓
大
梁
下
と
に
夫
々
延
賓
四
年
の
墨

臀
を
披
見
し
た
が
、
前
記
文
書
中
に
も
「
延
賓
四
辰
二
月
二
十
二
日
北
之
丸
矢
倉
棟
上
」
と

あ
る
虞
よ
り
も
寛
文
十
一
年
よ
り
工
を
起
し
延
賓
年
間
迄
に
築
城
さ
れ
た
も
の
と
想
像
さ
れ

以
後
の
修
理
に
つ
い
て
は
記
録
、
墨
書
等
も
稜
見
出
来
ず
昭
和
初
年
迄
は
胡
息
的
な
修
理
を

以
て
維
持
さ
れ
建
物
全
髄
に
薔
態
を
よ
く
残
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
月
見
櫓
は
昭
和

八
年
に
浦
水
組
の
請
負
工
事
に
て
半
解
臆
に
よ
る
大
修
理
が
行
わ
れ
一
部
改
造
を
受
け
て
い

昭
和
二
十
二
年
二
月
國
寮
建
造
物
（
現
在
重
要
文
化
財
）
に
指
定
さ
れ
、
後
南
悔
大
地
震
等

に
よ
り
各
所
の
破
損
状
態
も
甚
大
と
な
っ
た
の
で
昭
和
三
十
年
三
月
よ
り
文
化
財
保
護
法
に

よ
り
建
物
全
腔
に
解
臆
修
理
が
賓
施
さ
れ
、
そ
の
結
果
各
部
に
残
存
す
る
痕
跡
等
に
よ
り
創

建
後
多
少
の
麦
更
が
行
わ
れ
た
事
が
判
明
し
た
の
で
、
資
料
の
朋
確
な
も
の
に
つ
ぎ
現
朕
斐

こ
。

キ
ー る

。
築
城
に
つ
い
て
の
詳
細
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、

鹿
櫓
、

「
小
紳
野
夜
話
」
の
一
文
に
寛
文
十
一
年

4
 



同

香
川
縣
鹿
開
係

今

l
修
復
せ
る
櫓
は
近
年
腐
朽
破
損
が
甚
だ
し
く
解
臆
修
理
の
必
要
に
迫
ら
れ
て

い
た

が
、
昭
和
三
十
年
三
月
闊
庫
補
助
金
の
交
付
を
受
け
る
と
共
に
、
縣
費
の
補
助
を
得
て
根
木

的
修
狸
に
着

F
し、

工
期
二
十
四
箇
月
を
要
し
て
昭
和
三
十
二
年
三
月
末
日
そ
の
エ
を
竣
え

本
工
事
は
市
條
例
の
定
め
る
所
に
よ
り
高
松
市
の
直
螢
工
事
と
し
て
執
行
し
た
。

麻
松
市
に
於
て
は
本
工
事
施
工
の
為
現
場
技
術
者
を
依
属
し
現
場
に
修
理
事
務
所
を
設
け
現

場
、
王
任
、

助
手
を
常
勤
さ
せ
た
が
王
藻
城
跡
は
昭
和
二
十
九
年
高
松
市
が
松
平
公
盆
會
よ
り

買
収
し
絲
地
帯
と
し
史
跡
の
指
定
を
う
け
て
い
る
の
で
、
こ
こ
に
玉
薇
公
園
管
理
事
務
所
を

憫
い
て
ま
る
開
係
上
、
修
理
事
務
所
を
同
所
に
所
厨
さ
せ
、
閥
係
事
務
は
同
所
職
員
が
之
を

社
會
教
育
課
長

香
川
縣
教
育
委
員
會
教
育
長

工

事

開

係

者

理
監
腎
は
月

一
回
現
場
に
臨
み
工
事
の
指
群
監
腎
に
常
っ
た
。

望

月

哲

太

郎

久

保

川

英

同 同 同

事

務

雇

技

師

植

登

喜

泉

保

利

管
理
係
長

高
松
市
玉
藻
公
園
管
理
事
務
所
所
長

同

社
會
教
育
課
長

同

教
育
長

把
党
し
會
計
に
於
て
は
公
園
管
理
費
の
中
に
文
化
財
保
存
費
を
設
け
特
別
會
計
と
し
た
。
修

た

第・
會

部

ェ
事

組

織

第
二
章

修

理

工

事

概

要

更
の
許
可
を
得
て
復
原
さ
れ
創
建
嘗
時
の
藷
態
に
復
し
得
た
。
明
治
三
十
七
年
に
至
り
城
の

同

前
教
育
長

高
松
市
教
育
委
員
會
前
教
育
長

同 同 同 同 同 同 同 同 同

會
計
課
長

前
會
計
課
長

庶
務
部
長

牧

入

役

助

役

高

松

市

市

長

高

松

市

開

係

前
祉
會
教
育
課
課
長
補
佐

社
會
教
育
課
課
長
補
佐

（
文
化
財
係
長
）

社
會
教
育
課
主
事

社
會
教
育
課
主
事

谷

本

庄

1
J
 

ー刀

子

部

忠

夫

白

井

政

夫
木

本

田

嘉

中

村

良

盆

光 夫

伏

右

濡

美

長

島

保

夫

大

須

賀

鈴

木

藤

田
那 十

河

須

嘉 宗

嘉

兵

北
側
を
埋
立
て
現
在
の
築
港
と
し
た
の
で
洵
城
と
し
て
の
奮
態
が
失
わ
れ
て
い
る
。

寛 平 光

國

東

照

太

猛

佐

野

和

幸

藤

田

和

夫

衛
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こ
。

キー と
漆
工
事
、
建
具
、

工
事
用
の
諸
材
料
の
購
入
及
請
負
工
事
は
高
松
市
條
例
、
會
計
及
契
約
規
則
等
の
規
定
に

従
い
、

所
定
金
額
以
上
の
も
の
及
請
負
工
事
は
す
べ
て
業
者
よ
り
見
積
書
を
徴
し
一
部
特
命

に
よ
る
他
、
そ
の
債
格

の
最
低
見
積
人
よ
り
購
入
若
し
く
は
請
負
は
し
め
。
恨
設
物
の
一
部

屋
根
柿
葺
工
事
、

櫓
咲
附
励
石
垣
及
右
階
段
工
事
は
請
負
と
し
て
施
工
な
し
そ
の
他
は
す
べ
て
直
営
工
事
と
し

第
二
節

左

官

棟

梁

瓦

葺

師

瓦

葺

工

事

同

副

棟

梁

大

工

棟

梁

同 同 同 同 同

事
務
雇

助

手

助

手

工
事
執
行
方
法
及
工
程

現

場

主

任

修

理

監

督

修
那
事
務
所
圃
係

白
蟻
謳
除
施
工
及
整
地
、

前
事
務
一
胴

前

技

師

前
管
理
係
長

排
水
暗
渠
工
事
、

今

井

忠

雄

橋

木

小 猪

叉

宗

ムロヽヽー

林

麻

造

正
月
見

一
建

物

解
骸
一
昭
和
一
＿
一
十
年
六
月
二
十
四
日
＿昭
和
一
＿
一
十
年
十
月
七
日
＿

績

櫓

建

物

解

臆

昭

和

三

十

年

六

月

二

十

五

日

昭

和

一

＿

―

十

年

十

一

月

十

一

日

基

礎

地

形

及

石

垣

積

直

昭

和

三

十

年

十

一

月

二

十

四

日

昭

和

三

十

年

十

二

月

七

日

軸
部
材
修
理
及
木
造
組
立
昭
和
三
十
年
十
一
月
二
十
一
日
昭
和
三
十
一
年
二
月
二
十
三
日

軒
廻
、
妻
飾
修
理
及
木
造
組
立
昭
和
一
＿
一
十
一
年
一
月
七
日
昭
和
三
十
一
年
六
月
二
十
一
日

小

屋

組

及

屋

根

仕

舞

昭

和

三

十

一

年

三

月

二

十

八

日

昭

和

三

十

一

年

五

月

二

十

六

日

屋

根

柿

板

葺

昭

和

三

十

一

年

五

月

二

十

五

日

昭

和

一

＿

一

十

一

年

六

月

二

日

壁

小

舞

掻

荒

壁

裏

返

昭

和

三

十

一

年

三

月

一

日

昭

和

三

十

一

年

七

月

一

日

斑

直

中

塗

砂

漆

喰

上

塗

昭

和

三

十

一

年

七

月

十

九

日

昭

和

三

十

二

年

二

月

八

日

銹

工

事

昭

和

三

十

一

年

六

月

三

十

日

昭

和

三

十

一

年

七

月

十

八

日

屋

根

瓦

聟

工

事

昭

和

三

十

一

年

五

月

十

九

日

昭

和

三

十

一

年

七

月

二

十

四

日

内

部

維

作

昭

和

三

十

一

年

二

月

二

十

三

日

昭

和

三

十

一

年

十

二

月

十

八

日

建

具

工

事

昭

和

三

十

一

年

九

月

十

四

日

昭

和

三

十

一

年

十

一

月

十

九

日

月

見

櫓

井

智

文

苧

阪

嘉

子

坂

東

動

松川久義

費共工

測通事
工

及 椴着 事

材
料 =: 冦バ 手 名

調エ準 稲

査事備

昭昭昭
和和和

着↑ - -

. . . 

- - -

-t--t--t- 手

年年年
年五――~ . 

． ＾ 

月 月月 月↑ , -

↑ ’ ↑ 

十 ++ 日
八五

日日日

昭昭昭
和和和

終一~ 一
. . . 

- - -

-r-r-r 了
年年年

八六四 年

月月月 月
十二

—++ 日. -
日日日

岩

下

敏

也

席

瀬

沸

賓

施

工

程

表

昭
和
三
十
二
年

五

月

五

日

工
事
竣
工
式

杉

山

よ

し

子

昭
和
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日

工
事
終
了

大

嶋

武

男

昭
和
三
十
一
年
七
月
十
四

R

荒

木

吉

イ言

昭
和
三
十

一
年

五

月

十

九

日

前

所

長

事

務

i

屁

IJ ヽ

|」|

稲

井

令

孝 香

昭
和
三
十
一
年
二
月

日

新
始
及
立
柱
地
鎖
祭

月
見
櫓
上
棟

月
見
櫓
鰊
上

修
理
工
事
に
刷
し
て
の
諸
行
事

6
 



建

物

解

髄

基

礎

地

形

軸

部

材

修

理

及
木
造
組
立

軒
建
、
妻
飾
修
理
及
木
造
組
立

小

屋

組

及

屋

根

仕

舞

屋

根

柿

葺

工

事

壁

小

舞

掻

、

荒
壁
、
裏
返

斑

直

、

中

塗
‘
砂
漆
哄
上
塗

屋

根

瓦

葺

工

事

内

部

雑

作

雑

事

建

物

解

髄

基

礎

地

形

軸

部

材

修

理

及
木
造
組
立

軒

廻

修

理

及

木

造

組

立

小

屋

組

及

屋

根

仕

舞

屋

根

柿

葺

工

事

屋

根

瓦

葺

工

事

水

手

御

門
工

渡

櫓

工

基

礎

地

形

軸

部

材

修

理

及
木
造
組
立

軒
廻
、
妻
飾
修
理
及
木
造
組
立

小

屋

組

及

屋

根

仕

舞

屋

根

柿

葺

工

事

壁

小

舞

掻

、
荒
壁
、
裏
返

斑
直
、
中
塗
、

砂
漆
喰
上
塗

屋

根

瓦

葬

工

事

内

部

雑

作

雑

事

昭

和

三

十

年

十

月

十

二

日

昭

和

三

十

年

十

二

月

六

昭

和

一

―

―

十

年

十

月

八

日

昭

和

三

十

一

年

二

月

一

昭

和

三

十

年

九

月

五

日

昭

和

三

十

一

年

二

月

十

二

日

昭
和
三
十
一
年

二
月
三
日
昭
和
一
＿
一
十
一
年
―
―
―
月
十
五
日

昭
和
三
十
一
年
―
―
―
月
二
十

七

日

昭

和

三

十

一

年

四

月

二

日

昭
和
三
十
一
年

ー
一
月
二
十
三
日
昭
和
一
―
―
十
一
年
四
月
七
日

昭和一＿一
十
一
年

六

月

九

日

昭

和

一

＿

一

十

二

年

二

月

九

日

昭
和
一
＿
一
十
一
年
五
月
七
日
昭
和
三
十
一
年
五
月
十
八
日

昭
和
三
十
一
年
三
月
二
十
五
日
昭
和
三
十
一
年
九
月
十
八
日

昭
和
三
十
一
年
十

一
月
十
―
―
―
日
昭
和
一
―
―
十
一
年
十
一
月
二
十
日

昭
和
三

十

年

六

月

二

十

――
―
日
昭
和
三
十
年
十
月
七

昭

和

三

十

年

十

月

十

二

日

昭

和

三

十

年

十
二
月

六

昭

和

三

十

年

十

月

八

日

昭

和

三

十

一

年

二

月

十

昭

和

三

十

年

九

月

五

日

昭

和

三

十

一

年

二

月

十

一

日

昭
和
三
十
一
年
二

月

三

日

昭

和

一

――
十
一
年
三
月
十
五
日

昭
和
三
十
一
年
三

月

二

十

日

昭

和

一＿一
十
一
年
―
―
―
月
二
十
七
日

昭
和
三
十
一
年
二
月
十

六

日

昭

和

三

十

一

年

四

月

七

日

昭
和
三
十

一

年

六

月

四

日

昭

和

三

十

二

年

二

月

九

日

昭
和
一
―
-
+
―
年
四
月
二
十
六
日
昭
和
三
十
一
年
五
月
十
七
日

昭
和
三
十
一
年
―
―
―
月

―
―
十
三
日
昭
和
一
二
十
一
年
九
月
二
十
日

昭
和
三
十
一
年
八
月
三
十

日
昭
和
三
十
一
年
十
一
月
十
八
日

昭

和

三

十

年

六

月

二

十

四
日
昭
和
三
十
一
年
二
月
十
六
日

昭
和
三
十
一
年
三
月

―
―
―
日
昭
和
三
十
一
年
十
月
八
日

昭
和
三
十
一
年
二

月
二
十
四
日
昭
和
一
二
十
一
年
五
月
三
十
日

昭
和
一
―
―
十
一
年
五
月
三
十
一
日
昭
和
一
二
十
一
年
六
月
二
日

昭

和

三

十

一

年

五

月

二

十

七

日

昭

和

三

十

一

年

六

月

二

日

昭

和

三

十

一

年

六

月

―

―

―

日

昭

和

三

十

一

年

六

月

三

日

昭
和
三
十
一
年
六
月
十
一
日
昭
和
一
二
十
一
年
六
月
十
―
―
―

日 日 日 日 日 日

• 

し
、
排
水
を
整
備
し
績
櫓
入
口
、

こ
。

キ
ー

第
三
節

補
っ
た
程
度
に
止
め
た
。

石
垣
豪
を
も
資
料
を
得
て
復
原
し
た
。

事

昭

和

三

十

一
年

八
月
二
十
七
日
昭
和
三
十

一

年

九

月

四

事
昭
和
三
十
二
年
一
月
二
十
八
日
昭
和
三
十
二
年

二

月

十

――
―
日

昭
和
一
―
―十
二
年
二
月
八
日
昭
和
一
―
―
十
二
年
―
―
―
月

二

十

日

昭
和
三
十
一
年
十
二
月
二
十
一
日
昭
和
一
二
十
二
年
二
月
二
十
八
日

昭

和

三

十

年

六

月

六

日

昭

和

三

十

二

年

二
月
二
十
六
日

昭
和
三
十
二
年
三
月
二
日
昭
和
一
―
―
十
二
年
―
―
―
月
三
十
一
日

工
事
仕
様
概
要

恨
設
物
は
修
理
事
務
所
及
周
園
竹
矢
末
を
除
ぎ
紹
て
直
螢
工
事
に
て
建
設
し
使
用
後
賣
却

し
た
。
建
物
全
騰
に
素
屋
根
を
設
け
建
物
は
一
旦
全
解
骸
し
、
月
見
櫓
北
側
石
垣
は
学
出
多

ぎ
為
一
部
積
直
し
、
他
の
石
垣
は
支
障
な
く
認
め
ら
れ
た
の
で
飼
込
石
の
抜
け
落
ち
箇
所
を

解
骸
に
先
立
ち
正
確
な
水
盛
迅
形
を
取
設
け
石
垣
憂
及
び
建
物
の
不
同
沈
下
、
傾
斜
、
各

階
の
高
さ
、
柱
間
そ
の
他
各
部
の
破
損
腐
朽
状
態
、
形
状
寸
法
、
材
種
、
敷
量
等
を
賓
測
調

査
す
る
と
共
に
建
物
に
於
て
創
建
以
来
の
諸
種
の
麦
化
等
を
も
網
合
研
究
し
、
在
来
の
用
材

は
極
力
再
用
に
務
め
る
方
針
の
下
に
施
工
し
た
が
、
腐
朽
、
破
損
が
甚
大
で
あ
り
、

且
昭
和

初
年
の
修
理
に
よ
る
取
替
材
は
寸
法
、
手
法
、
仕
口
等
用
材
の
手
法
と
異
な
り
使
用
不
可
能

の
も
の
が
多
敷
生
じ
た
の
で
こ
れ
ら
は
良
質
の
新
材
を
以
て
取
替
え
、
形
式
手
法
は
薔
来
の

も
の
を
綿
密
に
調
査
し
、
現
状
愛
更
に
よ
る
も
の
の
他
は
在
来
の
も
の
を
踏
襲
し
て
施
工
し

解
髄
材
に
は
一
々
番
琥
を
附
し
修
理
に
必
要
な
要
部
は
寓
問
に
納
め
、
解
證
し
施
工
上
の

基
準
を
定
め
た
。
新
補
木
材
に
は
古
材
と
調
和
の
よ
い
様
に
古
色
塗
を
施
し
、
見
え
隠
れ
に

は
今
回
修
理
の
年
琥
を
明
示
し
た
烙
印
を
押
し
た
。

素
屋
根
解
臆
後
櫓
西
側
の
地
盤
を
整
地

残保椴附

設

務
存物

撤
帯

圏 夫

整及ェ
作跡

掃

理製除事

金 建

具 具

エコこ

日
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で
従
前
通
り
の
施
工

と
し
た
。

一
、
三
、
六
調
合
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
打
立
て
補
強
し
た
。
籟
櫓
、

ト
を
厚
約
三
尺
に
積
石
裏
巻
き
に
補
強
し
た
。

月
見
櫓
。

月
見
櫓
憂
北
側
石
垣
は
中
央
部
学
出
し
に
よ
る
上
端
沈
下
が
甚
し
く
土
盗
据
付

に
支
障
を
来
た
す
上
且
飼
込
石
も
大
部
分
抜
け
落
ち
て
い
た

の
で
解
腟
し
積
直
し
す
る
事
に

し
た
が
雨
端
の
隅
積
石
及
現
在
地
盤
面
よ
り
高
四
尺
通
り
迄
は
大
き
な
狂
は
認
め
ら
れ
な
い

の
で
在
来
の
儘
と
し
、
学
出
の
多
い
約
％
程
度
の
面
積
を
築
き
通
し
た
。
築
石

の
解
髄
と
共

に
石
垣
豪
内
部
の
玉
石
を
石
際
よ
り
約
十
尺
通
り
取
り
去
り
積
石
は
竪
辿
形
に
倣
い
、
番
披

順
に
順
次
積
上
げ
、
飼
込
石
を
充
分
飼
込
み
、
積
石
裏
は
一
、
三
、
六
調
合
の
コ
ン
ク
リ
ー

紹
櫓
、
渡
櫓
石
垣
豪
。
外
部
石
垣
は
若
干
の
狂
は
あ
っ

た
が
、
積
替
え
を
要
す
る
程
の
沈

下
は
無
か
っ
た
の
で
上
端
の
不
陸
は
天
端
石
を

一
部
取
替
え
、
脱
落
し
た
各
所
の
合
端
石
を

補
填
す
る
程
度
に
止
め
た
。
渡
櫓
南
石
垣
は
薔
海
手
門
を
現
在
渡
櫓
に
改
造
の
際
の
割
合
胤

雑
な
稼
石
で
あ
っ
た
が
建
物
に
支
障
な
き
も
の

と
認
め
前
記
程
度
の
補
修
を
し
た
。

石
垣
豪
は
各
櫓
共
周
園
の
み
石
積
み
に
て
内
部
は
栗
石
の
詰
込
と
な
っ
て
い
た
が
、

稼
直
し
の
後
栗
石
は
在
来
通
り
埋
戻
し
大
蛸
を
以
て
揚
ぎ
復
筐
さ
せ
工
事
中
は
廷
敷
込
み
塵

除
け
と
し
、
床
張
り
の
際
取
除
け
た
。

月
見
櫓
礎
石
は
各
柱
下
の
土
豪
交
錯
部
の
下
に
夫
々
径
二
尺
、
厚
九
寸
内
外
の
自
然
石
を

栗
石
上
に
据
付
け
て
あ
っ
た
が
、
中
央
四
本
の
柱
は
一
＿
一
階
迄
の
通
し
柱
で
あ
り
、

尺
、
深
二
尺
掘
下
げ
、

．
 
ヽ

基

礎

工

事

石
垣

上
重
よ
り

の
集
中
荷
重
を
受
け
る
の
で
比
較
的
大
き
な
礎
石
に
据
え
替
え
各
礎
石
周
園
を
純
恒
に
巾
三

渡
櫓
の
大
引
束
礎
石
下
も
巾
一
尺
五
寸
厚
七
寸
の

コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
前
記
同
様
施
工
し
た
。

叉
月
見
櫓
礎
石
間
土
豪
下
に
は
鐵
平
石
の
薄
石
飼
込
み
土
豪
の
据
付
を
良
く
し
て
い
た
の

正
面
入
口
千
鳥
破
風
方
柱
礎
石
は
一
旦
堀
起
し
北
側
礎
石
は
比
較
的
小
さ
い
の
で
南
側
の

分
と
同
等
の
石
と
替
え
三
尺
角
、
深
二
尺
に
堀
り
玉
石
小
端
立
て
に
敷
並
べ
目
潰
砂
利
入
れ

の
上
据
え
直
し
た
。

績
櫓
入
口
階
段
石
は
六
級
と
し
良
質
花
巌
石
を
以
て
全
部
新
に
補
足
し
一
、
三
、
六
調
合

コ
ン
ク
リ
ー
ト
裏
込
の
上
据
え
付
け
た
。
月
見
櫓
石
垣
東
南
角
に
は
巾
四
尺
七
寸
に
犬
走
り

を
周
ら
し
高
二
尺
六
寸
の
石
垣
を
一
部
野
石
補
足
の
上
切
石
、
小
石
等
飼
込
み
築
い
た
。

月
見
櫓
石
垣
憂
へ
の
登
石
階
段
も
一
旦
全
部
堀
起
し
た
上
合
端
合
せ
据
え
直
し
従
前
通
り

踊
場
を
階
段
中
途
に
一
ケ
所
設
け
績
櫓
入
口
石
垣
憂
迄
の
高
さ
に
石
階
段
六
級
そ
れ
よ
り
上

四
級
と
し
た
。

渡
櫓
入
口
石
階
段
は
軟
い
石
質
の
為
踏
石
は
か
な
り
磨
減
し
て
い
た
の
で
一
旦
解
髄
し
同

質
石
を
以
て
踏
石
補
足
の
上
、
竪
切
り
仕
上
と
し
コ
ン
ク
リ
ー
ト
調
合
前
記
間
断
に
裏
込
め

従
来
入
口
石
階
段
は
石
垣
際
高
四
尺
七
寸
の
中
段
よ
り
つ
ぎ
こ
の
中
段
へ
の
登
階
段
な
く

不
便
で
あ
っ
た
の
で
新
に
巾
三
尺
、

降
に
便
な
る
様
施
工
し
た
。

水
手
御
門
鏡
柱
通
り
礎
石
は
賓
測
の
結
果
沈
下
の
高
低
な
く
据
え
付
け
良
好
で
あ
っ
た
の

で
そ
の
儘
と
し
蹴
放
敷
石
は
中
央
に
於
て
四
分
の
む
く
り
が
見
ら
れ
た
の
で
堀
り
起
し
下
に

ゞ
）
。

キ
ー て

た
。

大
蛸
に
て
揚
固
め
の
上
一
、
三
、
六
調
合
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
打
立
て
据
付
け
、
南
面
西
側

柱
も
同
斯
と
し
た
。

東
面
入
口
石
階
段
は
近
年
積
み
直
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
段
石
の
移
動
が
甚
し
か
っ
た

の
で
一
旦
解
骸
し
階
段
下
堀
取
り
充
分
揚
き
固
め
一
、
三
、
六
調
合
捨
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
厚

五
寸
に
打
ち
合
端
仕
合
せ
の
上
コ
ン
ク
リ
ー
ト
調
合
前
記
同
断
の
も
の
を
裏
込
め
と
し
積
立

績
櫓
入
口
石
垣
憂
は
明
治
初
年
頃
間
地
積
石
垣
に
て
薔
位
置
よ
り
二
尺
八
寸
、
北
方
へ
引

込
み
高
さ
も
一
二
尺
四
寸
高
く
積
替
え
ら
れ
て
い
た
が
奮
石
垣
の
根
石
が
残
り
且
績
櫓
入
口
石

階
段
の
藷
規
も
判
朋
し
た
の
で
高
五
尺
五
寸
に
野
石
積
み
と
し
合
端
切
石
飼
込
み
馴
染
よ
く

積
上
げ
内
部
栗
石
詰
込
み
、
表
面
に
厚
五
寸
に
土
を
置
き
掲
ぎ
固
め
の
上
小
砂
利
を
敷
込
ん

七
級
の
石
階
段
と
し
上
段
二
尺
五
寸
の
踊
場
を
設
け
昇
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粧
椎
材
等
は
地
檜
の
良
質
材
を
購
入
使
用
し
た
。

た
は
約
様
を
有
す
る
も
の
は
園
面
及
型
板
を
作
り
正
確
に
施
工

し
た
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
厚
五
寸
を
打
ち
据
え
直
し
た
。
控
柱
、
礎
石
は
多
少
の
沈
下
移
動
が
認
め
ら

れ
た
の
で
一
旦
堀
起
し
、

が
地
業
の
際
地
下
よ
り
蓋
門
の
石
畳
の
鐵
平
石
が
敷
ぎ
込
ん
で
あ
っ
た
事
が
判
明
し
た
の
で

一
旦
堀
り
起
し
、
栗
石
敷
ぎ
込
み
日
潰
砂
利
共
入
掲
ぎ
固
め
の
上

一、

三
、
六
調
合

コ
ソ
ク

リ
ー
ト
を
以
て
据
え
付
け
と
同
時
に
飼
込
み
、
同
質
石
補
足
の
上
、
南
に
向
い
一
寸
の
高
低

を
つ
け
石
下
に
空
隙
の
な
ぎ
様
丁
寧
に
敷
込
ん
だ
。
石
合
端
は
鼠
漆
喰
塗
と
し
た
。

又
水
手
御
門
下
に
近
年
施
工
に
よ
る
排
水
溝
が
あ
っ
た
が
従
来
柱
礎
石
が
周
園
地
盤
よ
り

低
ぎ
為
排
水
の
便
を
考
え
そ
の
儘
利
用
し
た
が
、
従
来
の
コ
ン
ク

リ
ー
ト
蓋
は
大
部
分
破
損

し
て
い
る
の

で
今
回
は
排
土
の
便
を
考
慮
し
厚
二
分
五
厘
、
巾
一
尺
三
寸
の
鐵
板
と
し
所
々

径
七
分
の
穴
を
あ
け
雨
水
の
吸
込
良
好
な
る
様
施
工
し
た
。

木
工
事
に
於
て
は
時
代
の
形
式
を
失
う
事
の
な
い
様
細
心
の
注
意
を
以
て
施
工

し
た
が
、

必
要
上
支
障
あ
り
と
認
め
ら
れ
る
個
所
は
、
外
観
を
損
し
な
い
範
園
に
お
い
て
補
強
を
講
じ

建
物
解
罷
前
各
部
材
に
は
す
べ
て
番
琥
札
を
つ
け
毀
損
し
な
い
様
、

材
は
埋
木
、
矧
木
、
船
木
等
施
し
て
再
用
に
務
め
た
。

上
方
等
相
違
の
な
い
様
に
木
造
を
な
し
、

入
念
に
取
解
蓉
専
用

新
規
補
加
の
も
の
は
形
式
手
法
等
を
調
査
し
て
奮
規
に
相
違
し
な
い
様
作
製
し
、
曲
線
ま

補
足
新
材
は
古
材
と
同
質
の
も
の
を
補
足
す
る
豫
定
で
あ
っ
た
が
、
営
初
材
は
大
部
分
、

栂
、
ま
た
は
松
材
で
あ
り
虫
害
及
腐
朽
が
甚
し
い
の
で
建
物
の
保
存
上
を
考
慮
し
、
丸
太
梁

の
取
替
の
も
の
に
つ
い
て
は
良
質
の
松
材
を
購
入
白
太
の
大
部
分
を
落
し
た
上
で
形
状
、
仕

そ
の
他
の
化
粧
材
及
構
造
材
の
大
部
分
は
尾
州
檜

丸
太
良
質
材
を
購
入
製
材
し
、
野
物
材
及
壁
塗
込
と
な
る
構
造
材
の
一

部
及
績
櫓
、
渡
櫓
化

こ
。t
 二、

木

工

事

コ
ン
ク
リ
ー
ト
根
巻
き
の
上
据
え
直
し
床
は
従
来
土
間
で
あ
っ
た

工
作
に
嘗
つ
て
は
そ
の
寸
法
、
形
式
は
薔
来
の
も
の
に
倣
い
、
樅
手
及
び
仕
口
は
曹
形
式

を
尊
重
し
て
施
工
し
構
造
上
の
要
所
に
は
見
え
隠
れ
に
ボ
ー
ル
ト
、
鎚
そ
の
他
鐵
物
を
以
て

堅
固
に
組
立
て
た
。

木
材
の
防
腐
、
防
虫
の
た
め

P
.
C
.
p
水
溶
液
を
二
回
塗
布
し
土
豪
に
は
ク
レ
オ
ソ
ー
ト

を
二
回
塗
り
と
し
叉
コ

ニ
テ
ー

ル
割
を
注
入
、
叉
は
散
布
し
た
。

一
階
の
土
豪
は
石
垣
豪
上
に
乗
り
地
階
は
設
け
て
お
ら
ず
床
に
は
揚
板
等
の

装
懺
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
側
土
憂
は
北
面
の
石
垣
を
除
く
外
は
多
少
の
不
同
沈
下
を
認
め

ら
れ
た
の
み
で
、
こ
れ
に
よ
る
破
損
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
が
北
面
は
昭
和
初
年
の
修
理
に

て
替
え
ら
れ
、
寸
法
も
小
さ
く
石
落
の
持
出
土
憂
は
持
出
部
分
を
切
断
し
て
い
た
の
で
全
部

新
材
に
改
め
、
又
東
面
の
土
豪
も
虫
害
を
受
け
使
用
に
耐
え
な
か
っ
た
の
で
補
足
し
た
。
側

一
間
入
っ
た
一
通
宛
を
側
土
憂
迄
通
し
夫
々

―
―
一
本
椴
と
し
、
こ
の
間
の
東
西
四
通
り
共
二
本

樅
、
縦
手
は
金
輪
戦
と
し、

石
落
持
出
部
分
は
側
土
憂
に
相
鋏
ぎ
‘
尻
部
土
憂
と
平
柄
を
差

通
し
鼻
栓
打
ち
、
他
の
繋
土
豪
は
網
て
蟻
掛
と
し
た
。
土
憂
の
戦
手
に
は
鎚
を
一
本
乃
至
二

本
彫
り
込
み
打
と
し
た
。
側
土
蛋
下
端
は
石
面
に
馴
染
合
せ、

に
納
め
、

上
端
石
垣
垂
れ
に
合
わ
せ
中
央
七
分
下
り
に
据
付
け
た
。
床
根
太
は
一
間
三
乃
至

四
本
に
土
砥
へ
木
口
彫
込
み
大
釘
打
に
取
付
け
、
床
板
は
昭
和
八
年
の
修
理
に
全
部
厚
一
寸

の
松
板
と
替
え
ら
れ
て
い
た
が
今
回
も
従
来
同
様
一
間
毎
に
突
付
張
り
に
張
立
て
た
。

柱
は
四
天
柱
四
本
の
内
二
本
を
取
替
え
、
内
柱
は
三
本
根
樅
、
外
柱
根
抵
三
本
、
間
柱
六

本
取
替
、
北
側
石
落
は
全
部
補
足
、
東
入
口
柱
は
二
本
共
取
替
え
、
在
来
通
り
木
造
り
仕
口

作
り
を
施
し
、
胴
差
し
は

i

雇
柄
面
し
車
知
締
め
、
各
端
間
留
め
は
柱
へ
柄
差
し
込
栓
打
ち
鎚

留
め
と
し
た

C

通
貫
は
松
材
で
あ
っ
た
が
三
層
共
す
べ
て
檜
の
新
材
と
し
柱
内
に
て
、
壼
持
抵
と
し
、
隅

柱
の
貫
の
交
錯
個
所
は
柱
内
部
に
於
て
相
互
に
鋏
合
せ
桁
行
を
下
楔
、
梁
間
を
上
楔
締
め
と

土
憂
監
手
は
、

④

軸

部

金
輪
樅
、

月

見

櫓

及
錬
抵
、

石
垣
面
よ
り
平
均
七
寸
内
側

隅
部
は
平
柄
差
し
楔
締
め
と
し
、

内
土
豪
南
北
通
は

，
 



し
、
側
柱
は
二
階
床
梁
よ
り
建
上
つ
て
い
る
。
四
天
柱
は
南
北
二
通
り
の
大
梁
を
支
え
、
中

央
二
本
の
側
柱
は
出
梁
の
下
に
柄
差
と
し
、
出
梁
は
内
方
面
取
り
肘
木
に
造
り
掛
梁
を
受
け

鎚
止
め
と
し
て
お
り
、
隅
、
梁
尻
は
四
天
柱
に
夫
々
柄
差
し
込
栓
打
ち
と
な
っ
て
い
る
。
四

天
柱
上
端
は
隅
梁
柄
迄
の
間
隔
が
短
い
の
で
鐵
輪
巻
ぎ
と
し
大
梁
下
の
接
闊
面
に
は
厚
一
分

―――隋

こ
。t
 床

板
は
側
柱
通
り
の
み
土
豪
梁
上
端
を
表
わ
し
板
厚
鋏
ぎ
込
み
七
分
板
を
突
付
張
り
と
し

板
下
端
に

囀

直

寸
五
麟
の
目
地
を
獄
目
た
母
に
入
れ
、
張
立
て
床
根
太
は
丸
身
の
多
い
後

補
材
で
あ

っ
た
の
で
全
部
を
取
替
え
た
。

床
構
造
材
は
腐
朽
甚
だ
し
く
、

こ
。t
 

に
柄
差
し
鼻
栓
打
ち
、
隅
梁
は
入
側
隅
柱
に
柄
差
し
通
し
と
し
、
隅
一
間
及
中
央
一
間
は
側

柱
上
に
梁
掛
渡
し
こ
の
上
に
渡
脚
に
架
け
渡
し、

構
造
材
は
現
状
愛
更
箇
所
を
除
く
外
大
部
分
使
用
出
来
、
隅
木
も
全
部
使
用
出
来
た
が
出
桁

及
敷
桁
は
歪
及
曲
り
が
大
ぎ
く
且
樅
手
の
破
損
か
ら
約
半
敷
を
取
替
え
、
破
風
化
粧
梁
繋
丸

太
は
仕
口
腐
朽
の
為
八
本
の
中
六
本
を
檜
材
に
替
え
従
来
通
り
の
形
に
工
作
し
取
付
け
た
。

胴
差
し
の
届
柄
及
込
栓
は
全
部
新
材
と
し
在
来
樅
手
、
腐
朽
箇
所
は
雇
柄
等
の
修
理
を
な

平
面
は
一
階
よ
り
一
間
縮
め
四
間
と
し
柱
及
胴
差
し
、
敷
梁
、
出
梁
の
構
造
形
式

共
一
階
と
同
断
で
あ
る
が
、
側
柱
は
一
階
出
梁
中
間
に
あ
る
踏
梁
よ
り
建
上
げ
、
入
側
柱
は

一
階
入
側
柱
上
に
一
致
し
、
武
者
走
り
を
半
間
と
し
、
出
梁
は
入
側
柱
へ
柄
差
し
鼻
栓
打
ち

と
し
て
い

る
。
四
天
柱
は
二
階
に
於
て
金
輪
戦
と
し
三
階
迄
通
し
柱
と
し
て
い
る
が
北
二
本

は
取
替
え
南
東
柱
は
上
部
の
み
取
替
え
樅
手
に
ニ
ケ
所
鐵
製
帯
金
物
に
て
巻
ぎ
鋲
打
ち
と
し

i
首

ご

F

平
面
は
二
階
よ
り
一
間
を
縮
め
一
二
間
に
て
、
床
組
構
造
、

形
式
は
二
隋
に
同
断
と

し
、
新
規
取
替
え
材
は
葡
規
に
倣
い
施
工
し
た
。

出
梁
は
入
側
上、

し
た
。

一
間
毎
に
配
置
し
入
側
柱
通
り
は
胴
差
し
上
、
二
階
土
奎
間
に
立
つ
束

そ
の
他
側
柱
に
太
柄
立
て
に
し
た
。
軸
組

且
後
補
材
の
樅
手
不
良
の
部
材
多
く
大
部
分
新
材
に
改
め

化
粧
椎
は
嘗
初
材
は
松
材
で
一
間
を
六
間
割
り
、

同
小
屋
組
お
よ
び
軒
廻
り
初
重
、

一
枝
を
一
尺
八
分
と
し
、
尻
部
は
柱
取

出
桁
上
端
小
返
削
り
、

樅
目
は
従
来
通
り
鎚
打
ち
と
し
金
物
は
す
べ
て
新
調
し
た
。

樅
手
は
出
梁
慎
で
追
掛

一
階
北
及
西
面

の
鐵
板
を
張
り
鐵
鋲
打
ち
と
し
た
。
床
板
は
一
間
毎
の
穂
拭
板
敷
と
し
床
小
根
太
及
目
地
は

二
階
床
と
同
断
で
あ
る
。
床
板
は
昭
和
初
年
の
修
理
に
全
部
替
え
ら
れ
て
い
た
が
約
％
補
足

各
階
共
四
天
柱
を
除
く
ほ
か
全
部
管
柱
に
て
、
側
柱
一
間
間
に
間
柱
一
本
建
て
と
し
て
い

る
が
網
敷
五
十
本
の
中
二
八
本
を
取
替
え
他
は
繕
い
な
し
再
用
し
た
。
長
押
は
修
理
前
漆
哄

に
て
覆
れ
て
い
た
の
を
別
記
の
通
り
現
状
麦
更
に
て
木
面
墨
塗
り
と
な
っ
た
が
釘
痕
多
く
、

叉
柱
の
不
同
沈
下
か
ら
曲
り
、
歪
が
甚
し
い
の
で
一
階
は
上
下
共
、
二
、
三
隋
は
上
長
押
を

新
材
に
替
え
、
二
、
三
階
の
下
長
押
は
修
理
の
上
再
用
し
た
。
長
押
は
柱
面
よ
り
二
寸
三
分

外
方
に
出
し
柱
毎
に
太
柄
差
し
、
長
押
面
よ
り
長
手
角
釘
打
ち
に
て
留
め
隅
は
二
枚
柄
に
組

み
、
樅
手
は
竿
車
知
樅
と
し
た
。

一
階
よ
り
三
階
迄
一
間
毎
に
逓
減
し
一
階
を
除
く
他
四
園
に
窓
を
造
り
、

に
石
落
を
張
出
し
、
内
海
を
控
え
た
隅
櫓
で
各
階
の
部
材
の
大
ぎ
さ
は
同
一
で
あ
っ
た
。

そ
の
他
各
階
に
設
け
ら
れ
て
い
た
恨
設
的
の
添
柱
、
筋
違
は
全
部
徹
去
し
、
各
構
追
部
の

樅
、
渡
胞
に
取
付
け
隅
部
は
捻
組
に
組
み
隅
出
梁
に
柄
立
て
に
の
せ
た
。
隅
木
は
尻
部
柱
ヘ

柄
差
し
込
栓
打
ち
鎚
止
め
と
し
野
隅
木
共
同
一
木
で
造
り
出
し
地
種
は
柄
差
し
野
椎
は
大
入

大
釘
打
と
し
た
。
地
唾
掛
及
野
椎
掛
は
側
柱
に
渡
膊
鋏
き
に
取
付
、
地
種
上
押
貫
入
れ
野
椎

掛
間
に
柱
毎
束
立
て
種
尻
押
え
と
し
た
。

軒
材
は
大
部
分
後
補
材
に
替
り
常
初
代
の
部
分
も
腐
朽
、
歪
み
甚
だ
し
く
、

部
で
切
損
し
大
部
分
取
替
え
た
。

且
出
桁
は
鼻

付
の
種
掛
に
出
桁
上
は
脳
天
よ
り
夫
々
大
釘
打
と
し
た
。
嘗
初
材
椎
は
種
上
下
に
六
分
の
鼻

反
り
を
持
つ
て
い
た
が
後
補
材
は
杉
押
角
の
直
材
で
あ
っ
た
の

で
奮
材
の
形
に
倣
い
大
部
分

側
柱
は
三
本
取
替
え
、
二
本
根
樅
、
柱
貫
は
全
部
取
替
え
た
。

の
上
再
用
し
小
根
太
、
目
地
板
は
新
材
に
取
替
え
た
。

10 



を
取
秤
え

一
部
は
矧
木
を
な
し
取
付
け
た
。
茅
負
は
隅
部
は
よ
く
残
し
て
い
た
が
平
部
は

殆
ど
後
補
材
で
出
桁
の
狂
と
共
に
波
状
を
呈
し
使
用
不
能
で
あ
っ
た
の
で
大
部
分
を
取
替
え

た
（
隅
木
は
四
本
共
常
初
材
を
残
し
て
い
た
の
で
反
り
寸
法
を
求
め
た
虞
隅
木
口
脇
に
て
九

樅
手
は
目
地
樅
、
椎
鼻
に
揃
え
脳
天
釘
打
ち
、
隅
木
上
端
に
て
大
帝
と
な
し
釘
打

ち
に
て
取
付
け

5

-
□

二
麟

の
瓦
棧
を
隅
増
し
に
取
付
け
た
。
地
稲
上
は
裏
板
を
張
ら

ず
、
化
料
屋
根
裏
と
し
て
い
た
。
野
椎
は
地
椎
と
枝
割
は
同
断
に
て
、
種
鼻
は
茅
負
裏
側
へ

鉄
き
込
み
に
釘
打
ち
と
し
稲
尻
は
側
柱
取
付
の
種
掛
に
釘
打
、
地
桶
上
に
土
居
桁
二
通
り
置

き
殷
垂
み
を
設
け
、
野
桶
は
引
通
し
約
三
寸
の
嵐
み
を
有
し
て
い
る
の
で
新
補
材
は
型
板
に

合
わ
せ
曲
り
材
を
使
用
し
た
。
化
粧
裏
板
は
小
屋
内
杉
正
五
分
板
、
化
粧
部
分
は
檜
五
分
板

各
面
破
風
は
側
柱
通
り
よ
り
張
出
し
、
西
及
北
面
は
万
落
と
し
南
面
は
紹
櫓
接
紹
出
入
口

と
し
て
い

る
。
北
唐
破
風
は
形
状
、
寸
法
を
南
面
唐
破
風
に
倣
い
木
造
り
眉
決
り
を
施
し
、
菖

蒲
桁
間
渡
梁
上
、
中
央
に
束
立
て
化
粧
棟
木
に
柄
入
れ
と
し
棟
木
、
桁
間
茨
種
を
鋏
き
入
れ
、

宮
洲
桁
よ
り
軒
先
部
は
短
い
種
を
茅
負
よ
り
釣
り
取
付
け
、
茅
負
鼻
は
破
風
尻
に
の
せ
、
軒

桁
鼻
は
平
柄
差
し
通
し
楔
締
め
と
し
、

表

1
に
一

致
し
軒
付
と
し
た
。
唐
破
風
は
拝
み
目
地
入
れ
、
棟
木
に
平
柄
差
し
釘
打
、
菖
蒲

切
裏
甲
は
突
付
張
り
上
部
釘
穴
彫
り
鼻
に
柄
一
箇
所

野
柚
木
は
地
棟
木
に
束
立
て
、
茅
負
迄
二
通
り
の
母
屋
入
れ
、
野
稲
を
菱
形
に
木
造
り
裏

甲
造
り
出
し
、
裏
甲
部
分
四
分
板
張
り
他
五
分
板
張
り
と
し
、
平
野
地
を
こ
れ
に
突
付
け
乗

上
に
立
つ
校
首
に
て
支
え
ら
れ
、
校
首
束
は
上
下
共
柄
差
し
出
桁
を
鋏
込
み
釘
打
ち
、
技
首

竿
は
ド
端
歓
入
れ
釘
打
付
と
し
た
。
化
粧
母
屋
は
一
通
り
入
れ
破
風
内
面
に
大
入
れ
と
し
、

地
桶
は
上
端
棟
木
に
彫
込
み
曲
線
形
、
野
種
は
地
椎
上
に
重
な
り
上
端
屋
垂
み
に
合
わ
せ
同

東
西
下
応
破
風
は
地
棟
木
尻
を
二
府
中
央
束
に
柄
差
し
込
栓
打
ち
と
し
、

せ
納
め
た
。

入
れ
一
枚
鉦
に
木
口
合
端
に
小
鎚
打
ち
に
密
め
た
。

に
て
突
付
弘
り
に
張
立
て
た
。

茅
負

寸
で
あ
っ

た
。

中
央
は
化
粧
梁

目
辿
柄
入
れ
に
て
新
材
に
て
取
替
え
た
。

木
尻
に
勾
配
に
の
せ
釘
打
と
し
た
。

り
迄
舟
屋
受
肘
木
を
小
屋
束
に
柄
差
し
、

様
に
木
造
し
、
裏
甲
は
破
風
板
上
二
本
樅
布
裏
甲
と
し
て
取
付
、
茅
負
は
唐
破
風
同
断
に
取

二
重
小
屋
は
一
直
小
屋
と
同
断
。
東
西
軒
唐
破
風
、
化
粧
棟
木
尻
は
三
階
中
央
側

柱
へ
柄
差
し
込
栓
打
ち
、
菖
蒲
桁
は
三
階
土
豪
に
掛
け
側
柱
に
ボ
ー
ル
ト
締
め
と
し
出
桁
に

渡
脚
に
架
し
破
風
板
に
柄
差
し
楔
締
め
と
し
た
。
破
風
板
拝
み
は
目
地
入
れ
、
棟
木
を
平
柄

に
差
込
み
釘
打
ち
、
茨
種
は
一
重
同
断
に
納
め
た
。
母
屋
は
三
通
入
れ
、

母
屋
尻
は
平
野
地

に
仕
合
せ
、
鼻
は
切
裏
甲
に
架
け
野
種
脳
天
打
に
て
屋
垂
を
造
り
裏
甲
は
母
屋
に
合
わ
せ
上

端
菱
形
に
木
造
り
板
張
り
と
し
形
を
整
え
た
。
切
裏
甲
は
一
重
同
断
と
し
、
裏
甲
合
端
及
瓦

三
重
小
屋
は
化
粧
屋
根
裏
と
し
南
北
に
二
通
り
大
梁
架
渡
し
、
通
柱
二
本
に
て
中

央
を
受
け
東
西
に
は
三
本
樅
掛
梁
を
渡
し
椴
手
錬
戦
と
し
、
側
柱
上
出
梁
造
り
出
し
肘
木
に

て
各
梁
を
受
け
、
太
柄
立
て
鎚
打
ち
と
し
て
い
る
。
東
西
は
側
柱
賃
よ
り
九
寸
入
り
掛
梁
上

大
梁
架
け
こ
れ
よ
り
妻
束
を
立
ち
上
げ
、

且
上
端
を
椎
掛
と
し
て
い
る
。
大
梁
上
棟
通
り
束

は
貫
二
通
り
通
し
上
楔
締
め
、
南
北
は
一
通
り
差
通
し
下
楔
締
め
と
し
、
棟
木
よ
り
下
二
通

以
下
軒
迄
二
通
り
舟
屋
入
り
、

樅
手
錬
樅
と
し

た
。
母
屋
受
肘
木
尻
は
破
風
板
に
平
柄
差
し
楔
締
め
と
し
、
破
風
板
拝
み
は
目
地
入
れ
、
肘

化
粧
小
屋
束
は
大
面
取
り
と
し
、
四
天
柱
上
束
に
地
椎
掛
を
渡
腿
に
打
ち
隅
習
と
し
地
隅

木
尻
は
同
束
に
柄
差
し
込
栓
打
ち
と
し
棟
よ
り
三
の
母
屋
に

て
隅
木
尻
を
抑
え
た
。

小
屋
束
と
地
椎
の
合
す
る
箇
所
は
小
屋
束
に
大
入
れ
、
そ
他
は
脳
天
釘
打
と
し
た
。

妻
側
野
匪
掛
は
妻
束
に
脚
鋏
ぎ
に
打
ち
母
屋
二
通
り
入
れ
茅
負
に
て
野
種
を
窟
め
た
。

軒
廻
り
構
造
は
一
囮
に
同
斯
で
あ
る
が
軒
反
り
は
二
璽
九
寸
三
分
、
三
璽
九
寸
六
分
に
納

め
た
。
東
破
風
板
は
後
補
材
に
て
、
納
り
不
良
の
上
、
布
裏
甲
は
厚
板
の
三
枚
重
ね
で
あ
っ

た
の
で
西
面
の
破
風
に
倣
い
眉
鋏
り
、
肘
木
尻
の
納
り
を
合
わ
せ
、
布
裏
甲
二
本
椴
、
樅
手

三
重

棧
共
小
鎚
打
ち
に
留
め
た
。

二
重

付
け
た
。
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大
棟
は
従
来
通
り
棟
束
立
て
中
央
に
貫
差
通
し
上
楔
締
め
と
し
野
棟
木
を
置
ぎ
、
雨
端
は

あ
っ
た
の

で
一
、
二
重
野
椎
寸
法
に
合
せ

三
重
小
屋
は
後
補
材
多
く
母
屋
は
肘
木
よ
り
幅
が
狭
く
、
野
椎
は
芯
持
ち
二
寸
五
分
角
で

二

寸

二
寸
五
分

で
あ
っ
た

の
で
こ
れ
等
は
す
べ
て
鼻
反
り
に
造
り
取
替
え
た
。
小
屋
束
は
松
材
で
か
な
り
虫

害
を
受
け
寸
法
も
不
同
で
あ
っ
た
の
で
資
料
と
な
っ
た
も
の
の
み
を
残
し
他
は
新
材
に
て
補

化
粧
野
地
板
は
後
補
杉
並
材
で
あ
っ
た
の
で
檜
良
材
に
替
え
、
傍
突
付
、
板
幅
略
揃
え
張

り
立
て
た
。

建
物
部
材
は
殆
ど
松
材
の
上
、
白
蟻
の
被
害
を
受
け
腐
朽
甚
だ
し
く
大
部
分
新
材
に
取
替

え
に
c

軸
組
側
土
蛋
、
樅
手
錬
樅
隅
々
小
根
柄
差
し
楔
打
ち
、
下
端
石
垣
に
馴
染
合
せ
、

石

垣
上
端
勾
陀
に
合
わ
せ
桁
行
土
憂
は
南
よ
り
二
間
目
柱
傾
よ
り
南
隅
に
向
い
一
寸
二
分
上
り

側
柱
は
上
下
柄
付
、
通
貫
を
差
通
し
、
丸
桁
は
小
返
削
り
、
出
桁
及
妻
梁
は
桁
賃
よ
り
勾

陀
に
取
り
椴
手
壷
持
椴
隅
々
相
鋏
、
月
見
櫓
取
付
ぎ
は
月
見
櫓
側
柱
間
に
柱
建
て
柄
差
し
込

床
は
梁
行
各
柱
通
り
に
大
引
建
込
み
柄
差
し
楔
締
め
中
央
に
一
箇
所
礎
石
据
え
束
立
て
、

小
根
太
梁
間
に
十
二
本
配
置
、
樅
手
突
付
に
脳
天
打
ち
と
し
床
板
厚
六
分
突
付
張
り
釘
打
に

取
付
け
た
。

床
材
は
腐
朽
甚
だ
し
く
殆
ど
す
べ
て
を
新
材
に
取
替
え
た
。

小
屋
組
、

棟
通
り
は
大
梁
二
本
錬
撒
ぎ
柄
立
て
と
し
南
端
は
妻
梁
り
に
渡
脚
に
架
け
、
樅

手
部
は
束
西
の
角
梁
に
架
け
、
北
端
は
東
西
の
繋
梁
上
に
の
せ
、
棟
束
立
て
、
他
は
棟
通
り

大
梁
に
掛
梁
を
架
し
錬
低
と
し
小
屋
束
建
て
と
し
た
。
母
屋
は
追
掛
樅
ぎ
、

小
返
り
に
木
造

な
し
小
屋
束
柄
を
差
通
し
、
小
屋
束
通
貫
は
棟
通
り
に
一
通
り
上
楔
、
梁
間
に
一
通
り
下
楔

締
に
差
通
し
た
。
化
粧
野
地
板
は
全
部
を
取
替
え
突
付
張
と
し
た
。

栓
打
ち
に
施
工
し
た
。

勾
配
と
し
他
は
水
平
に
据
付
け
た
。

渡

櫓

内
法
材
等
の
見
え
隠
れ
の
釘
は
和
釘
を
作
製
し
使
用
し
た
。

績

櫓

裏
板
は
約
半
分
を
張
り
替
え
た
。

っ
た
。

巾成

長
束
を
棟
木
よ
り
立
て
鰊
股
部
に
差
通
し
鰊
を
納
め
た
。

と
し
、
地
種
は
丸
味
多
い
直
材

入
れ
釘
打
ち
、
雨
端
は
破
風
板
尻
へ
鋏
込
み
釘
打
と
し
た
。

妻
飾
り

化
粧
種
は
杉
小
丸
太
、
太
鼓
落
し
直
材
を
用
い
、
出
桁
腕
木
は
内
部
掛
梁
下
肘
木
と
し
、

匪
鼻
に
廣
小
舞
目
地
入
れ
釘
打
ち
廣
小
舞
上
、
前
面
合
せ
に
隅
壻
付
瓦
棧
を
取
付
け
隅
木
上

留
と
し
た
。
隅
木
は
隅
木
尻
を
母
屋
に
掛
け
、
妻
種
は
種
尻
に
上
端
水
平
の
押
え
一
通
り
入

れ
種
掛
、
丸
桁
に
架
渡
し
た
。

み
は
月
見
櫓
仕
様
に
同
断
、
母
屋
鼻
は
破
風
板
に
平
柄
楔
締
め
、
前
包
は
小
屋
束
に
小
飼
物

北
面
月
見
櫓
接
績
面
に
五
級
階
段
を
設
け
、
踏
板
は
登
桁
に
平
柄
、
楔
締
め
、
裏
板
突
付

目
地
張
り
、
登
桁
上
部
は
月
見
櫓
入
口
竪
桓
に
釘
打
と
し
た
。
登
桁
は
西
側
足
元
を
修
理
、

窓
廻
り
は
在
来
の
も
の
を
繕
い
直
し
取
付
け
、
銃
眼
は
、
塗
籠
に
残
さ
れ
て
い
た
枠
に
倣

い
新
規
に
作
製
叉
は
修
理
を
施
し
取
付
け
た
。
東
面
入
口
内
法
材
は
磨
滅
甚
だ
し
く
使
用
に

耐
え
な
か
っ
た
の
で
新
材
に
取
替
え
、

ル
ト
締
め
、

柱
に
釘
打
に
と
め
、
叉
軒
出
が
少
い
為
石
落
に
雨
水
が
常
時
壁
に
掛
る
為
恨
設
的
に
現
目
板

張
り
と
し
た
雨
覆
を
作
り
金
物
に
て
釣
り
下
し
た
。

軸
部
、
床
組
、
小
屋
組
、
北
側
妻
構
造
は
す
べ
て
績
櫓
に
同
断
で
あ
る
が
、
南
寄
り
の
三

間
は
生
駒
氏
築
城
に
よ
る
栂
手
門
の
上
部
櫓
北
端
三
間
を
そ
の
ま
ま
再
用
し
た
も
の
で
あ

り
、
こ
の
部
分
の
土
豪
に
の
み
醤
門
の
冠
木
上
に
架
し
た
男
梁
の
上
に
建
つ
構
造
と
な
り
柱

寸
法
、
通
貫
位
置
、
内
部
壁
仕
舞
、
妻
形
式
が
異
つ
て
い
る
の
で
、
今
回
は
そ
の
儘
踏
襲
し

紐
立
て
た
。

破
風
板
及
懸
魚
は
芭
材
を
使
用
出
来
た
が
他
は
全
部
新
材
に
改
め
、
破
風
板
拝

石
落
は
現
朕
麦
更
に
よ
り
新
設
し
釣
柱
は
柱
に
ボ
ー

土
豪
は
羽
古
板
ボ
ー
ル
ト
を
用
い
堅
固
に
組
た
て
、
内
部
壁
見
切
に
は
楯
入
れ

柱
は
他
の
柱
寸
法
が
五
寸
、
栢
手
門
部
分
が
四
寸
三
分
で
あ
り
一
部
繕
い
の
他
大
部
分
使

用
出
来
た
。
西
側
冠
木
、
東
側
土
憂
は
腐
朽
甚
し
く
取
替
を
要
し
、
北
男
梁
は
奮
門
の
側
面
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張
り
に
張
立
て
た
。

建
物
柱
根
は
白
蟻
被
害
甚
だ
し
く
北
鏡
柱
は
柱
内
空
洞
と
な
り
取
替
、
他
の
柱
は
す
べ
て

柱
は
礎
石
に
角
柄
立
て
、
冠
木
お
よ
び
梁
に
は
太
柄
入
れ
、
梁
行
に
は
控
柱
に
貫
を
上
下

二
通
り
差
し
上
楔
締
め
と
し
た
。
楯
は
柱
に
建
込
み
大
入
れ
箱
目
地
と
し
、
蹴
放
は
大
入
れ

蟻
落
、
正
而
柱
間
土

I

掌
予
も
同
断
、
壁
板
は
犀
一
寸
七
分
に
て
柱
へ
溝
彫
り
差
込
み
、
板
傍
賓

矧
に
入
れ
、
脇
柱
石
垣
間
板
は
厚
二
寸
六
分
竪
板
に
嵌
め
込
ん
だ
。

男
梁
は
冠
木
に
渡
脚
に
入
れ
正
面
丸
桁
に
平
柄
差
し
楔
締
め
、
脊
而
丸
桁
に
は
渡
胞
に
架

け
渡
し
、

男
梁
間
、
冠
木
上
に
は
厚
一
寸
八
分
横
板
入
れ
、
丸
桁
間
小
天
井
は
厚
一
寸
三
分

棟
束
は
男
梁
上
に
立
ち
上
下
柄
差
し
、
中
央
一
通
り
貫
入
れ
上
楔
締
、
地
稲
は
棟
木
に
大

入
れ
釘
打
、

丸
桁
は
上
端
小
返
に
削
り
、
種
は
反
り
無
く
直
材
、
化
粧
裏
板
は
羽
重
ね
横
板

板
傍
質
矧
に
張
り
立
て
た
。

根
椴
を
施
し
た
。

水

手

御

門

小
屋
組
は
北
妻
と
異
つ
て
い
た
が
従
来
通
り
に
組
立
て
た
。

し
た
。

側
柱
の
建

つ
た
柱
痕
が
残
さ
れ
て
い
た
が
上
部
腐
朽
の
為
矧
木
を
な
し
従
来
通
り
柱
柄
穴
を

作
っ
た
上
再
用
し
た
。

南
妻
飾
は
表
面
漆
喰
塗
に
な
っ
て
い
た
が
黒
漆
塗
狐
格
子
が
残
さ
れ
て
い
た
の
で
現
状
髪

佑
材
は
表
面
風
飾
甚
だ
し
く
使
用
に
耐
え
な
か
っ
た
の
で
す
べ
て
新
材
に
取
替
え
た
が
破

風
板
は
杞
材
に
倣
い
眉
歓
り
を
施
し
、
竪
子
二
三
本
、
三
寸
二
分
間
隔
、
横
棧
三
寸
一
分
間

隔
と
し
竪
子
に
鋏
き
込
み
、
上
部
は
破
風
板
に
釘
打
ち
、
下
部
は
前
包
前
面
に
和
釘
打
ち
に

取
付
け
た
。

前
包
は
上
端
雨
切
勾
陀
を
つ
け
内
側
立
ち
上
げ
と
し
裏
坂
は
突
付
け
、
格
子
に

釘
打
ち
に
張
り
立
て
た
。
六
葉
及
鰭
は
亡
失
し
て
い
た
が
六
葉
は
懸
魚
に
残
る
痕
跡
よ
り
、

鯖
は
北
妻
に
倣
い
作
製
し
、
布
裏
甲
は
曲
り
に
合
わ
せ
一
本
に
て
木
迎
し
全
部
に
漆
塗
を
施

更
を
行
い
復
奮
し
た
。

茅
負
．
．
廣
小
舞
は
直
材
、
瓦
棧
は
三
分
内
に
入
れ
、
瓦
繰
り
に
仕
合
せ
釘
打
ち
と
し
た
。

野
棟
木
は
径
五
寸
丸
太
を
上
端
小
返
し
に
削
り
、
軒
先
迄
の
中
間
に
丸
太
造
り
土
居
桁
を

置
き
、
屋
垂
に
合
せ
野
桶
打
ち
、
野
地
板
は
化
粧
裏
板
同
断
に
張
り
立
て
た
。

柱
根
虫
害
を
除
く
他
、
建
物
全
骸
に
保
存
状
態
は
比
較
的
良
好
で
あ
り
、
地
稲
二
本
を
取

杯
え
、
裏
板
を
補
う
程
度
で
あ
っ
た
。

扉
は
後
年
に
修
理
さ
れ
て
い
た
が
常
初
材
は
仕
口
腐
朽
し
大
部
分
使
用
に
耐
え
ず
、
横
棧

三
本
を
使
用
出
来
た
の
み
で
あ
っ
た
。
横
棧
は
二
枚
柄
差
し
割
楔
締
め
、
中
央
に
閂
金
具
取

付
け
用
竪
棧
を
上
下
柄
入
れ
に
建
込
ん
で
い
た
。
脊
面
に
取
付
け
て
あ
っ
た
筋
違
は
近
年
の

修
理
の
も
の
で
あ
る
が
今
同
も
補
強
上
か
ら
従
前
の
位
置
へ
施
工

し
た。

表
面
扉
板
は
破
損
の
為
使
用
出
来
ず
、
す
べ
て
取
替
え
、
竪
、
横
桓
に
板
犀
鋏
ぎ
込
み
釘

月
見
櫓
の
在
来
柿
板
は
棋
材
1
1
手
割
品
（
疇
―
-
[
エ

□

厚
一
分
）
が
一
階
南
面
及
西

南
隅
の
一
部
に
残
さ
れ
て
い
た
の
で
こ
れ
に
な
ら
っ
て
、
新
に
木
曾
産
椛
赤
身
乾
燥
材
の
手

隋
品
（
麟
―
-
＿寸
訊
肛
一
分
）
を
使
用
全
部
葺
替
え
た
。

葺
方
、
葺
足
二
寸
、
軒
先
二
枚
璽
ね
、
下
地
不
陸
は
馴
染
よ
く
飼
板
を
し
、
二
葺
足
毎
に

長
一
寸
二
分
の
竹
釘
を
七
、

八
分
間
隔
に
二
通
り
打
ち
と
し
、
出
隅
、
入
隅
及
唐
破
風
野
地

等
は
板
措
え
、
平
葺
は
柱
賃
迄
葺
詰
め
、
必
要
に
應
じ
切
板
に
し
、
棟
仕
舞
は
棟
折
り
二
枚

重
ね
に
殺
掛
け
葺
上
げ
た
。
土
&
E
棧
は
槍
材
詞

i
[

寸
三
麟
の
も
の
要
所
大
釘
打
ち
と
し

茸
上
後
ペ
ン
タ
ク
ロ
ロ
フ
エ
ノ

ー
ル
5
彩
水
溶
液
を
二
回
塗
布
し
た
。

月
見
櫓
瓦
は
昭
和
八
年
修
理
の
際
網
て
取
替
え
ら
れ
、
他
の
建
物
は
古

瓦
を
使
用
し
て
い
た
が
す
べ
て
燒
成
濫
皮
低
く
且
、
形
状
寸
法
の
異
っ
た
も
の
が
多
く
破
損

凍
傷
の
も
の
も
相
賞
敷
あ
り
、
月
見
櫓
に
於
て
約
七
割
、
組
櫓
、
渡
櫓
、
水
手
御
門
に
於
て

も
約
六
割
程
度
を
新
に
補
足
し
た
。
補
足
瓦
は
す
べ
て
品
質
、
技
法
と
も
に
優
秀
な
奈
良
瓦

屋
根
瓦
及
瓦
葺

土
居
葺

三、

屋

根

工

事

打
ち
と
し
た
。
閂
は
三
寸
角
に
て
新
材
に
取
替
え
た
。
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は
鼠
漆
喰
詰
と
し
安
定
よ
く
据
付
け
た
。

上
げ
銅
釘
止
め
と
し
、
破
風
軒
付
手
前
迄
敷
込
ん
だ
。

を
使
用
し
新
瓦
の
形
状
叉
は
唐
草
、

巴
模
様
は
古
瓦
中
常
時
代
の
も
の
を
充
分
研
究
し
て
形

式
採
戸
の
上
作
成
し
箕
甲
掛
瓦
及
二
の
平
瓦
は
袖
付
の
特
殊
形
に
作
り
、
谷
巴
は
在
来
の
形

に
倣
い
補
足
し
た
。
渡
櫓
、
紹
櫓
の
鬼
面
の
葵
紋
の
破
損
、
磨
滅
部
分
は
新
に
紋
章
の
み
造

新
規
作
成
の
瓦
は
良
質
の
粘
土
を
充
分
練
り
返
し
た
も
の
を
使
用
し
、
空
隙
な
ぎ
様
丁
寧

に
成
形
し
雨
面
磨
ぎ
表
面
艶
消
し
仕
上
と
し
各
瓦
共
修
理
年
を
刻
印
し
、
燒
成
罹
度
は
摘
氏

千
度
以
上
燒
き
狂
い
な
く
吸
水
李
一
割
内
外
で
耐
寒
試
瞼
に
合
格
し
た
も
の
と
し
た
。
屋
根

土
は
粘
土
に
簗
窃
を
適
常
に
混
入
し
充
分
練
り
返
し
の
上
使
用
し
、
丸
瓦
、
棟
横
み
葺
土
に

マ
ニ
ラ
窃
一
七

0
匁
、
砂
一
、
五
斗
）
を
使
用
、
敷
平
瓦

下
端
椴
目
及
鰊
下
端
、
隅
棟
葺
詰
め
等
の
箇
所
に
は
鼠
漆
喰
を
用
い
た
。

在
来
古
瓦
は
再
度
綿
密
に
一
々
選
別
し
、
再
用
可
能
の
も
の
は
描
除
の
上
使
用
し
た
。

瓦
留
め
は
十
六
番
、
十
八
番
銅
線
、
鬼
瓦
及
鰊
は
八
番
銅
線
を
用
い
た
。

咋
方
、
軒
先
唐
草
瓦
は
敷
平
瓦
を
敷
込
み
鼻
出
し
三
寸
、
一
枚
毎
に
銅
線
繋
ぎ
と
し
、
平
瓦

葺
足
月
見
櫓
の
み
四
寸
そ
の
他
三
寸
五
分
と
し
、
軒
先
部
は
五
枚
毎
そ
の
他
十
枚
目
毎
に
銅

線
繋
ぎ
し
て
葺
土
平
均

一
寸
五
分
に
二
通
り
敷
込
み
、
縄
重
み
に
葺
上
げ
丸
瓦
伏
は
南
螢
漆

喰
秋
に
伏
葺
ぎ
、
軒
巴
瓦
は
各
瓦
鉦
に
十
六
番
銅
線
に
て
繋
結
の
上
鐵
製
瓦
釘
m137
め
と
し
、

丸
瓦
は
巴
瓦
よ
り
一
本
目
、

そ
の
他
三
本
目
毎
に
十
八
番
銅
線
に
て
繋
結
し
た
。

谷
葺
は
谷
幅
八
寸
乃
至
九
寸
、
雨
端
橡
木
を
取
付
け
銅
板
定
尺
〇
、
四
粍
も
の
雨
耳
立
ち

月
見
櫓
大
棟
は
葵
紋
付
差
巴
、
輪
違
、
艇
斗
瓦
を
使
用
し
績
櫓
、
渡
櫓
大
棟
は
炭
斗
瓦
、

丸
瓦
、
雁
振
瓦
に
て
棟
飾
り
築
き
、
大
棟
鬼
は
野
棟
木
よ
り
八
番
線
四
本
に
て
繋
ぎ
安
定
よ

く
所
定
の
位
置

へ
据
付
け
、
大
棟
雁
振
瓦
は
野
棟
木
上
端
に
八
番
銅
線
を
通
し
雨
端
を
鰊
芯

に
朝
ぎ
之
よ
り
十
八
番
銅
線
を
出
し
各
瓦
緑
繋
ぎ
と
め
た
。

大
棟
鰊
は
檜
材
三
寸
五
分
角
材
の
鰊
受
束
に
鰊
股
部
に
差
込
み
、
大
棟
と
の
取
合
せ
箇
所

は
南
螢
漆
喰

（調
合
白
灰
一
俵
、

り
、
十
八
番
銅
線
に
て
繋
ぎ
と
め
、
鼠
漆
喰
に
て
間
隙
を
詰
め
固
定
し
た
。

な
い
縄
を
購
入
し
使
用
し
た
。

小
舞
下
地

四、

壁

工

事

小
舞
掻
き
、

壁
小
舞
は
従
来
の
施
工
方
法
に
基
ぎ
内
部
員

降
椋
及
隅
棟
は
穂
畏
斗
積
、
反
り
増
し
部
分
に
は
造
具
物
入
れ
と
し
、
積
方
に
際
し
て
は

南
壼
漆
喰
を
使
用
し
、
畏
斗
瓦
は
左
右
馬
乗
り
に
十
八
番
銅
線
繋
ぎ
、
雁
振
瓦
は
一
本
毎
に

繋
ぎ
止
め
、
降
鬼
は
八
番
銅
線
に
て
三
本
、
隅
鬼
同
二
本
に
隅
木
脊
の
金
物
へ
控
取
り
に
安

定
よ
く
所
定
の
位
握
へ
据
付
け
形
式
在
来
通
り
に
積
上
げ
た
。

面
戸
瓦
は
十
八
番
銅
線
に
て
雨
面
引
付
け
繋
ぎ
と
し
鳥
会
は
十
六
番
銅
線
に
て
玉
口
及
胴

ヘ
ニ
箇
所
禦
ぎ
止
め
た
。

従
来
の
漆
喰
に
よ
る
瓦
緑
取
り
及
合
端
盛
付
け
は
雨
仕
舞
の
結
果
を
考
え
取
止
め
た
。

月
見
櫓
は
外
部
間
渡
材
は
侃
竹
径
一
寸
六
分
、
小
舞
竹
は
径
一
寸
三
分
内
外
の

丸
物
と
し
、
内
部
間
渡
材
は
径
一
寸
三
分
、
小
舞
竹
は
女
竹
径
八
分
丸
物
と
し
、

い
ず
れ
も

秋
季
伐
採
の
良
質
材
と
し
、
小
舞
縄
は
稲
の
収
穫
を
見
は
か
ら
い
餅
筵
の
良
質
品
を
以
て
手

辟
』
、
外
部
大
壁
仕
上
げ
と
し
、
履
壁
間
渡
竹
は
縦
一
尺
二
寸
、
横
五
尺
五
寸
間
に
間
渡
穴
ヘ

深
く
差
込
み
、
間
柱
面
は
常
り
鋏
ぎ
釘
打
ち
付
と
し
、
そ
の
中
間
に
女
竹
横
に
六
本
、
縦
一

間
に
十
五
通
入
れ
、
小
舞
縄
は
径
三
分
に
て
各
間
渡
毎
に
掻
き
つ
け
た
。

外
部
大
壁
小
舞
、
前
記
竹
を
以
て
間
渡
竹
は
各
間
毎
縦
二
尺
四
寸
、
横
二
尺
五
寸
間
に
間

渡
竹
片
方
深
く
差
し
込
み
、
他
方
外
方
よ
り
下
し
掘
り
に
掛
け
渡
し
取
付
け
縦
横
九
本
に
前

記
竹
を
陀
し
柱
及
間
柱
常
り
釘
留
と
し
、
小
舞
縄
径
五
分
の
前
記
同
断
の
良
質
品
に
て
垂
縄

長
一
尺
二
寸
を
夫
々
結
付
け
取
付
け
た
。

木
部
に
は
四
竹
径
二
寸
六
、

七
分
も
の
四
ッ
割
り
と
し
径
三
分
小
舞
縄
を
以
て
縄
巻
ぎ
な

し
、
三
、
四
分
間
隔
に
釘
留
め
と
し
軒
下
端
の
大
壁
は
前
記
同
断
の
も
の
を
種
下
端
よ
り
釘

打
ち
し
且
一
本
毎
に
種
に
縄
を
廻
し
取
付
け
た
。
出
桁
内
の
小
天
井
は
出
桁
及
内
桁
側
面
に

了

ニ―
‘
ー
の
角
物
を
打
ち
こ
の
上
に
賃
竹
径
一
寸
内
外
の
丸
竹
に
縄
巻
き
に
せ
る
も
の
横
並

一

五
寸

べ
に
釘
&f:
め
と
し
、
唐
破
風
及
千
鳥
破
風
の
軒
裏
に
は
前
記
同
断
の
竹
を
椎
の
上
叉
は
下
端
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具
灰
一

俵
、
板
洞
苔
二
五

0
匁、

漆
喰
下
塗
調
合

外
部

漆

喰

材

料

マ
ニ
ラ
窃
二
五

0
匁
、
川
砂
八
升
、
厚
一
分
。

目
油
、

斑
直
し
、
大
直
し
、
及
中
塗
り
。
荒
壁
と
同
質
壁
土
に
て
呼
翠
初
二
寸
切
り
八
割
、

一
寸
切
り
二
割
の
割
合
に
て
一
立
坪
常
り
七
十
貫
を
混
入
し
た
も
の
に
て
手
打
隈
の
乾
燥
の

後

H
沿、

斑
直
を
行
い
、
大
直
し
は
粘
土
を
節
漉
し
て
灰
雑
物
を
除
ぎ
古
土
五
割
、
新
土
二

割
の
土
に

一
立
坪
嘗
り
藁
窃
八
十
貫
、
川
砂

0
、
三
立
坪
の
割
合
に
て
練
り
合
し
た
も
の
に

て
寸
法
、

型
板
等
に
合
わ
せ
総
立
て
、
中
塗
は
塗
厚
三
分
と
し
柱
散
際
を
揃
へ
不
陸
、
斑
等

な
き
様
銘
上
げ
た
。
調
合
粘
土
は
一

坪
常
り
古
土
一
、
六
斗
、
新
土
〇
ヽ

j

ハ斗、

揉
窃

一
八
〇
匁
と
し
た
。

漆
喰
中
塗
調
合

具
灰
一

俵、

板
悔
苔
二
五

0
匁
、
油
窃
三
五
0
匁
、
川
砂
六
升
、
油
一
合
、
厚
一
分
。

と
内
部
箕
壁
と
の
中
間
は
従
来
通
り
約
二
寸
五
分
の
空
隙
を
作
っ
た

C

き
と
し
椎
上
に
は
竹
一
通
り
敷
並
べ
釘
打
ち
と
し
た
。

に
釘
打
4

小
舞
掻
ぎ
は
月
見
櫓
に
同
断
と
し
た
。
内
部
は
外
部
と
同
様
に
問
渡
竹
入
れ
、
小

舞
掻
き
は
女
竹
に

て
月
見
櫓
同
断
に
て
取
付
け
た
。
軒
廻
り
小
天
井
は
出
桁
受
腕
木
の
小
舞

穴
に
差
込
み
途
中
約
二
尺
間
隔
の
釣
木
を
設
け
、
小
舞
竹
を
捐
み
付
け
桶
及
閥
小
舞
は
縄
巻

辟
2

土
は
粘
土
質
の
灰
雑
物
な
き
良
質
の
も
の
に
従
来
の
躾
土
を
約
六
割
程
度
を
混
入
し
、

硲
5

切
粘
土
一
立
坪
常
り
六
十
貫
の
割
に
混
入
し
、
長
さ
約
二
寸
と
し
情
水
を
加
え
敷
阿
切
直

し
、
充
分
に
土
殺
し
を
行
っ
た
も
の
を
使
用
し
た
。

荒
壁
士
附
は
前
記
壁
土
を
以
て
ま
ず
外
部
大
隈
の
小
舞
掻
き
に
手
塗
り
厚
二
寸
五
分
内
外

を
前
記
垂
縄
を
放
射
状
に
塗
込
み
、
充
分
乾
燥
し
た
後
、
裏
返
し
と
し
て
厚
一
寸
五
分
内
外

に
銭
塗
り
を
行
っ

た
後
、
内
部
飼
壁
の
小
舞
掻
ぎ
を
な
し
荒
壁
土
附
を
行
っ
た
。
外
部
大
墜

八
斗
、
川
砂
一
、

紹
櫓
及
渡
櫓
小
舞
下
地
間
渡
竹
は
各
柱
共
縦
一
尺
――
―
寸
間
隔
に
柱
雨
面
五
分
鉄
ぎ
込
み

に
簾
組
み
に
種
と
共
に
縄
捐
み
に
釘
打
と
し
た
。

五
、
建

具

工

事

漆
喰
上
塗
仕
上
調
合

貝
灰
一
俵
、
板
海
苔
二
五

0
匁
、
侃
苧
窃
二

0
0匁
、
油
一
＿
一
合
、
厚
一
分
。

貝
灰
一
俵
、
板
悔
苔
二
五

0
匁
、
油
窃
三
五

0
匁
、
川
砂
八
升
、
厚
二
分
。

漆
喰
上
塗
仕
上
調
合

貝
灰
一
俵
、
板
海
苔
二
五

0
匁
、
晒
窃
（
白
雪
）
二

0
0匁
、
厚
一
分
。

は
大
豆
白
絞
油
の
上
等
品
を
用
い
奨
苧
窃
は
栃
木
縣
産
の
野
州
麻
を
原
料
と
し
木
槌
に
て
柔

軟
に
な
る
程
度
叩
き
た
る
後
、
長
さ
八
分
内
外
に
切
断
し
捌
き
機
械
に
か
け
精
選
、
乾
燥
し

た
も
の
を
製
造
さ
せ
使
用
し
た
。

塗
方
は
前
記
調
合
材
を
練
舟
で
鍬
押
、
切
返
し
充
分
練
返
し
た
も
の
を
用
い
、
地
斑
、
錢

斑
な
く
柱
散
際
を
揃
え
入
念
に
仕
上
げ
た
。

破
風
板
、
懸
魚
等
本
部
分
は
前
記
野
州
麻
に
て
一二
寸
の
髭
子
打
ち
と
し
漆
喰
下
地
塗
よ
り

外
部
漆
喰
と
同
様
調
合
に
て
曲
線
は
型
板
に
合
わ
せ
、
給
様
の
特
徴
等
は
充
分
間
査
の
上
塗

建
具
は
板
厄
四
分
に
て
、
髭
子
打
ち
が
困
難
な
為
厚
一
分
の
手
割
り
楳
材
柿
板
を
巾
一
寸
内

外
に
割
り
野
州
麻
巻
き
を
釘
打
ち
と
し
前
記
同
様
に
塗
上
げ
た
。

叉
月
見
櫓
軒
裏
に
は
径
二
分
の
粽
椙
縄
を
長
八
寸
に
垂
げ
大
直
し
の
際
に
放
射
状
に
総
り
込

ん
だ
、

上
下
長
押
散
際
に
も
同
様
に
施
工
し
た
。

外
部
上
塗
り
乾
燥
後
軒
付
、
破
風
、
窓
、
大
壁
等
直
接
雨
水
の
か
か
る
櫂
れ
の
あ
る
箇
所

に
は
撥
水
剤
と
し
て
東
芝
製
シ
リ
コ
ー
ン

Ts908
を
一

kg常
り
二
坪
の
割
合
に
塗
付
け
た
。

新
補
材
は
木
曾
檜
、
乾
燥
材
を
使
用
し
た
。
形
状
寸
法
及
仕
ロ
エ
作
等
は
在
来
の
建
具
に

上
げ
た
。

貝
灰
は
香
川
縣
大
川
郡
志
度
産
（
一
俵
三
、
五
貫
入
）
。

板
洵
苔
は
、
朝
鮮
産
銀
杏
雌
、
油

漆
喰
下
塗
調
合
（
散
伏
共
調
合
同
斯
）

内

部

漆

喰

材

料
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ぎ
、
捨
上
塗
、

上
塗
黒
漆
塗
仕
上
げ
と
し
た
。

入
谷
に
は

0
、
四
粍
銅
板
に
て
在
来
通
り
雨
終
い
よ
く
取
付
け
た
。

付
け
た
。

倣
い
、
大
ぎ
さ
は
内
法
寸
法
に
よ
り
現
寸
賞
測
の
上
製
作
し
た
。
組
立
て
は
接
着
糊
入
れ
、

楔
締
め
、

戸
板
の
矧
目
は
入
口
引
戸
に
於
て
は

H
板
鋏
入
れ
、
窓
戸
板
は
吼
打
張
り
、
外
部

漆
喰
止
は
竪
、
横
桓
を
刀
匁
作
り
出
し
と
し
各
戸
の
戸
車
及
心
棒
は
樫
製
の
も
の
を
仕
込
み

建
込
ん
だ
。

月
見
櫓
各
階
窓
土
戸
は
夫
々
あ
ふ
り
止
め
打
ち
内
部
へ
引
付
締
と
し
、
水
手
御

門
扉
は
在
来
軸
金
具
に
倣
い
新
規
作
製
の
上
釣
込
み
、
閂
に
よ
る
戸
締
り
と
し
た
。

建
具
は
一

旦
全
部
解
腟
し
良
質
檜
材
を
以
て
取
替
材
及
補
修
材
と
し
、
破
損
個
所
を
繕
い

新
規
収
替
材
に
は
見
え
陪
れ
に
昭
和
三
十
年
修
補
の
烙
印
を
押
し
、
化
粧
材
に
は
網
て
古

材
に
調
和
よ
ぎ
様
古
色
塗
を
施
し
た
。
構
造
材
及
屋
根
地
に
は
。
ヘ
ン
タ
ク
ロ
ロ
フ
エ
ノ
ー
ル

5
彩
水
溶
液
を
一＿
一
同
塗
り
と
し
、
叉
各
建
物
に
リ
ウ
コ
テ
ル
メ
ス
屈
ヤ
マ
ト
白
蟻
が
襲
生
し

解
盟
し
た
結
果
に
於
て
も
甚
大
な
る
被
害
を
受
け
て
い
る
の
で
前
記
の
施
工
と
共
に
土
豪
及

柱
下
の
見
え
憾
れ
の
部
分
に
コ
ニ
テ
ー
ル
剛
を
柱
は
四
方
よ
り
土
憂
は
三
尺
間
隔
の
一
穴
に

約
五
瓦
を
注
入
し
土
蓋
下
に
は
一
坪
嘗
り

0
、
-
―
―
五
託
を
散
布
し
白
蟻
の
謳
除
並
に
豫
防
を

各
櫓
及
水
手
御
門
の
戸
締
は
海
老
錠
取
付
と
し
月
見
櫓
石
落
揚
板
及
取
手
は
土
豪
に
残
る

痕
跡
と
岡
山
城
月
見
櫓
の
も
の
を
参
考
と
し
、
水
手
御
門
飾
金
具
及
閂
金
具
は
全
部
失
わ
れ

て
い
た
の

で
も
と
城
内
に
あ
っ
た
櫻
御
門
及
丸
雀
城
太
鼓
櫓
等
を
参
考
と
し
て
作
成
の
上
取

月
見
櫓
下
長
押
上
端
に
は
保
存
上

0
、
三
粍
銅
板
に
は
覆
い
ペ
イ
ン

ト
塗
付
と
し
、
屋
根

渡
櫓
南
破
風
妻
飾
り
及
各
櫓
懸
魚
取
付
六
葉
（
葵
紋
）
は
復
原
資
料
に
よ
り
黒
漆
塗
と
し

た
施
工
は
素
地
調
整
の
上
素
地
固
め
、
同
磨
き
、

な
し
た
。

:
‘
、
佳

ー

ノ

汝

木

工

事

直
し
前
記
に
準
じ
夫
々
取
付
け
た
。

上
二
回
摺
込
み
同
磨
き
、
中
塗
、
中
塗
研

し
た
。

七

、

仮

設

工

事

母
屋
径
一
寸
五
分
以
上
、

杉
板
打
付
け
防
腐
剛
益
と
し
て
施
工
し
た
。

素
屋
根
解
罷
後
水
手
御
門
前
地
盤
が
低
く
雨
水
が
集
ま
り
水
手
御
門
柱
根
腐
朽
の
原
因
と

な
っ
て
い
た
の
で
北
側
道
路
に
向
い
道
路
を
整
え
、
道
路
内
石
垣
迄
の
間
の
土
を
約
二
尺
堀

取
り
、
道
路
際
に
は
二
段
の
石
積
み
と
し
叉
道
路
下
に
は
水
手
御
門
下
よ
り
北
側
縣
道
際
排

水
溝
迄
底
部
の
高
差
五
寸
に
暗
渠
と
し
櫓
刷
園
の
排
水
を
良
好
に
し
た
。
暗
渠
は
巾
一
尺
、

深
一
尺
四
寸
と
し
栗
石
敷
並
べ
目
潰
砂
利
置
き
大
蛸
に
て
充
分
掲
固
め
の
上
調
合
一
、
二
、

四
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
以
て
厚
三
寸
に
打
ち
上
げ
蓋
は
調
合
同
断
と
し
径
三
分
の
鐵
筋
を
配
し

適
路
面
に
合
わ
せ
埋
戻
し
た
。

叉
北
側
縣
道
際
の
従
来
の
木
柵
は
腐
朽
破
損
し
た
の
で
新
に
出
入
ロ
一
箇
所
を
設
け
柱
一

間
毎
に
杉
三
、
五
寸
角
、
貫
三
本
貫
通
し
土
豪
下
コ
ン
ク
リ
ー
ト
礎
石
と
し
柱
間
環
穴
斑
団
の

修
理
工
事
着
工
と
共
に
左
記
恨
設
物
を
建
設
し
、

一
、
素
屋
根

工
事
終
了
後
こ
れ
を
撤
去
し
夫
々
賣
却

（
月
見
櫓
桁
行
、
梁
間
共
一

三

間

、

棟

高

七

十

二

尺

一

棟

)

渡
櫓
桁
行
―
二
、
五
間
、
梁
間
五
、
三
間
、
棟
高
三
十
六
尺
一
棟

（
足
代
棧
橋
付
）

雨
切
妻
造
屋
根
亜
鉛
鍍
鐵
板
葺
。
建
地
杉
丸
太
目
通
り
六
寸
以
上
、
員
々
七
尺
五
寸
内
外

に
根
入
、
二
尺
五
寸
以
上
掘
立
と
し
、
布
丸
太
末
口
径
二
寸
以
上
飛
付
地
上
六
尺
五
寸
、
そ

の
他
五
尺
内
外
に
配
置
し
、
各
部
取
合
せ
、

八
番
鐵
線
を
以
て
捐
付
け
、
小
屋
合
掌
組
は
建

地
毎
と
し
合
掌
は
末
径
二
寸
五
分
以
上
、
方
杖
、
挟
束
は
、
末
径
二
寸
以
上
、
各
要
所
に
は

釘
、
ボ
ー
ル
ト
、
鐵
線
に
て
堅
固
に
組
立
て
、
外
方
よ
り
腹
起
し
控
丸
太
は
末
口
径
二
寸
以

上
の
丸
太
を
合
掌
毎
に
建
地
、
布
丸
太
、
合
掌
等
に
鐵
線
を
以
て
締
付
、
四
隅
末
口
径
二
寸

五
分
以
上
煽
梁
を
架
渡
し
要
所
鎚
止
め
の
上
鐵
線
捐
み
と
し
た
。

桁
及
棟
木
、
末
径
二
寸
五
分
以
上
、

タ
ン
丸
座
付
釘
打
ち
と
し
尚
押
緑
打
止
め
と
し
た
。

二
尺
八
寸
間
隔
に
架
渡

し
、
合
掌
苺
に
鐵
線
捐
み
と
し
、
屋
根
亜
鉛
鍍
波
形
鐵
板
―
―
―
十
一
番
を
二
山
重
ね
と
し
、

卜
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桁
行
六
間
、
梁
間
二
間
、
建
坪
十
二
坪
、

母
屋
及
小
屋
東
、
杉
二
寸
五
分
角
、

四

、

事

務

所

限
は
前
記
同
断
と
し
た
。

而
切
妻
作
り
屋
根
亜
鉛
鍍
波
形
鐵
板
葺
、
桁
行
六
間
、
梁
間
四
間
、

稲
、
野
地
板
打
、
屋
根
亜
鉛
鍍
平
鐵
板
（
三
十
一
番
）
葺
と
し
た
。

一
棟

:
_
、
保
存

小

屋

他
地
杉
丸
太
、
末
径
二
寸
五
分
、
根
入
一
尺
五
寸
、
建
地
六
尺
間
に
堀
立
と
し
、
陸
梁
、

合
掌
末
口
径
二
寸
五
分
、
贋
束
、
方
杖
、
振
止
、
筋
違
等
末
口
径
二
寸
と
し
、
何
れ
も
要
所

釘
打
の
上
、

母
屋
末
口
径
二
寸
五
分
三
尺
間
内
外
に
架
渡
し
、
合
掌
待
に
釘
打
、
小
猿
止
、

周
園
三
方
胴
緑

一
尺
五
寸
間
毎
に
釘
打
止
、
地
上
よ
り
六
尺
通
り
板
園
い
と
す
る
。

建
地
杉
丸
太
堀
立
、
小
屋
組
構
法
は
前
記
工
作
小
屋
同
断
と
し
母
屋
は
二
尺
八
寸
間
隔
に

鐵
線
捐
み
波
型
鐵
板
（
三
十
一
面
）
葺
、
二
山
園
ね
、

ト
タ
ン
圃
座
金
付
釘
打
ち
と
し
、
周

猜
礎
自
然
石、

一
棟
゜

五

寸
ー一

分

土
蛋
、
柱
杉
三
寸
角
、
桁
^
-

閃
犀

□

八
間
内
外
に
架
渡
し
、
野
種
一
寸
五
分
角
、
一
尺
五
寸
内
外
に
母
屋
餅
に
釘
打
、
野

雨
切
哀
造
、

屋
根
亜
鉛
鍍
平
板
葺
、
桁
行
十
二
間
、
梁
間
四
間

一
棟

金
一

じ、

三
八
三
、
0
0
0圃

一
、
牧
入
の
部

四
寸
ま

木
戸
門
、
門
柱
杉
丸
太
末
口
径
四
寸
、
長
二
間
、
根
入
二
尺
五
寸
堀
立
と
し
冠
木

二
寸
し

柱
に
釘
打
ち
に
施
工
し
た
。

門
扉
は
桓
ぞ
~い
柄
差
通
に
組
立
て
、
筋
違弓
い
を
切
込
み
、
木
間
返
し
斜
に
板
張
り
と
し
、

壺
金
物
に
て
釣
込
み
雨
開
と
し
、
閂
を
設
け
錠
を
取
付
け
た
。

け
た
。

第

四

節

工

線
（
二
十
番
）
を
以
て
布
竹
に
捐
み
つ
け
、

六

、

竹

天

末

高
六
尺

二

、

エ

作

小

屋

に
櫨
を
設
け
緑
石
を
置
い
た
。

事

費

向
ia

〉爪

周
園
外
面
足
場
丸
太
以
上
は
簑
賎
園
い
と
し
、
押
緑
、
釘
打
と
す
る
。
足
代
根
太
受
丸
太

末
餅
二
寸
五
分
以
上
、
素
屋
根
建
地
鉦
に
方
杖
取
付
、
根
太
二
尺
五
寸
内
外
に
配
置
十
番
鐵

線
に
て
結
び
付
け
、
歩
み
板
長
二
間
、
幅
五
寸
五
分
上、

厚
正
一
寸
を
敷
並
べ
要
所
根
太
に

登
り
桁
末
口
径
三
寸
以
上
と
し
並
列
建
地
間
に
鐵
線
捐
み
、
小
猿
止
め
、
勾

陀
四
寸
内
外
に
取
付
け
、
根
太
末
径
二
寸
以
上、

二
尺
内
外
間
隔
に
置
渡
し
、
大
釘
止
め
の

上
鐵
線
掠
み
と
し
、
歩
み
板
は
道
幅
五
尺
通
り
敷
並
べ
要
所
釘
打
止
め
と
し
、

登
り
一
尺
間

翫
に
江
り
止
め
を
釘
打
止
め
と
し
た
。
月
見
櫓
屋
根
は
三
階
足
場
控
丸
尻
を
利
用
し
、
出
六

尺
に
小
屋
根
を
設
け
、
足
代
は
石
垣
上
端
共
四
段
に
施
工

し
各
階
に
登
棧
橋
を
設
け
た
。

五
、
職
工
休
憩
所

雨
切
宴
造
、
屋
根
亜
鉛
鍍
波
型
鐵
板
葺
。
桁
行
一
、
五
間
、
梁
間
二
間
、
建
坪
三
坪
、

建
地
杉
丸
太
末
口
径
三
寸
内
外
、
根
入
一
尺
五
寸
堀
立
、
桁
、
梁
共
末
口
径
二
寸
五
分
。

母
屋
を
入
れ
ず
勾
配
四
寸
に
波
型
鐵
板
（
三
十
一
番
）
を
張
り
、
周
園
、
荒
壁
塗
、
出
入
口

一
ヶ
所
片
開
ぎ
扉
付
、
窓
ニ
ケ
所
、
戸
釣
込
と
し
、
内
部
周
園
に
杭
打
ち
腰
掛
設
置
、
中
央

延
長
八
十
四
間

柱
は
杉
丸
太
末
口
径
二
寸
、
六
尺
間
に
根
入
二
尺
堀
立
、
布
竹
三
通
り
元
末
椴
合
せ
、
柱

待
に
釘
打
ち
止
め
と
し
、

菱
目
竹
長
六
尺
、
三
寸
竹
を
六
寸
間
に
菱
組
に
組
み
。
亜
鉛
鍍
鐵

一
本
早
犀
き
に
控
柱
を
取
設
け
出
入
ロ
ニ
ケ
所
設

登
り
棧
橋

釘
打
止
め
と
し
た

施
し
、
間
界
腰
高
障
子
、
押
入
襖
建
、
便
所
附
。
各
室
に
電
燈
を
附
し
た
。

額

一
棟

地
貫
、
杉
三
‘I
『
ゲ`

木
間
返
し
打
と
し
、
屋
根
四
寸
五
分
勾
配
、
屋
根
亜
鉛
鍍
鐵
板
（
三
十

五

分

一
番
）
葺
、
間
仕
切
及
周
園
板
壁
、
事
務
室
及
押
入
、
便
所
は
板
張
り
。
入
口
土
間
コ
ン
ク

リ
ー
ト
叩
ぎ
宿
直
室
腔
敷
、
天
井
全
髄
ベ
ニ
ヤ
板
張
り
、
出
入
口
各
窓
硝
子
戸
建
、
戸
締
を
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金

金 金
五
六
六
、
三
四
五
圃

金

ニ
四
、

0
八
〇
圃

三
四
七
、
一

七
二
圃

金

六
0
、
八
三
〇
圃

金
一
、
五
二
四
、
一
五
九
園

二
之
丸
績
櫓
工
事
費

金
五
五
八
、
八
一
三
圃

金

六
九
、
ニ
ニ

0
圃

金
一
、
八
一

0
、
八
九
〇
圃

金
一
、
七
九

0
、
九
二
五
圃

金
三
、
五
三
一
、
六
四
六
圃

金 金

ニ
四
七
、
五
五
五
園

二
二
三
、
八
六
〇
園

三
、
六
四
六
、

0
0
0園

羹
三
、

0
0
0
雙
琴
彗

金
一
、
九
九
二
、
九
八
七
圃

金
八
、
二
三
二
、
八
一
九
圃

網
二
之
丸
月
見
櫓
工
事
費

共
屋 木 基 解 雑 建 壁 屋 木 基 解

通

仮

内

金
一
四
、
四
五
五
、

七
ニ
ハ
圃

材

料

及

工

料

費

内

三屯
百

金
一

七
、
三
八
三
、

0
0
0園

一一、

支

出

の

部

雑

金 金

一
、
四

0
0、
0
0
0圃

金
―
-
、
七
七
四
、

0
0
0圃

内

三叩
呼

工

根 工 礎 證 工 具 工 根 工 礎 腟 収
設

費
,'l 

,＇J T-
喪 費 費 費 喪 費 喪 r

,
’
J
 

烈― 費 費 費 入

高

松

市

負

掠

金

縣

喪

補

助

金

罰

府

補

助

金

金
一
、
三
二
九
、
三
五
六
園

金
二
、
九
二
七
、
二
八
四
圃

/~ 
；、に

金 金 金 金 金 金 金 金 金 金 金

八
八
、
八
二
〇
園

三
七
、
一
四

0
圏

七
二
四
、
ニ
―
七
園

五
五
九
、
九
四
九
圃

一
三
七
、
八
八
五
圃

五
七
一
、

0
ニ
―
圃

九
、
九

0
0圃

一
八
四
、
四
九
七
圃

―
二
五
、

0
八
四
園

一
九
四
、
三
八
〇
園

金
一
、
五
九
七
、
九
二
八
圃

五
七
、
一
六

0
圃

金
五
八
六
、
七
一
九
圃

金
二
、一

三
四
、
七
三
〇
園

六
四
、
四
二
〇
圃

金
四
六
一
、
三
―
二
圃

ヒ‘
4

1

/

 

通

事

務

喪

ヒ‘Jノ

通

人

件

費

共
通
人
件
及
事
務
費

佳力木

エ

屋

根

木

エ

基

礎

解

腟

費 費 費 費 喪

二
之
丸
水
手
御
門
工
事
費

伯力木 辛ヒ届
ニ

屋 木 基 解
二
之
丸
渡
櫓
工
事
喪

雑 レ・・枠4

工 工 根 工 礎 整 工 工

喪 費 費 費 費 費 費 費
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同絞同渡 同月

櫓 晶 名
櫓

豪 憂 豪
石 石 石 稲
垣 垣 垣

東南 東南 東南 個

璽西 讐西 喜西
所

央隅 央隅 央隅

00 00 00 沈下、、 、、
―‘． ° ‘尺-0 ．↑ 寸

＾ 四六 七九 法~ 
↑ 

南西 南西 南西 個

讐北 盟北 息北
所

央隅 央隅 央隅

00 00 00 沈下、、 、、 '\'J~ 
. . ， 寸

＾ 
. . 

〇九 〇八 ／＼ 法

西東 西東 西東 個

讐北
側北 讐北中 所

央隅 央隅 央隅

00 00 00 沈下、、 、、
三‘〇‘尺-0 寸

四八 四〇 八九 法

北東 北東 北東 個
側 側 瓢叶1南 中南

所
央隅 央隅 央隅

00 00 00 沈下、、 、、
↑ 四ニバ 寸
ー• 三匹l 法ノ‘

石
垣
各
隅
の
沈
下
及
中
央
部
の
降
下
表

沈
下
状
態
は
左
表
の
通
り
で
あ
る
。

月
見
櫓
豪
石
垣

は
わ
ず
か

の
沈
下
を
生
じ
た
狂
い
の
程
度
で
あ
っ
た
が
北
面
中
央
部
は
相
常
の
牛
出
し
が
見

ら
れ
、
稜
替
え
を
要
す
る
状
態
で
あ
っ
た
。

月
見
櫓
入
口
前
外
豪
石
垣
及
石
階
段
は
近
年
新
し
蓉
手
法
に
て
積
替
え
ら
れ
て
い
た
が
狂

紹
櫓
蛋
石
垣

渡
櫓
豪
石
垣

月
見
櫓
の
南
面
西
寄
と
東
面
北
寄
部
は
原
形
を
保
ち
北
面
中
央
部
以
外

外
部
石
垣
は
若
干
の
狂
い
は
あ
っ
た
が
積
替
の
必
要
は
認
め
な
か
っ
た
。

外
部
石
垣
は
績
櫓
石
垣
と
同
斯
で
あ
っ
た
が
南
側
上
端
一

部
の
崩
落
右
が

あ
り
秩
重
ね
を
要
す
る
状
態
で
あ
っ
た
。

月
見
櫓
函
の
西
北
隅
、
及
渡
櫓
の
東
南
隅
、
紹
櫓
の
東
南
隅
を
各
々
零
と
す
る
と
各
面
の

い
を
生
じ
積
替
を
要
す
る
状
態
で
あ
っ
た
。

．
 
ヽ

石

垣

第
一
節
修
理
前
の
破
損
調
査

第
三
章

調

在

事

項

月見櫓憂石 垣上ば沈下朕態 賞測圏

-- • ... 北 惧'）
.rr 

j - . --- - . 3丘

琴叶ヨZ、4-+-~→—ふ→玉→—尽 ム ~ """, 叫北奇怪違

束 叫

三:3-~ヨ2← A→→二、→→→4-+-:33.~」菱
~~~-=~~

 日'2、0尺

争

叩肴造J渇襲

こ」 州，

~ - - --- ----―ーヨ27- ----. 

3.5--t---3 2 .4 • 人、一＿―~~t~ーム、 • A • A I ム□―=---.:___ ____ --------, ー~

今 ー担．三ー：〗竺し碕恥線
;1. 棟J

t ヲ.9-+-ヨ;?~ニニ入― 竺し←ん→→2←ョ,;;;,~ ~ 疇

鴫鳥

19 



績

櫓

豪

石

垣

渡

櫓

壼

垣
稲

一

個

月
見
櫓
蛋
石

垣

東

南西レ
~
 

．
 

ー
東南西東南

同 同 同 同 同 同 名 I
五
度
振
れ
て
い
る
。

る。

側 I側 I側 1 側 1 側 1 側 1 側 1側 1 側 I所

西東 I 南北 1北南 1 西東；南北 西東北南西東 1 南北 I 方

部部部部部部 1部部部部部部部部 ！部部 1 部部 I位

I I I I I I法
QQ Q只 QIQ、0、 Q IQQ QQ QQ、1QQR!勾00 00 I-
七六 I七七 I I 

--01 ニニニニニーーニ
ー五二九 五七六五七五八五

1 五 1 五 ． 五五
陀

石

垣

法

勾

配

表

中

央

0
、
一
六

中

央

0
、
0
八

中

央

0
、
0
七

中

央
中

央
中

央

0
、
四

0

中

央

中

央
中

央

月
見
櫓
憂
石
垣
積
の
形
式
お
よ
び
補
足
石
。
月
見
櫓
憂
の
石
垣
上
端
の
平
面
角
度
は
直
角

で
あ
り
。
引
通
し
線
に
於
て
中
央
部
が
内
部
へ
の
闘
曲
は
な
か
っ
た
。
石
稼
の
形
式
は
矩
形

の
割
石
と
自
然
石
の
表
面
を
多
少
婆
で
平
に
直
し
た
も
の
と
で
巧
み
に
積
ま
れ
隅
々
は
長
短

交
互
の
胤
積
で
角
を
上
げ
て
積
ん
で
い
る
。
法
勾
配
は
極
め
て
少
な
く
、
左
表
の
通
り
で
あ

渡
櫓
及
績
櫓
の
石
積
の
形
式
は
月
見
櫓
と
同
断
で
あ
る
が
雨
者
の
石
垣
は
完
全
に
別
個
に

築
か
れ
て
お
り
雨
者
の
繋
り
は
な
く
綬
栴
は
月
見
櫓
に
矩
手
で
な
く
南
北
開
々
は
東
へ
二
、

0
、
0
三

0
、
三
五

〇
‘
―
ニ

0
、
0
三

上
ば
闘
曲
寸
法

ー＼、）
 0

、一―

月
見
櫓

軸
部
の
破
損
間
査
主
要
構
造
材
は
殆
ん
ど
栂
、

，
 
＇ 

ヽ

軸

部

松
材
で
、

月
見
櫓
は
四
天
柱
、

0
、
0
ニ丸

太

以
上
の
如
く
法
勾
陀
は
各
面
共
異
な
っ
て
い
た
が
、
大
臆
月
見
櫓
は
一
三
、
八
度
、
績
櫓

は
五
、
五
度
、
渡
櫓
は
四
、
二
度
位
の
勾
配
で
内
方
に
梢
門
曲
し
て
い
た
。
渡
櫓
石
垣
は
芭
洵

手
門
の
北
寄
の
石
垣
を
そ
の
ま
ま
利
用
し
北
方
に
向
か
つ
て
二
八
尺
五
寸
五
分
延
長
渡
櫓
石

垣
に
改
め
て
い
る
、
各
憂
石
垣
裏
込
み
は
床
下
全
部
に
渡
つ
て
六
寸
内
外
の
玉
石
を
以
て
施

補
足
石
材
の
調
査
お
よ
び
決
定
。
今
回
の
修
理
に
常
り
学
出
し
部
の
積
替
は
薔
石
が
決
損

し
て
居
な
か
っ
た
為
補
足
の
必
要
が
な
く
虞
々
合
端
石
が
抜
け
落
ち
穴
部
を
露
出
し
て
い
た

の
で
附
近
の
似
か
よ
っ
た
石
を
以
て
補
修
に
使
用
し
た
。
石
垣
使
用
石
は
縣
内
庵
治
産
、
渡

櫓
階
段
石
は
岡
山
縣
直
島
産
の
も
の
と
思
わ
れ
直
島
産
石
は
軟
質
で
あ
っ
た
が
、
今
回
補
足

石
も
同
質
の
も
の
を
使
用
し
た
。

石
垣
の
沈
下
お
よ
び
学
出
の
原
因
調
査
。
根
石
は
洞
中
よ
り
圃
接
積
上
げ
て
を
り
明
治
三

十
四
年
こ
の
周
園
を
約
十
五
尺
の
高
位
に
埋
立
な
し
現
状
に
於
て
下
部
の
調
査
は
困
難
で
あ

る
が
全
般
に
渡
つ
て
狂
い
、
沈
下
少
な
く
北
部
が
一
部
学
出
し
と
な
っ
た
の
は
裏
込
み
が
函

稼
全
部
に
渡
つ
て
玉
石
と
な
っ
て
い
る
の
で
地
震
等
に
よ
る
も
の
と
推
測
さ
れ
た
。

梁
、
間
柱
、
三
重
、
小
屋
の
一
部
に
松
が
使
用
さ
れ
、
紹
櫓
、
渡
櫓
は
雑
作
材
及
建
具
以
外

は
す
べ
て
松
材
、
水
手
御
門
は
建
具
、
小
屋
材
の
一
部
を
除
い
て
す
べ
て
松
材
を
用
い
て
い

た
が
、
材
料
の
多
く
は
粗
悪
材
で
、
仕
上
げ
は
水
手
御
門
以
外
は
蛤
祈
仕
上
げ
で
あ
っ
た
。

同 同

月
見
櫓
全
髄
は
破
損
腐
朽
甚
し
く
、
下
階
ほ
ど
そ
の
李
が
大
き
く
柱
根
元
は
昭

さ
れ
て
い
る
。

’
北

部

0
、
0
八
五

南

部

0
、
O
九

西

側

.

,＇凰

ヒ

東

部

0
、
0
七

西

部

0
、
七
五

j

側

中

央
中

央

〇

｀

〇

九
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な
お
建
物
の
今
皿
符
琥
番
付
は
左
凶
の
ご
と
く
で
あ
る
。

に
東
南
面
に
向
い
傾
斜
し
て
い
た
。

各
階
高
調
査
決
定
寸
法

建
物
の
階
高
調
査

に
な
ら
し
め
て
来
た
事
が
わ
か
る
。

各
階
の
床

石
垣
の
沈
下
に
伴
い
建
物
の
不
同
沈
下
に
よ
る
床
部
の
不
陸
は
後
年
敷
度
施

和
八
年
の
修
理
に
際
し
各
階
共
約
七
割
が
切
去
ら
れ
長
五
寸
か
ら
一
尺
五
寸
の
飼
物
に
依
つ

て
支
へ
ら
れ
て
を
り
不
安
な
状
態
で
あ
っ
た
。
建
物
は
高
さ
全
長
に
於
て
は
あ
ま
り
傾
斜
し

て
い
な
か
っ

た
が
、
上
階
の
荷
重
に
依
る
匪
損
と
破
損
腐
朽
の
た
め
到
壊
寸
前
の
状
態
に
あ

り
各
階
共
筋
違
補
強
に
依
り
か
ろ
う
じ
て
現
在
迄
保
存
さ
れ
て
来
て
い
た
為
再
用
可
能
材
は

比
較
的
少
な
か
っ
た
。
各
所
に
部
分
的
修
理
が
施
さ
れ
た
為
に
部
材
全
骸
の
繋
結
力
を
弱

め
、
そ
の
他
各
階
を
通
じ
結
構
材
の
仕
口
、
樅
手
や
直
ね
部
の
離
脱
等
も
あ
り
、
柱
は
各
階

と
も
に
不
同
沈
下
や
移
動
が
見
ら
れ
、
各
部
材
は
木
狂
や
歴
縮
等
各
所
各
様
の
歪
み
狂
い
を

生
じ
て
お
り

一
層
東
面
は
全
般
に
大
和
白
蟻
が
棲
息
し
日
を
追
つ
て
こ
れ
等
の
状
態
は
増
大

し
つ
つ
あ
る
現
状
で
あ
っ
た
。

さ
れ
た
る
修
理
に
一
階
、
二
階
は
根
太
上
げ
が
行
わ
れ
各
階
共
床
板
、
小
根
太
は
す
べ
て
取

替
ら
れ
て
い
た
。
尚
内
部
は
土
足
の
儘
登
上
さ
せ
て
い
た
こ
と
が
、
破
損
と
磨
滅
を
一
朋
大

各
階
の
階
高
は
上
階
の
荷
重
に
依
り
部
材
の
黙
減
破
担
腐
朽
ま
た
は

床
上
げ
等
の
為
各
階
共
高
低
差
が
あ
っ
た
が
、
中
央
部
四
本
の
柱
が
三
層
迄
の
通
し
柱
で
あ

り
、
中
央
部
の
穂
高
に
於
て
は
狂
い
な
く
、
通
柱
を
基
準
と
し
て
各
階
を
厳
密
に
間
在
の
結

果
各
階
高
は
左
圏
の
通
り
で
あ
っ
た
。

建
物
の
頷
斜
及
び
床
面
の
沈
下
状
態

1
0
尺
一
〇

水
手
御
門
礎
石
よ
り
＿
渡
櫓
石
垣
上
端
よ
り
一
平
均
地
表
よ
り
月
見
月
見
櫓
石
垣
上
端
よ

渡
櫓
石
垣
上

端

迄

月

見

櫓

石

垣

上

端

迄

櫓

石

垣

卜

端

迄

り

一

階

床

上

端

迄

八
尺
七
三

一

四

尺

バ

ニ

ー

一

三

尺
七

o
I

―
尺

0
0

一
階
上
端
よ
り
一
＿
層
二
階
床
上
端
よ
り
三
一
二
階
床
上
端
よ
り
出
―
―
ー
階
上
端
よ
り
棟
木

床
上
端
迄

一

階

床

上

端

迄

一

桁

口

誓

一

1誓

-
i―-
R
I
:
-

ー

]
-
R
I
:
〗
―
―
八
尺
四
六

月
見
櫓
は
石
垣
の
沈
下
に
伴
い
左
表
の
如
く
全
臆
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月見櫓各階柱の餌斜寸法表（輩位寸）

こ番付一階

＾ 

階 一階
~ 

階
一

階-

＾ 

． 

＾ 

盈I寸 法 嘉I寸 法 盈I寸法 盃I寸 法 盈I寸 法

ろ 2 西 1.05 ほ 2 西 0.90 

南 2.15 南 1.25 

ろ 3 東 0.50 ほ 3 東 0.40 

南 2.30 北 0.80 

ろ 4 東 0.10 ほ 4 
東 0.35 

南 2.82 南 0.50 

ろ 5 西 0.75 ほ 10 
東 3.10 

南 3.05 北 0.50 

ろ 6 
東 0.80 ほ 11 

西 0.63 

南 1.72 北 0.75 

ろ 8 東 0.70 ほ 12 東 2.30 

南 1.30 南 0.45 

ろ ， 東 0.75 ほ 13 東 1.10 

南 1.25 北 0.25 
” 

ろ 10 ゜ ヘ 2 
南 1.40 

ろ 11 西 0.90 ヘ 3 
東 0.50 

゜
-=I― 0.20 閑

ろ 12 東 2.10 ヘ 4 
東 0.22 

゜
西 0.85 

南 0.85 南 1.15 北 0.15 南 0.35 

は 2 西 1.00 ヘ 6 東 0.60 

゜
東 0.70 

南 1.15 南 1.45 北 0.40 南 0.55 

は 3 西 0.10 ヘ 8 
東 0.67 東 0.60 西 1.25 

北 0.12 南 1.10 北 0.45 北 0.80 

はま 4 西 0.80 ヘ 10 東 0.46 東 0.30 東 2.30 

゜
南 0.61 北 0.05 北 0.60 

は 5 西 1.05 ヘ 11 ゜北 0.55 ｀北 1.02 

は 6 
東 0.15 ヘ 12 東 1.90 

南 0.60 南 1.15 

は 8 西 0.65 
と 4 

西 0.70 

北 1.20 南 0.35 

は ， 西 0.80 と 10 
東 2.10 

北 0.85 北 0.80 

は 10 ち 2 

はま 11 西 0.70 
ち 3 

東 1.10 ．． 

北 0.27 北 0.10 

はま 12 西 1.50 ち 4 西 0.50 東 0.64 西 0.50 

北 0.15 南 1.40 北 0.05 南 0.10 

に 2 西 0.90 ち 6 東 0.80 東 0.20 東 0.95 

南 1.25 南 0.95 南 0.05 北 0.40 

に 3 東 0.40 
ち 8 東 0.62 東 0.45 西 0.45 

北 0.80 • 北 0.20 南 0.65 

゜に 4 東 1.90 西 0.40 東 0.45 
ち 10 東 0.15 西 0.10 東 2.00 

南 1.50 南 0.20 南 1.05 南 0.20 北 0.30 北 1.35 

に 5 
東 1.25 

ち 11 東 2.35 東 0.20 
， 南 0.45 北 0.60 

゜に 6 東 0.65 西 0.80 東 1.10 
ち 12 

南 1.60 南 0.65 南 0.35 

に 7 
東 1.65 

り 2 西 2.05 

南 0.10 南 0.90 

に 8 東 0.90 西 0.40 東 2.05 
り 3 東 0.60 

ち三｛西 0.63
ー閑1― 1.55 南 0.55 南 0.30 南 0.55 北 0.15

に
， 東 1.00 

り 11 東 0.25 
ち九｛東 1.50

北 1.20 北 0.15 北 1.20

に 10 東 0.75 西 1.00 東 1.70 
り 12 東 2.25 

南 0.45 南 0.37 北 0.80 南 0.60 

に 11 西 0.10 り 13 東 0.90 
; 

南 0.30 南 0.50 ’ 

に 12 東 1.75 ぬ 2 西 2.17 

北 0.20 南 1.35 
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;:~ 番付 ―階

＇ 階 ' 階
; 

階＾ ． 
｀ 

--

盈I寸法 嘉I寸 法 盈I寸 法 盈I寸 法

ぬ 3 る 8 東 0.30 
北 0.35 

ぬ 4 西 1.50 東 0.58 西 0.70 
る ， 西 0.15 

南 0.45 北 0.10 南 0.60 北 0.35 

ぬ 5 西 0.45 
る 10 西 0.40 

北 0.70 北 0.55 

ぬ 6 西 0.75 東 0.35 西 0.30 
る 11 

北 0.55 北 0.40 北 1.20 

ぬ 7 東 0.25 
る 12 

北 0.20 

ぬ 8 西 0.90 西 0.10 東 0.90 
を 2 西 2.00 

南 0.35 南 0.20 北 0.65 南 0.20 

ぬ ， 東 0.50 
を 3 西 0.65 

北 0.90 南 0.55 

ぬ 10 東 0.35 西 0.23 東 0.60 
を 4 西 0.85 

南 0.50 南 1.50 北 0.90 北 0.95 

ぬ 11 西 0.10 
を 5 西 0.40 

南 0.10 北 1.20 

ぬ 12 を 6 

る 2 西 1.50 
を 8 南 1.10 

る 3 を ， 西 0.40 
北 1.00 

る 4 を 10 西 0.40 
北 0.30 

る 5 東 0.50 
を 11 北 0.50 

る 6 西 0.50 
を 12 北 0.20 

績 櫓平面番付

西

南

~~? r f↑ ·•r r・r 1 ,, .. 

'1一
6-

5-

＋ー ．

a-北

2.-

I- 渡 櫓平面番付

西

東

南

一
,-

↑ • ~r 4~1, ~t r↑'r f 11 "1¥ 

り—

6― ~-
+― 
3-北

2-

1-

東
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紹櫓 柱傾斜寸法表 （限位寸）

番 ~傾斜寸法 方 I寸 法
向 こ法 方

寸 法
向

番 付~傾斜寸法 方 I寸 法
向

し、 7 I 西北
0.20 
1.42 ヘ 1 東 0.10 

南 1.15 り 1 I開| 0.20 
1.35 

ろ 1 I 東 0.50 
南 0.30 ヘ 4 東 0.95 

北 1.65 ぬ 1 I塁I
0.70 
0.15 

ろ 7 I開 0.35 
1.35 ヘ 7 東 0.40 

北 2.05 ぬ 2 昌I
0.60 
0.75 

はま 1 I 東 0.78 
南 0.50 と 1 東 0.50 

北 0.10 ぬ 3 雷I
0.30 
0.20 

は 7 I開 0.25 
1.45 と 7 西 0.25 

北 1.35 ぬ 4 I胃I
0.67 
0.20 

に 7 I開 0.30 
1.40 ち 1 東 0.30 

南 1.05 ぬ 5 西 0.27 
北 0.55 

ほ 1 I東| 0.80 

゜
ち 7 西 0.20 

北 1.25 ぬ 6 西 0.15 
北 0.80 

ほ 7 I開l 0.35 
1.75 り 1 東 0.35 

北 0.20 ぬ 7 西 0.60 
北 0.15 

渡櫓柱傾斜寸法表 （鼠位寸）

傾斜寸法 方
寸 法番付 向

；法 方
寸 法

向
番~傾斜、寸法

方
寸 法

向

1 I 西北
1.60 し、
0.30 ほ 1 東 1.00 

北 0.65 ぬ 7 I 東北 0.30 
0.25 

2 I ゜
し、

北 0.15 ほ 4 東 1.00 
北 0.25 る 1 I開 0.25 

0.45 

3 I 北 ゜
し、

0.15 ほ 7 東 0.25 
南 1.45 る 7 I 南 ゜0.25 

東 2.07 ¥.,、 4 I 北 0.63 ヘ 1 東 0.10 
北 0.90 を 1 I開l 0.15 

0.07 

西 1.20 し、 5 I 北 0.90 ヘ 7 東 0.10 
南 1.60 を 7 I塁|0.32 

0.90 

6 I 北 ゜
し、

0.42 と 1 東 0.60 
北 1.35 わ 1 I 西 0.67 

゜西 0.20 し、 7 I 北 0.65 と 7 東 1.15 
南 0.50 わ 2 I冒 1.05 

0.15 

西 0.40 
ろ 1 

北 1.70 ち 1 東 1.20 
南 1.20 わ 3 I 西 0.75 

南 0.30 

ろ 7 ち 7 わ 4 I 西 1.00 
南 0.05 

1 東 0.35 
は

北 0.40 り 1 東 1.10 
南 1.60 わ s I開 0.38 

0.50 

は 7 り 7 わ 6 I塁 0.95 
0.25 

東 0.75 
に I 

北 1.05 ぬ 1 西 0.30 
北 0.10 わ 7 I 東北 0.20 

0.80 

7 I 南 ゜に 0.40 ぬ 4 東 0.95 
北 0.45 

各階の床面の沈下状態 各階の床面の沈下状態は石垣の沈下に伴い左表の通り各所不同沈下を束していた。

賓測は中央柱四本の柱中(~ぇ；~)を基準として高低を調査したものである。
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月兄櫓 階床面高低謁壺表
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月見櫓各階床而柱通り質測裔低表（「~-位寸）

-----1 : ーニ［口：こに口］— +へ＿ —+ーと＿— + ち三十□□［こ ＋ る —. ,~ ーをロ

四

0.3 

0.15 

゜五 10.05

~· 六 10.14

―

二

拾

拾

七

八

九

拾

階 ゜0.05 

0.1 

0.2 

0.3 

0.55 

0.65 

0.65 

1.0 

1.35 

1.25 

1.6 

1.15 

1.25 

1.55 

0.2 

゜

0.75 

0.2 

1.3 

1.7 

゜

0.8 

0.6 

0.05 

1.1 

2.1 

0.95 

1.9 

1.05 

0.9 

0.95 

1.1 

1.0 

1.5 

1.05 

1.2 

0.9 

1.35 

1.15 

1.1 

1.0 

0.8 

1.1 

1.1 

0.95 

0.7 

四

五

二 I六

七

階八

九

拾

拾一

0.3 

0.55 

0.5 

0.2 

0.15 

0.3 

0.4 

0.65 

0.45 

0.85 

0.9 

1.25 

1.1 

1.3 

1.15 

1.1 

1.5 

0.15 

゜

0.6 

0.1 

1.2 

1.6 

1.6 

1.825 

0.625 

0.45 

0,025 

0.1 

1.15 

1.9 

0.8 

1.7 

0.875 

0.8 

0.85 

1.0 

0.95 

1.4 

0.875 

0.95 

0.9 

0.95 

0.8 

0.75 

1.0 

1.05 

1.15 

四

五

．、プ．
 

三

七

八

九

拾

＇， 昔
r
¥
J
 

0.85 

1.025 

1.1 

1.1 

1.025 

1.15 

1.35 

0.55 

:0.05 

゜
゜

0.075 

1.25 I 1.15 

0.45 0.5 0.65 

0.075 

1.15 I 1.1 1,025 

0.725 

0.75 

0.75 

0.8 

0.95 

0.925 

0.85 

以上高低表中より各階の沈下最大なものを抜幸すると左記の通りである。

階 別 I柱符披番付 床面沈下寸法 最高床面より最低床面の寸差

寸 寸↑ 階 ち 12 2.10 2.30 
一

階 ち 11 1.90 2.05 
． 

↑ 

陪 に~ 10 1.35 1.40 
~ 

各階柱間についての調査

月見櫓は各材について餌墨が比較的よく残されていたので賓測の結果六尺四寸八分の決定を見た。叉一階か
ら三階迄柱箕々は同断であり柱間を六枝とし一枝は一尺八分であった。一階のみ側柱は内方に向い一寸五分傾
斜させている。

綾櫓 桁行は三尺間隔に柱間をとり、東面入口は二間分六尺とし、月見櫓迄の間を柱二本建て入口寄りを三
尺四寸、次を一尺四寸としており、枝割は二間の間を五枝にて割り一枝一尺二寸である。梁間は一間二尺七寸
割であった。

渡櫓は桁行の北より八間を一間三尺一寸五分とし二間の間を五枝にて割り一枝、一尺二寸五分とし、生駒氏
築城にかかる洞手門部分は北より第九間は二尺八寸、第十、十一間を二尺七寸五分、南端間を三尺に決定しこ
の四間を九枝とし一枝一尺二寸五分五厘強となしている。梁間は結櫓に同断である。
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各階柱間代測表
x印一階土寮慎々

附．位尺〇印一階柱根慎々
△印二階入側間

梁 間 1 一階床上 I 二〖砦床上 三階床上 決定寸法
番 付 1柱間 i柱 間 柱間

梁 間 一階床上 二階床上 三階床上
決定寸法

番 付 i柱間 柱間 柱間

ろ 2-ろ 4 
X 6.46 X 6.48 

6.64 

゜
6.63 

゜
を 2 ,._, を 4 

X 6.50 X 6.48 

゜
6.65 

゜
6.63 

ろ 4-ろ 5 6.49 6.48 を 4-を 5 6.47 6.48 

ろ 5 ,,._, ろ ， 6.48 6.48 を 5 ,__, を ， 6.49 6.48 

ろ 9- ろ 10 6.49 6.48 を 9-を 10 6.47 6.48 

ろ 10- ろ 12
X 6.48 X 6.48 

6.63 

゜
6.63 

゜
を 10,__, を 12

X 6.49 X 6.48 

゜
6.64 

゜
6.63 

ろの通合司.Ix 32.40 I -I 
X 32.40 
0 32.70 ロ 0 32.73 

をの通合計 1x32.42 I -I X 32.40 
32.70 0 32.72 

は 3 ,..._, はま 4 3.23 3.24 る 3-る 4 3.24 3.24 

は 4 ,..._, はま 6 6.49 6.48 る 4- る 6 6.48 6.48 

は 6-は 8 6.50 6.48 る 6 ,_る 8 6.48 6.48 

は 8 ,,__, はま 10 6.50 6.48 る 8-る 10 6.49 6.48 

は 10 ,_, はま 11 3.22 3.24 る 10- る 11 3.25 3.24 

は の通合計 I 25.94 I -I 25.92 る の通合計 I -I 25.94 1 -I 25.92 

に 2-に 3 } >< 6.53 
X 6.48 

゜
6.63 

に 3 ,_, に 4 0 6.61 △ 3.35 △ 3.24 

ぬ 2-ぬ 3} X 6.47 
X 6.48 

゜
6.63 

ぬ 3,.._, ぬ 4 0 6.63 b. 3.23 △ 3.24 

に 4-に 6 6.43 6.43 6.44 6.48 ぬ 4-ぬ 6 6.50 6.45 6.49 6.48 

に 6-に 8 6.48 6.47 6.49 6.48 ぬ 6 ,_ぬ 8 6.51 6.45 6.50 6.48 

に 8-に 10 6.47 6.44 6.48 6.48 ぬ 8,.._, ぬ 10 6.46 6.46 6.45 6.48 

に 10,_に 11} >< 6.50 D. 3.34 「3.24
X 6.48 

に 11-に 12 0 6.63 0 6.63 

ぬ 10~ぬ 111 X 6.47 △ 3.22 }△ 3.24 
X 6.48 

ぬ 11- ぬ 12 0 6.62 0 6.63 
I 

にの通合計 x32.41 I 
0 32.67 25.05 I 19.41 I ぬの通合計 Ix32.41 I 

0 32.72 25.81 I 19.44 I 
決定寸法Ix32.40 I 

0 32.70 2592 I 19.44 1 決 定寸法 Ix32.40 I 
0 32.70 25.92 I 19.44 I 

へ 2-へ 3} X 6.54 
X 6.48 

゜
6.63 

へ 3-へ 4 0 6.60 △ 3.13 △ 3.24 

ち 2 ,.._, ち 3 ~ ) X 6.51 
X 6.48 

゜
6.63 

ち 3 ,.._, ち 4 0 6.65 △ 3.23 △ 3.24 

へ 4-へ 6 6.44 6.50 6.50 6.48 ち 4 ,..._, ち 6 6.46 6.48 6.52 6.48 

へ 6,..._, へ 8 6.48 6.49 6.48 6.48 ち 6-ち 8 6.48 6.47 6.46 6.48 

ヘ 8-へ10 6.50 6.50 6.55 6.48 ち 8 ,_ち 10 6.45 6.46 6.50 6.48 

へ10,_へ 11} X 6.47 △ 3.20 }△ 3.24 
X 6.48 

へ11,,_へ 12 0 6.62 0 6.63 

ち 10..-ち 11} X 6.50 △ 3.25 }△ 3.24 
X 6.48 

ち 11,_ち 12 0 6.63 0 6.63 

の通合 計 Ix32.43 I 
ヘ 0 32.64 25.82 19.53 ちの通 合 計 1x32.40 I 

0 32.67 25.89 19.48 I 
決定 寸 法 Ix32.40 I 

0 32.70 25.92 I 19.44 I 決定 寸 法 x32.40 I 
0 32.70 

25.92 19.44 I 

出入口 庇 柱間 及石落 間 賓 測 表

番 付 I柱 間 1決定寸法 II・番 付 柱 間決定寸法 I番 付 I柱 間 1決定寸法

ほ 1,.._, り 1 6.47 6.48 ほ 1 ,.._, ほ 2 2.40 2.39 を g,_わ 9 2.41 2.39 

わ 5-わ 9 6.48 6.48 り 1-り 2 2.39 2.39 ほ 12,_ほ 13 2.40 2.39 

ほ 13,_と 13 3.25 
｝ 

を 5-わ 5 2.39 2.41 り 12,__, り 13 2.39 2.39 

と 13- り 13 3.26 
6.48 
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各階柱間賓測調査表(~~-位尺）
I - ---

桁
た→

一隋床ト- 二階床ヒ 三階床ヒ1r 
決定寸法番 付 柱間 柱間 柱間

桁 行 一階床 I: 二陛床上 三階床上
決定寸法番 付 柱間 柱間 柱間

ろ 2-に 2 
X 6.51 X 6.48 

゜
6.62 

゜
6.63 ろ 12,.._, に 12 X 6.49 X 6.48 

゜
6.65 

゜
6.63 

にこ 2 ,_, ほ 2 6.47 6.48 に 12- ほ 12 6.40 6.48 

ほ 2-り 2 6.47 6.48 ほ 12-り 12 6.52 6.48 

り 2-ぬ 2 6.52 6.48 り 12,_. ぬ 12 6.45 6.48 

ぬ 2,_, を 2 6.48 6.48 

゜
6.62 

゜
6.63 ぬ 12,_を 12 6.49 6.48 

゜
6.62 

゜
6.63 

2 の 通合計
X 32.45 X 32.40 
0 32.70 0 32.70 12の 通 合 計 X 32.35 X 32.40 

0 32.64 0 32.70 
I 

はま 3-に 3 3.25 3.24 は 11,_に 11 3.27 3.24 

Vこ 3-へ 3 6.49 6.48 に 11,_へ 11 6.43 6.48 

へ 3--ち 3 6.46 6.48 へ11,.._, ち 11 6.53 6.48 

ち 3-ぬ 3 6.50 6.48 ち 11,_ぬ 11 6.44 6.48 

ぬ 3-る 3 3.23 3.23 ぬ 11,_る 11 3.25 3.25 

3 の通合 計 25.93 25.92 11の通合 計 25.92 25.92 

ろ 4 ,.._, ~ ま 4 } X 6.49 
X 6.48 

゜
6.63 

は 4-に 4 0 6.62 △ 32.6 △ 3.24 

ろ 10-は 10} X 6.48 
X 6.48 

゜
6.63 

は 10,_, に 10 0 6.63 △ 3.25 △ 3.24 

Vこ 4-へ 4 6.53 6.47 6.53 6.48 に 10-----へ 10 6.49 6.47 6.46 6.48 

へ 4,..._, ち 4 6.51 6.47 6.46 6.48 へ10,_ち 10 6.50 6.46 6.50 6.48 

ち 4-ぬ 4 6.41 6.50 6.45 6.48 ち 10-ぬ 10 6.49 6.48 6.49 6.48 

ぬ 4-る 4 ) X 6.47 △ 32.5 1 ) △ 3.24 

~ 0 6.63 
X 6.48 

る 4-を 4 0 6.63 

ぬ 10,_, る 10} X 6.48 △ 3.25 
} △ 3.24 

X 6.48 
る 10,_, を 10 0 6.60 0 6.63 

4 の通合 計
X 32.41 

25.95 19.44 0 22.70 10の通 合計
X 32.44 

25.91 19.45 
△ 32.71 

決定 寸 法
X 32.40 

25.92 19.44 0 32.70 決定 寸 法
X 32.40 

25.92 19.44 0 32.70 

ろ 6 - はま 6 ) X 6.47 X 6.48 
6.63 

) 0 6.65 ゜は 6-に 6 △ 3.22 △ 3.24 

ろ 8 ,.._, はま 8 } X 6.45 
X 6.48 

゜
6.63 

は 8 ,.._, に 8 0 6.67 △ 3.23 △ 3.24 

にこ 6-へ 6 6.41 6.49 6.49 6.48 に 8-ヘ 8 6.47 6.47 6.47 6.48 

へ 6,_, ち 6 6.50 6.50 6.48 6.48 ヘ 8-ち 8 6.48 6.54 6.46 6.48 

ち 6-ぬ 6 6.45 6.50 6.49 6.48 ち 8 ,_. ぬ 8 6.48 6.47 6.47 6.48 

ぬ 6-る 6 1 ) X 6.47 △ 3.23 ! )△  3.24 
X 6.48 

る 6-を 6 0 6.61 0 6.63 
， 

ぬし 8 ,_る 8 ) X 6.47 △ 3.24 
- }△  3.25 

) 0 6.63 
X 6.48 

る 8 --を 8 - 0 6.63 
I 

6 の 通合計
X 32.30 

25.94 19.46 0 32.62 8 の 通 合 計
X 32.35 

25.95 19.40 0 32]3 

決定 寸法
X 32.40 

19.44 0 32.70 25.92 決定 寸法
X 32.40 

25.92 19.44 0 32.70 
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桁行

績櫓柱問賓測調査表（閏位尺）

梁 l閉

I- ~- - 付 I_!=_間

＇ 
2

3

0

 

゜

~
0
0
~

3

3

3

 

1

1

1

 

は

に

ほ

~

～

~

 

1

1

1

 

ろ

は

に

ほ 1--へ 1 I 
I 

へI-と 1

と 1-ち 1

ち I-り1

り1-ぬ 1

2.98 

3.01 

3.02 

3.00 

2.98 

ー 番 - f、「『柱晶flI ;, 虹五麗

し、 7,_ろ 7

ろ 7,_は 7

は 7,_に 7

に 7,_ほ 7

ほ 7,_へ 7

ヘ7,_と 7

と 7,_ち 7

ち 7,_り 7

り7,_ぬ 7

2.97 

3.01 

3.01 

3.00 

2.98 

2.98 

2.99 

2.99 

3.03 

3.00 

3.00 

3.00 

3.00 

3.00 

3.00 

3.00 

3.00 

3.00 

番 付 柱間！決定寸法

ぬ 1- ぬ 2

ぬ 2-ぬ 4

ぬ 3-ぬ 4

ぬ 4-ぬ 5

ぬ 5-ぬ 6

ぬ 6-ぬ 7

2.68 

2.70 

2.72 

2.71 

2.70 

2.69 

2.70 

2.70 

2.70 

2.70 

2.70 

2.70 

合 計 16.20 16.2 

4

0

 

0~0~ 
4

4

 

2

2

 

r
法

＝―-ロ

寸定決

合

表査閏測賓

6

0

 

問

9

0

 

．
．
 

6

7

 

2

2

 

I

I

相樅

法

計

寸

渡

定決

合

桁行 梁間

番 付 1~柱 間 番 付 柱 間 決定寸法

い 1,_ろ 1 3.14 い 7-ろ 7 3.14 3.15 

ろ 1-~ま 1 3.15 ろ 7-は 7 3.15 3.15 

は 1-に 1 3.15 は 7,_. に 7 3.15 3.15 

に 1-ほ 1 3.14 に 7-ほ 7 3.14 3.15 

ほ 1-へ1 3.16 ほ 7---ヘ 7 3.19 3.51 

へI,_-と 1 3.16 ヘ 7-と 7 3.18 3.15 

と 1-ち 1 3.14 と 7-ち 7 3.10 3.15 

ち 1,,.._, り 1 3.17 ち 7,__, り7 3.15 3.15 

り 1,.._, ぬ 1 2.79 り7,_ぬ 7 2.80 2.80 

ぬ 1,_. る 1 2.75 2.75 

ぬ 7,_る 7 2.05 2.05 

る 1,_を 1 2.75 2.75 

る 7 -を 7 3.44 3.45 

を 1-わ 1 I 3.04 を 7-わ 7 I 3.00 3.00 

ムロ 計 136.54 I 36.49 I 36.50 

番 付 1 柱 間 I決定寸法

し、 1- ¥.,、 2 2.70 2.70 

し、 2,..._, し、 3 2.69 2.70 

し、 3--し、 4 2.68 2.70 

し、 4-し、 5 2.70 2.70 

し、 5,_し、 6 2.68 2.70 

し、 6,_し、 7 2.73 2.70 

メロ 計 I 16.18 I 16.20 

ゎ 1-わ 2 2.71 2.70 

わ 2-わ 3 2.71 2.70 

わ 3,_, わ 4 2.71 2.70 

わ 4,_わ 5 2.70 2.70 

わ 5-わ 6 2.69 2.70 

わ 6-わ 7 2.71 2.70 

A ロ 計 16.23 16.20 

水手御門柱間賓測調査表（梢位尺） 水手御門平面番付

番 付 I柱間 決定寸法

3 

ー l 
い 1,_ろ 1 2.345 2.35 

ろ 1 -に 1 10.50 10.50 
2 

に 1 -ほ 1 2.450 2.35 

し、 1,_ ¥.,、 3 6.30 6.30 
―I - ....L.. 

1 
ほ 1 -ほ 3 6.31 6.30 

I 
ほ に は ろ し、
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た
為
使
用
分
は
全
部
手
直
し
を
要
し
た
。

束
し
、
樅
木
の
上
再
用
し
た
が
、

一
階
北
面
石
落
は
別
記
の
通
り
現
状
麦
更
に
よ
り
復
薔
し

紹
櫓
及
渡
櫓

渡
櫓
及
綬
櫓
は
特
に
破
損
腐
朽
其
だ
し
く
、

渡
櫓
は
柱
八
割
、
桁
、

は
柱
七
割
七
分
、
桁
、
土
憂
共
九
割
が
再
用
に
耐
え
ぬ
状
態
迄
腐
朽
し
て
お
り
、
渡
櫓
出
入

目
柱
及
上
桓
、
楯
、
同
ヶ
所
上
部
梁
に
至
る
迄
白
蟻
が
棲
息
し
て
お
り
、
歪
み
狂
を
生
じ
倒

床
は
紹
櫓
、
渡
櫓
共
腐
朽
の
為
根
太
が
落
ち
た
為
床
が
傾
斜
し
床
板
の
腐
朽
に
よ
り
所
々

材
質
風
化
状
態
よ
り
見
て
前
記
建
物
よ
り
後
年
の
再
建
で
あ
る
事
が
想
像
畠
来
、
木
部
は

堅
牢
に
保
存
さ
れ
て
居
た
が
白
蟻
の
為
親
柱
一
本
は
空
洞
状
態
、
他
の
柱
は
柱
根
を
全
部
侵

さ
れ
て
い
た
。
現
礎
石
の
下
部
に
、
奮
門
柱
の
礎
石
が
あ
っ
た
が
こ
れ
を
薔
態
に
復
す
と
地

熊
が
下
り
雨
水
の
排
水
が
下
可
能
に
な
る
の
で
そ
の
ま
ま
と
し
た
が
建
替
え
が
な
さ
れ
た
費

揺
初
の
主
要
材
は
お
お
む
ね
栂
及
松
材
で
、
昭
和
八
年
に
取
替
え
ら
れ
た
部
分
は
杉
、
松

前
記
の
如
く
軸
部
の
不
同
沈
下
歪
曲
の
影
親
を
受
け
、
各
軒
部
共
全
髄
に
甚
だ
し
く
波
状

を
呈
し
各
隅
木
の
鼻
先
の
垂
下
も
大
で
あ
っ
た
。
な
お
渡
櫓
東
南
隅
の
隅
木
は
腐
朽
の
為
折

担
轄
落
し
壁
の
剥
落
、

土
蛋
の
腐
朽
に
甚
し
い
影
麗
を
典
え
て
い
た
。

桶
、
茅
負
（
裏
甲
兼
用
）
の
破
損
状
態
。

月
見
櫓
の
各
軒
化
粧
種
の
大
ぎ
さ
は
比
較
的
大

ぎ
く
左
表
の
通
り
で
結
木
を
使
用
せ
ず
軒
先
の
荷
重
を
す
べ
て
種
に
て
受
け
て
い
た
が
、
常

初
材
は
松
材
の
為
昭
和
初
年
の
修
理
で
大
部
分
替
え
ら
れ
僅
に
残
さ
れ
て
い
た
匪
も
出
桁
よ

り
門
曲
し
腐
朽
の
為
殆
ど
使
用
出
来
ず
叉
昭
和
の
修
理
の
種
は
反
り
を
附
け
ず
直
材
で
あ
っ

材
が
使
用
さ
れ
て
あ
り
常
初
の
諸
材
は
す
べ
て
新
仕
上
で
あ
っ
た
。

三
、
軒
部
の
破
損
状
態

隅
木
は
全
部
常
初
材
を
残
し
て
い
た
が
一
―
―
階
北
東
隅
が
腐
朽
甚
し
く
使
用
に
耐
え
ず
南
東

璽
な
資
料
を
得
る
事
が
出
来
た
。

水

手

御

門

に
穴
が
生
ず
る
状
態
で
あ
っ
た
。

度
寸
前
の
状
態
で
あ
っ
た
。

土
豪
共
九
割
、
紐
櫓

朽
、
歪
は
そ
の
極
に
逹
し
て
い
た
。

隅
部
配
付
椎
は
全
部
後
補
材
で
茅
負
、
反
り
に
合
わ
す
事
無

V
歪
を
取
ら
ず
に
場
常
り
で

椎
鼻
反
り
は
上
下
共
六
分
に
て
成
を
同
寸
に
と
つ
て
お
り
一
、
二
階
は
十
尺
物
、
三
階
は

二
間
物
を
用
い
一
、
二
階
藷
稲
は
野
桶
掛
よ
り
尻
を
押
え
軒
の
重
下
を
防
い
で
い
た
が
、
後

補
を
受
け
て
い
た
箇
所
は
こ
の
施
工
が
な
さ
れ
て
い
ず
軒
の
波
状
に
影
鰐
し
て
い
た
。

桓
、
茅
負
、
隅
軒
反
り
寸
法
表

隅
は
中
途
よ
り
二
本
継
に
な
つ
て
い
た
が
耐
久
上
に
は
差
支
え
な
か
っ
た
。

隅
木
尻
は
柱
及
束
へ
柄
差
し
鎚
止
め
と
な
っ
て
い
た
が
各
所
共
柱
面
よ
り
一
寸
前
後
抜
き

出
し
て
い
た
。
茅
負
は
隅
部
の
反
り
部
分
が
常
初
材
に
て
長
不
同
に
切
断
さ
れ
、
中
央
部
は

大
部
分
波
状
を
呈
し
て
い
た
の
で
僅
か
に
手
直
の
出
来
た
他
取
替
え
の
止
む
な
ぎ
状
態
で
あ

績
櫓
、
渡
櫓
、
化
粧
野
種
は
杉
丸
太
、
太
鼓
落
材
で
あ
る
が
屋
根
瓦
の
破
損
か
ら
大
部
分

使
用
に
耐
え
ず
。
隅
木
も
叉
同
様
に
て
全
部
取
替
を
要
す
る
状
態
で
あ
っ
た
が
、
軒
部
は
月

見
櫓
と
異
り
波
形
稲
型
で
あ
り
、
根
本
的
な
修
理
は
今
回
が
始
め
て
で
あ
る
の
で
全
腔
の
腐

妻
飾
の
形
式
お
よ
び
破
損
状
態
。
月
見
櫓
各
階
の
破
風
板
尻
は
雨
落
の
刷
係
か
ら
腐
朽
を

った。

渡 績 月
櫓

I 

見

櫓 櫓 櫓
別

. . 

個＾ 宵

'' . 

階 階階 所

ヤ ↑ 

' ' ' 成. . . 
． 

＇ 
. . . ヘヽ ヽ ヽ ヽ ヽ

寸

゜゚
.'↑  

↑ - -

＾ ＾  ¥.._ノ

I 
巾↑ - -

. . . 

. . . ヘヽ ヽ ヽ
寸I I 

↑ ＾ ↑ 

- - -

- - 『 ＼ 

同同巾成 茅

九二 負
へ寸、、

〇五寸し法
． 隅

同 ヽ

九九九I• ヘ
ノ‘

、、、
寸¥.._,/反五 -Lo. ~0 

ノ¥ .::::: 

同 落種
摘しは

右 太
要

鼓

納
め
て
い
た
。
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． 

る。
四

ヽ

小
屋
組
の
破
損
状
態

歓
り
付
破
風
板
を
取
付
け
て
あ
り
化
粧
桶
と
の
間
板
張
り
と
し
て
い
た
。

各
材
表
面
風
飾
甚
し
く
狐
格
子
も
折
損
し
く
使
用
に
耐
え
な
か
っ
た
。

懸
魚
を
使
川
し
た
他
は
腐
朽
の
為
取
稗
を
要
し
た
。

で
あ
る
事
が
判
明
し
た
。

一
、
二
重
は
共
に
兎
毛
通
が
用
い
ら
れ
二
重
兎
毛
通
は
覆
輪
を
廻
ら
し
て
い
る
が
初
重

分
は
表
而
平
で
あ
り
異
っ
た
意
匠
を
用
い
て
い
る
。
叉
二
重
唐
破
風
妻
飾
り
は
笈
形
を
用
い

て
い
る
が
一
層
に
は
無
く
束
の
み
で
あ
り
調
査
に
よ
る
結
果
も
笈
形
或
は
藤
股
等
の
取
付
い

三
階
妻
飾
は
両
懸
魚
を
川
い
て
い
た
が
東
面
は
昭
和
初
年
の
修
理
に
て
全
骸
に
取
秤
ら

れ
、
破
風
板
は
西
面
と
反
り
が
異
り
、
叉
裏
甲
も
厚
板
重
ね
と
し
懸
魚
は
鐵
筋
入
れ
漆
喰
固

各
庖
共
懸
魚
付
の
葵
紋
は
漆
喰
に
て
形
造
ら
れ
て
い
た
が
績
櫓
に
常
初
の
黙
漆
飽
葵
紋
が

歿
さ
れ
て
お
り
各
府
懸
魚
に
彫
込
ま
れ
た
穴
が
残
さ
れ
て
い
た
の
で
後
年
修
理
に
よ
る
も
の

紹
櫓
南
妻
と
渡
櫓
北
妻
は
形
式
同
様
に
て
葵
紋
以
外
網
漆
喰
塗
で
あ
る
が
破
風
板
と
渡
櫓

渡
櫓
南
妻
は
、
別
記
の
如
く
漆
喰
登
籠
を
黒
漆
塗
狐
格
子
に
現
状
髪
更
に
よ
り
改
め
た
が

棟
木
や
差
母
屋
鼻
の
受
柄
の
折
損
の
為
表
面
よ
り
釘
打
で
取
付
け
ら
れ
て
い
る
状
態
で
あ
り

水
手
御
門
は
雨
妻
が
積
櫓
と
渡
櫓
側
面
壁
取
付
と
な
っ
て
い
た
が
正
而
の
出
の
部
分
は
眉

月
見
櫓
は
各
階
共
化
粧
屋
根
裏
で
三
階
以
外
小
屋
組
と
し
て
見
る
べ
ぎ
関
は
少
く
、
大
部

分
出
梁
に
て
出
桁
を
受
け
、
地
種
上
母
屋
を
並
べ
渡
し
た
程
度
の
至
っ
て
筒
刑
の
も
の
で
あ

昭
和
初
年
の
修
理
が
為
さ
れ
て
い
る
の
で
大
し
た
腐
朽
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
が
樅
手
、
仕

ロ
等
の
納
り
悪
く
且
軸
部
の
狂
か
ら
歪
、
曲
り
や
抜
け
出
し
て
い
る
所
が
多
く
見
ら
れ
た
。

i

二
階
の
小
屋
は
南
北
に
大
梁
二
通
り
架
け
渡
し
東
西
に
掛
梁
を
置
い
た
和
小
屋
組
で
あ
る

め
と
し
て
い
た

C

た
痕
跡
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

た

し
た
が
、
裏
板
は
約
半
敷
が
腐
朽
さ
れ
て
い
た
。

の
藷
仕
口
寸
法
と
多
少
異
つ
て
い
た
為
今
回
新
に
造
り
替
え
た
。

分
富
り
が
磨
減
し
開
閉
が
不
自
由
で
あ
っ
た
。

が
各
梁
の
下
端
に
は
、
出
梁
造
り
出
し
の
肘
木
を
入
れ
、
叉
母
屋
下
端
に
も
添
母
屋
入
れ
鼻

は
肘
木
に
造
り
出
し
破
風
板
嘗
り
は
差
柄
に
て
差
し
て
い
た
。
大
梁
の
間
陸
水
よ
り
賓
測
の

結
果
中
央
部
に
て
約
一
寸
二
分
前
後
の
垂
れ
が
認
め
ら
れ
た
。

小
屋
束
の
一
部
と
母
屋
の
す
べ
て
は
昭
和
初
年
の
修
理
を
受
け
て
い
た
が
母
屋
材
は
寸
法

が
小
さ
く
全
部
取
替
え
を
要
し
、
小
屋
束
は
松
材
大
部
分
虫
害
を
受
け
て
い
た
。

綬
櫓
と
渡
櫓
は
、
月
見
櫓
同
様
和
小
屋
に
て
中
引
梁
を
南
北
に
架
渡
し
、
南
北
に
各
一
間

置
ぎ
に
小
屋
梁
を
配
し
、
束
建
て
母
屋
掛
、
桁
行
、
梁
間
共
に
貫
を
差
通
し
と
し
て
い
る
。

梁
材
は
大
部
分
松
材
で
全
般
に
い
た
り
虫
害
を
受
け
て
お
り
、
小
屋
束
も
叉
丸
太
面
の
多
い

粗
悪
材
で
、
母
屋
材
も
叉
轄
用
材
と
思
わ
れ
る
材
が
多
く
、
屋
根
の
破
損
と
共
に
母
屋
の
歪

み
、
腐
朽
が
甚
し
く
、
殊
に
渡
櫓
に
於
て
は
屋
根
の
没
落
寸
前
の
危
瞼
状
態
で
あ
っ
た
。

水
手
御
門
の
小
屋
組
は
良
好
で
あ
り
野
桶
、
野
地
板
の
一
部
補
充
の
程
度
に
止
っ
た
。

月
見
櫓
の
窓
は
一
階
が
昭
和
の
修
理
に
て
内
法
材
共
す
べ
て
替
え
ら
れ
て
い
た
が
歯
形
式

に
倣
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
寸
法
の
異
な
る
も
の
は
二
、
三
階
の
内
法
材
に
合
わ
せ
取
替
え
、

北
面
石
落
は
奮
規
が
判
明
し
た
の
で
別
項
の
通
り
現
状
麦
更
を
行
っ
た
。
窓
内
法
材
は
出
来

得
る
限
り
再
用
し
た
が
歪
の
甚
し
い
も
の
は
取
替
え
た
。
付
敷
居
は
長
年
月
の
間
に
戸
車
部

二
、
一
＿
一
階
階
段
口
手
摺
は
共
に
昭
和
初
年
の
修
理
に
て
新
材
と
な
っ
て
い
た
が
柱
取
付
部

績
櫓
及
渡
櫓
の
窓
材
は
常
初
の
儘
で
あ
り
大
し
た
破
損
は
見
常
ら
な
か
っ
た
が
、

法
材
は
共
に
磨
滅
、
腐
朽
甚
し
く
建
具
の
開
閉
が
困
難
の
状
態
で
あ
っ
た
。

績
櫓
の
月
見
櫓
に
接
績
す
る
階
段
は
親
板
の
下
部
が
腐
朽
し
て
い
た
の
で
椴
木
の
上
再
用

建
具
は
月
見
櫓
一
階
は
入
口
土
戸
を
修
理
し
た
他
は
、
二
、
三
階
建
具
と
仕
様
を
異
に
し

五、

内
部
各
所
お
よ
び
窓
廻
り
の
破
損
状
態

入
口
内
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ヒ、一

屋
根
に
つ
い
て
の
調
査

績
櫓
、
渡
櫓
壁
下
地
は
概
ね
完
全
で
あ
っ
た
。

に
桶
上
に
置
き
椎
と
縄
捐
み
の
上
、

上
下
よ
り
壁
土
を
塗
つ
て
い
た
。

軒
裏
は
常
初
躾
が
残
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
昭
和
の
修
理
に
於
て
は
割
竹
中
八
分
内
外
の

、
-
)
。

l
>
キ
ー

と
共
に
、
外
部
上
塗
の
剥
落
を
来
し
て
い
た
。

て
い
た
の
で
全
部
新
に
し
二
階
は
八
本
修
理
、
四
本
新
調
、
三
陛
は
修
理
七
本
、
新
調
一
本

と
し
、
雨
妻
窓
二
本
共
修
理
。
組
櫓
は
全
部
修
理
使
用
、
渡
櫓
は
入
口
土
戸
を
新
間
の
他
三

本
修
狸
、
水
手
御
門
扉
は
大
部
分
新
材
を
補
い
修
理
を
行
い
各
櫓
建
具
の
戸
車
は
樫
に
て
全

内
外
璧
の
構
造
お
よ
び
破
損
状
態

一
階
南
部
と
二
陪
の
一
部
に
常
初
壁
が
残
さ
れ
て
い
た
が
他
は
昭
和
八
年
修
理
の
施
工
に

よ
る
も
の
で
あ
り
壁
材
料
間
合
と
壁
下
地
の
不
都
合
に
よ
り
剥
落
し
三
隋
外
部
北
而
は
殊
に

甚
し
く
、
下
地
を
露
出
し
内
部
に
於
て
も
各
所
に
編
裂
を
見
せ
て
い
た
。

外
部
の
長
押
部
分
は
雨
水
が
浸
入
し
漆
喰
が
下
地
よ
り
全
く
放
れ
、
瓦
上
に
飛
散
し
て
い

こ。t
 綬

櫓
、
渡
櫓
に
於
て
も
度
々
の
外
部
辟
玉
修
理
が
部
分
的
に
施
さ
れ
て
い
た
が
軸
部
の
腐
朽

木
部
の
辟
玉
下
地
材
は
常
初
柿
板
の
巾
一
寸
五
分
前
後
の
も
の
に
藁
を
巻
き
釘
打
ち
と
し
て

お
り
、

は
あ
っ
た
が
月
見
櫓
は
大
橙
二
尺
四
寸
間
で
雨
端
は
柱
の
間
渡
穴
へ
差
込
み
釘
付
と
な
っ

て

も
の
に
粽
相
縄
を
巻
ぎ
釘
打
と
し
て
い
た
が
、
唐
破
風
軒
裏
は
一
＿
一
寸
竹
を
細
縄
に
て
簾
編
み

よ
り
、
内
外
見
え
掛
り
部
は
白
漆
喰
塗
仕
上
で
あ
っ
た
。

建
物
の
側
廻
り
は
外
部
大
辟
に
、

I• 

ノ‘
そ
の
他
は
三
ー
四
寸
割
竹
を
用
い
て
い
た
。
間
渡
の
間
隔
は
個
所
に
よ
り
若
干
相
違

部
新
に
し
た
。

内
部
頁
隈
の
内
外
二
重
壁
で
壁
の
中
間
は
空
隙
に
な
っ
て

留
棧
―
一
尺
前
後
間
隔
打
で
あ
っ
た
。

巴
瓦
は
す
べ
て
三
ッ
巴
で
あ
り
大
棟
菊
丸
瓦
の
み
葵
紋
付
で
あ
っ
た
。

、
こ
。

て
し

t

こ。
キ
ー

、
こ
。

て
し

f
瓦
の
種
類

甚
し
か
っ
た
。

月
見
櫓
屋
根
は
昭
和
八
年
の
修
理
に
て
屋
根
瓦
の
す
べ
て
を
取
替
え
ら
れ
て
い
る
の
で
そ

れ
以
前
の
屋
根
の
修
理
は
判
明
し
難
い
が
他
の
建
物
同
様
敷
同
の
修
理
は
受
け
て
い
た
も
の

屋
根
下
地
は
一
階
南
面
及
東
西
の
南
側
一
部
に
嘗
初
の
施
工
に
よ
る
柿
葺
が
残
さ
れ
て
お

り
、
長
一
尺
―
―
寸
、
巾
二
寸
五
分
前
後
、
厚
一
分
の
椙
材
、
手
割
品
が
用
い
ら
れ
葺
足
二
寸

と
し
て
い
た
が
昭
和
初
年
の
修
理
を
受
け
た
部
分
は
長
八
寸
、
巾
五
寸
前
後
、
厚
五
厘
、
葺

足
一
寸
七
分
の
機
械
割
松
材
粗
悪
品
が
用
い
ら
れ
鐵
釘
打
に
て
防
腐
剛
塗
り
と
し
て
い
た
。

他
の
建
物
に
は
土
居
葺
の
施
工
が
無
く
化
粧
裏
板
に
直
接
瓦
葺
を
な
し
て
い
た
為
腐
朽
が

屋
根
瓦
の
種
類
並
に
破
損
状
態

法
等
が
各
種
で
後
年
敷
度
の
修
理
の
都
度
補
足
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

巴
瓦
は
巴
模
様
の
異
な
る
も
の
八
種
あ
り
そ
の
内
嘗
初
瓦
と
思
わ
れ
る
も
の
一
種
を
選
び

統
一
し
て
作
製
し
た
。

利
根
丸
瓦
、
袖
瓦
、
面
戸
瓦
、
二
の
平
、
敷
平
瓦
等
の
特
殊
瓦
は
使
用
し
て
お
ら
ず
、
谷

巴
は
丸
瓦
を
斜
に
切
っ
た
形
の
も
の
で
あ
り
大
棟
以
外
の
雁
振
瓦
は
す
べ
て
丸
瓦
を
使
用
し

鬼
瓦
も
叉
種
類
多
く
渡
櫓
に
月
見
櫓
の
千
鳥
破
風
、
及
唐
破
風
の
鬼
瓦
を
韓
用
さ
れ
て
い

唐
章
瓦
の
唐
草
模
様
の
異
っ
た
も
の
九
種
、
菊
丸
瓦
に
お
い
て
十
種
あ
り
、
績
櫓
、
渡
栴

の
鬼
瓦
は
中
央
に
葵
紋
を
つ
け
て
い
る
が
、
殆
ど
破
損
し
、
懸
魚
同
様
漆
喰
に
て
造
り
出
し

葺
方
、
葺
土
は
平
均
一
寸
五
分
、
伏
丸
は
漆
喰
を
用
い
他
は
平
地
共
葺
土
を
使
用
し
、

と
思
わ
れ
る
。

月
見
櫓
は
前
記
の
通
り
全
部
替
え
ら
れ
て
い
る
が
他
の
建
物
に
は
形
状
、
寸土
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近
代
の
も
の
に
て
再
用
出
来
な
か
っ
た
。

十
面
の
う
ち
五
面
を
再
用
し
た
。

こ。
ナ 庭

に
一
箇
飾
ら
れ
て
い
た
の
で
今
回
こ
れ
を
奮
に
戻
し
一
箇
を
新
調
し
た

C

ち
、
十
六
番
銅
線
繋
ぎ
と
な
っ
て
い
た
が
二
、
三
階
掛
巴
に
は
一
部
頭
の
な
い
銅
釘
を
使
用

各
階
の
軒
先
及
葺
詰
の
丸
瓦
二
、
三
本
通
り
、
及
び
雨
押
炭
斗
、
唐
破
風
前
面
の
接
合
部

各
隅
棟
は
炭
斗
瓦
三
枚
、
鼻
積
無
く
漆
喰
詰
に
て
隅
増
し
を
と
り
、
降
棟
は
四
枚
積
と
し

て
い
た
。

月
見
櫓
大
棟
積
は
丸
伏
上
、
捨
炭
斗
二
通
入
れ
、
輪
違
瓦
上
下
組
合
せ
て
二
通
り
さ
ら
に

上
炭
斗
一
枚
入
れ
、
葵
紋
差
巴
一
通
に
並
べ
、

上
慰
斗
二
枚
重
ね
の
上
に
雁
振
瓦
（
断
面
陣

笠
形
）
伏
と
な
っ
て
い
た
。
他
の
櫓
大
棟
は
丸
伏
上
捨
炭
斗
二
枚
重
ね
上
、
丸
瓦
横
に
置
き

一
通
り
並
べ
さ
ら
に
上
炭
斗
二
枚
重
ね
、
雁
振
瓦
（
四
寸
五
分
半
園
形
）
伏
と
な
っ
て
い
た
。

月
見
櫓
三
重
東
西
端
に
は
、
瓦
製
鱚
を
飾
り
こ
の
鰊
に
接
績
し
て
端
部
に
鬼
瓦
が
据
付
け

て
あ
っ
た
。
修
理
前
鰊
は
昭
和
初
年
修
理
の
際
の
も
の
で
あ
り
、
以
前
の
鰊
が
城
内
飛
雲
閣

屋
根
瓦
お
よ
び
鱚
、
鬼
瓦
の
破
損
状
態
。
月
見
櫓
は
近
年
の
葺
替
が
為
さ
れ
た
為
損
偏
は

殆
ど
見
え
な
か
っ
た
が
、
他
の
建
物
は
凍
傷
、
破
損
は
勿
論
、
各
所
に
於
て
脱
落
、
重
り
部

の
分
離
、

ま
た
は
葺
方
の
不
完
全
の
為
雨
涌
り
を
来
た
し
て
い
た
が
こ
れ
等
各
種
瓦
の
う
ち

再
使
用
の
も
の
は
月
見
櫓
に
於
て
総
敷
の
四
割
五
分
、
他
の
櫓
は
継
敷
の
三
割
一
分
で
あ
っ

鬼
瓦
は
網
敷
二
十
四
面
の
う
ち
、
千
鳥
破
風
に
一
面
、
唐
破
風
に
二
面
の
轄
用
分
を
復
し

た
他
全
部
渡
櫓
の
告
形
式
鬼
瓦
に
倣
い
、
績
櫓
鬼
瓦
五
面
の
う
ち
再
用
四
面
、
渡
櫓
に
於
て

烏
袋
は
全
部
後
補
の
も
の
で
渡
櫓
に
も
形
の
異
っ
た
も
の
一
一
種
を
用
い
て
い
た
が
何
れ
も

は
白
漆
喰
巻
と
な
っ
て
い
た
。

し
て
居
り
釘
穴
は
漆
喰
詰
め
と
な
っ
て
い
た
。

瓦
平
葺
、
月
見
櫓
は
横
歩
み
平
均
九
寸
三
分
、

登
り
葺
足
四
寸
、

巴
瓦
は
全
部
鐵
釘
打

こ。
キ
ー は

腐
朽
に
よ
り
取
り
去
ら
れ
一
連
の
壁
と
な
っ
た
も
の
と
思
は
れ
る
。

今
回
修
理
さ
れ
た
各
櫓
の
一
郭
は
松
平
入
部
以
後
城
内
修
理
の
際
、
新
郭
と
し
て
築
城
さ

れ
た
も
の
で
、
渡
櫓
は
悔
手
門
を
改
修
し
現
状
と
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ

そ
の
後
度
々
の
麦
遷
修
理
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
月
見
橡
に
於
て
は
最
近
昭
和

八
年
に
請
負
工
事
に
よ
る
半
解
恒
修
理
が
行
は
れ
た
の
で
相
嘗
量
の
材
料
が
取
替
え
ら
れ
る

と
共
に
一
階
北
側
石
落
し
が
取
毀
さ
れ
、

い
た
の
で
今
回
こ
れ
ら
の
部
分
を
創
建
の
形
式
に
復
原
な
し
た
。
但
し
各
隋
上
下
長
押
の
漆

喰
塗
込
は
風
化
状
態
よ
り
み
て
、
築
城
よ
り
敷
年
の
間
に
施
工
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と

推
察
さ
れ
た
。

績
櫓
、
渡
櫓
の
石
落
し
も
雨
水
の
か
か
る
李
の
割
合
多
い
所
か
ら
推
察
し
こ
れ
も
後
年
に

水
手
御
門
の
金
具
は
恐
ら
く
明
治
頃
取
り
去
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
は
れ
る
が
釘
跡

及
金
具
痕
跡
等
よ
り
考
察
し
他
は
燒
失
せ
る
高
松
城
櫻
御
門
窯
償
及
丸
編
城
高
麗
門
、
太
鼓

櫓
等
を
参
考
と
し
、
復
原
を
行
っ
た
。

籟
櫓
入
口
石
垣
豪
の
復
原
は
特
に
現
状
麦
更
を
行
は
ず
史
跡
開
係
と
打
合
せ
の
上
施
工
し

今
回
の
解
臆
修
理
に
於
て
新
曲
輪
築
城
以
前
の
奮
梅
手
門
の
遺
構
を
襲
見
し
略
そ
の
規
模

が
判
明
し
た
が
殊
に
渡
櫓
南
妻
飾
り
に
も
黒
襟
塗
狐
格
子
が
移
韓
さ
れ
残
さ
れ
て
い
た
の
で

こ
れ
を
も
併
せ
復
原
し
生
駒
家
よ
り
松
平
家
の
築
城
の
移
り
麦
り
を
現
賓
に
残
し
得
た
の
は

こ。
キ
ー は

れ
完
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

高
松
城
は
天
正
十
五
年
生
駒
親
正
の
入
部
に
よ
る
築
城
と
い
い
、
以
後
寛
永
十
九
年
松
平

頼
重
東
讃
に
封
ぜ
ら
れ
天
守
、
本
丸
、
二
の
丸
、
新
曲
輪
、
其
他
諸
郭
の
整
備
、
修
築
が
行

第

二

節

現

朕

石
落
揚
板
及
各
階
銃
眼
等
に
改
造
が
加
え
ら
れ
て

嬰

更
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を
除
去
し
木
部
黒
塗
り
と
し
て
露
出
せ
し
め
た
。

間
に
つ
い
て
は
横
木
現
存
の
も
の
に
準
じ
た
。

ロ
ヽ

Jヽ

―
―
-
、
月
見
櫓
各
階
長
押
表
面
の
鯰
壁
を
除
去
し
た
。

つ
て
い
た
も
の
で
揚
板
の
厚
及
大
さ
き
も
推
定
出
来
た
。

ロ

は
な
母
屋
上
端
に
は
菖
棟
木
常
り
の
仕
口
や
束
常
り
の
鋏
ぎ
等
が
残
さ
れ
て
い
て
、

構
造
は
南
側
績
櫓
と
の
取
合
せ
部
の
上
部
の
も
の
と
同
様
形
式
で
（
註
二
）
も
と
二
間
の
軒

現
窓
枠
材
は
想
石
落
部
の
窓
枠
材
で
そ
の
菊
竪
据
取
付
痰
か
ら
、
も
と
二
個
の

窓
の
並
ん
で
い
て
い
た
事
が
知
ら
れ
た
。

軒
唐
破
風
の
部
は
東
西
、

く
化
粧
棟
木
の
指
口
位
置
は
低
く
な
っ
て
い
る
の
で
北
面
も
唐
破
風
で
あ
る
こ
と
が
判

明
出
来
た
。

二
、
月
見
櫓
一
階
西
側
石
落
突
出
部
の
床
板
張
を
撤
去
し
揚
板
に
復
し
た
。

修
理
前
こ
の
部
石
落
突
出
部
は
一
隋
内
部
床
板
と
同
高
一
連
に
床
板
張
り
と
な
っ
て
い
た

が
、
石
落
土
壷
内
側
に
は
も
と
揚
板
を
と
り
つ
け
た
壺
金
具
の
穴
と
揚
板
木
常
り
の
痰
も
残

月
見
櫓
各
階
の
長
押
は
現
在
凡
て
漆
喰
壁
と
な
っ
て
い
た
が
、
こ
れ
ら
は
後
世
修
理
の
際

薔
長
押
を
芯
に
し
て
塗
込
め
た
も
の
で
（
註
）
常
初
は
木
部
が
露
出
し
て
い
た
こ
と
が
そ
の

表
面
が
風
蝕
し
且
つ
黒
塗
り
と
さ
れ
て
い
た
痕
の
あ
る
事
等
よ
り
知
ら
れ
た
の
で
表
面
塗
壁

で
は
隅
よ
り
各
々

「
第
一
、
第
三
間
」
の
七
箇
所
及
び
石
落
雨
側
各
々
一
箇
所
及
び
見
付

（
註
二
）

右
落
上
部
の
破
風
の
部
と
異
り
菖
湘
桁
の
位
置
は
高

落
（
前
面
二
箇
雨
側
一
箇
宛
）
に
そ
れ
ぞ
れ
銃
眼
を
設
け
た
。

イ

（註
I

)

そ
の
葱

月
見
櫓
各
階
外
辟
出
に
は
柱
間
各
所
に
銃
眼
取
付
用
の
横
木
叉
は
そ
の
取
付
穴
が
残
っ
て
い

て
銃
眼
の
存
在
し
た
事
が
知
ら
れ
た
が
、
そ
の
底
板
又
は
外
壁
仕
上
等
酋
形
式
を
推
定
す
る

に
足
る
資
料
に
乏
し
い
の
で
銃
眼
の
存
在
を
示
す
内
枠
の
み
を
設
け
外
部
塗
潰
し
と
し
た
。

一
階
北
東
隅
（
北
側
二
箇
東
側
一
箇
）
及
び
北
西
隅
（
各
側
二
箇
宛
）
並
び
に
各
石

一
階
北
東
隅
は
北
側
東
よ
り
「
第
一
、
第
三
間
」
東
側
北
よ
り
「
第
一
間
」
北
西
隅

に
二
箇
所
合
計
十
一
箇
所
に
は
夫
々
受
木
叉
は
そ
の
取
付
穴
等
の
跡
が
あ
り
夫
々
内
枠
の

み
設
け
、

そ
の
平
面
的
位
置
は
南
西
隅
に
準
じ
た
。
叉
北
側
に
復
菩
す
る
石
落
に
も
丙
側

右
落
同
様
内
枠
四
箇
を
設
け
た
。

二
階
北
、
東
、
西
各
側
共
雨
端
間
及
び
面
端
よ
り
「
第
三
間
」
に
そ
れ
ぞ
れ
銃
眼
一

箇
を
設
け
た
。

三
階
北
、
東
、
西
各
側
共
雨
端
間
に
は
そ
れ
ぞ
れ
銃
眼
一
箇
を
設
け
た
。

ハ
、
共
前
記
同
様
二
階
十
二
箇
所
一
＿
一
階
六
箇
所
の
銃
眼
内
枠
を
設
け
た
。
但
し
そ

の
平
面
的
位
置
は
横
木
現
存
の
も
の
は
之
を
銃
眼
内
枠
常
鋏
に
よ
り
定
め
横
木
を
仙
<

唐
破
風
付
石
落
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
た
の
で
葛
に
復
し
た
。

五
、
月
見
櫓
各
階
に
銃
眼
内
枠
を
設
け
た
。

現
在
月
見
櫓
一
階
北
側
中
央
部
は
半
間
の
窓
に
な
っ
て
い
た
が
、
こ
れ
は
昭
和
初
年
修
理

の
際
佑
石
落
突
出
部
を
切
断
撤
去
改
造
し
た
も
の
で
、
所
々
そ
の
曾
部
材
が
韓
用
さ
れ
て
い

た
し
（
註
一
）
又
雨
端
柱
見
付
に
は
も
と
石
落
側
壁
間
渡
穴
が
あ
る
外
、
土
憂
に
は
持
出
部

を
切
断
し
た
痕
も
残
っ
て
い
た
。
尚
上
部
軸
組
で
は
蕉
菖
蒲
桁
が
切
断
さ
れ
て
い
る
し
軒
先

南
側
の
一
箇
は
内
枠
及
び
底
板
が
残
っ
て
い
て
圃
形
、
西
側
の
も
の
は
表
面
壁
仕

上
も
そ
の
儘
で
夫
々
南
寄
り
の
も
の
は
方
形
、
北
寄
り
の
も
の
は
三
角
形
で
あ
っ
た
。

＿王―――-a 

判
朋
し
た
の
で
こ
れ
ら
の
閉
塞
用
の
壁
を
除
去
し
た
。

一
、
月
見
櫓
一
階
北
側
中
央
に
二
間
の
軒
唐
破
風
付
右
落
を
復
し
た
。

月

見

込
め
た
事
が
長
押
際
の
状
態
よ
り
知
ら
れ
た
。

幸
で
あ
っ
た
。

櫓

四
、
月
見
櫓
一
階
南
面
隅
銃
眼
（
南
側
一
箇
、
西
側
二
箇
）
の
閉
塞
壁
を
除
去
し
た
。

修
理
前
の
こ
の
部
銃
眼
は
後
世
の
壁
上
塗
修
理
の
際
開
口
部
を
塗
込
め
て
し
注
つ
て
あ
っ

た
が
菩
銃
眼
表
面
壁
仕
上
や
内
枠
箱
材
の
一
部
も
残
さ
れ
て
い
て
（
註
）
藷
形
が
明
ら
か
に

＿王_＿
＿
-ll 

外
壁
は
現
在
迄
之
間
上
塗
の
修
理
を
受
け
て
お
り
第
一
回
修
理
の
際
長
押
共
塗
り
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三
、
南
妻
飾
の
表
面
漆
喰
塾
を
除
去
し
黒
漆
塗
狐
格
子
に
復
し
た
。

績
櫓
西
側
南
よ
り
「
第
三
、
第
四
間
」
同
様
柱
及
土
芦
手
に
奮
石
落
の
取
付
跡
が
あ
る
か
ら

（
績
櫓
の
部
一
項
）
同
様
の
万
落
に
復
し
た
。

二
、
西
側
北
よ
り
「
第
二
、
第
八
間
」
銃
眼
の
閉
塞
壁
を
除
去
し
た
。

月
見
櫓
の
部
四
項
及
び
綬
櫓
の
部
二
項
同
様
に
各
銃
眼
の
閉
塞
壁
を
除
去
し
た
。

修
理
前
渡
櫓
は
雨
妻
共
漆
喚
壁
に
な
っ
て
い
た
が
南
妻
飾
り
漆
喰
塗
の
内
方
に
は
萄
妻
飾

り
の
狐
格
子
懸
魚
、
破
風
等
（
註
一
）
が
塗
り
込
め
ら
れ
て
残
さ
れ
て
い
た
が
こ
れ
ら
は
渡

一
、
西
側
北
よ
り
「
第
五
、
第
六
間
」
の
土
壁
を
撤
去
し
、

渡
る。

（
註
二
）

（
註
＿
）

櫓

一
、
績
櫓
西
側
南
よ
り
「
第
三
、
第
四
間
」
の
土
壁
を
撤
去
し
一
連
の
石
落
に
復
し
た
。

修
理
前
こ
の
間
は
土
壁
に
な
っ
て
い
た
が
そ
の
雨
柱
見
付
に
は
薔
石
落
取
付
ぎ
の
上
下
二

通
り
の
貫
穴
及
び
持
出
し
柱
上
部
打
付
け
用
釘
跡
等
が
あ
る
外
、
側
上
豪
に
は
持
出
下
桓
と

の
相
鋏
に
も
残
っ
て
い
て
、
も
と
石
落
が
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
（
註
一
）
の
で
土

壁
を
撤
去
し
て
第
三
、
第
四
間
を
一
連
の
石
落
に
復
し
た
（
註
二
）
。

績

土
憂
上
端
と
床
上
端
迄
の
開
口
部
を
塞
い
だ
表
面
漆
唆
壁
の
蹴
込
板
も
そ
の
ま

細
部
は
城
内
同
年
代
築
城
の
も
の
と
い
は
れ
る
艮
櫓
一
階
の
も
の
を
参
考
と
す

二
、
績
櫓
西
側
南
よ
り
「
第
二
、
第
六
、
第
九
間
」
銃
眼
の
閉
塞
壁
を
除
外
す
る
。

こ
れ
ら
の
銃
眼
は
月
見
櫓
四
項
と
同
様
い
ず
れ
も
後
世
修
理
の
際
開
口
部
を
壁
で
紐
込
め

塞
い
で
あ
っ
た
が
、
第
二
間
方
形
、
第
六
間
は
園
形
、
第
九
間
は
三
角
形
の
銃
眼
の
内
枠
及

び
外
面
仕
上
等
も
そ
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
た
の
で
苔
形
に
復
し
閉
塞
壁
を
除
去
し
た
。

ま
残
さ
れ
て
い
た
。 櫓

一
連
の
石
落
に
復
し
た
。

い
る
）
の
も
の
に
よ
っ
た
。

＿王―-＝-a -）。
キ
ー ＿王-U-

D
 

多
少
掘
り
披
げ
ら
れ
て
い
る
が
藉
蹴
放
の
寸
法
は
判
別
出
来
た
。

る
か
ら
こ
れ
を
復
し
た
。

水

手

御

門

（
註
l
_
）

（
註
l

)

櫓
築
造
の
際
蓄
海
手
門
の
一
部
を
再
用
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
た
の
で
（
註
一
ー
）

表
面
漆
喰
塗
を
除
去
し
て
漆
塗
狐
格
子
に
復
し
た
。

柱、

'~, 
旭

表
面
甚
だ
し
く
風
化
し
て
い
る
が
奮
漆
塗
の
一
部
が
各
部
分
に
残
さ
れ
て
お

り
、
懸
魚
の
鰭
は
失
は
れ
て
い
た
が
六
葉
の
痕
跡
は
明
碇
に
見
ら
れ
た
。

渡
櫓
南
寄
り
の
三
間
は
薔
海
手
門
の
上
部
櫓
北
端
三
間
を
そ
の
ま
ま
再
用
し
た

も
の
で
あ
る
が
こ
の
事
は
石
垣
が
こ
の
部
で
樅
ぎ
足
さ
れ
て
い
る
事
や
、
こ
の
部
土
憂

に
の
み
薔
櫓
門
の
冠
木
上
に
架
し
た
男
梁
の
上
に
乗
る
構
造
に
な
っ
て
い
る
事
等
か
ら

推
知
さ
れ
た
。

一
、
蹴
放
を
設
け
た
。

鏡
柱
、
柱
脚
部
の
も
と
蹴
放
の
あ
っ
た
竪
目
違
柄
穴
及
び
大
入
れ
穴
が
（
註
）
残
っ
て
い

二
、
本
柱
筋
の
柱
、
冠
木
、
楯
、
蹴
放
、

扉
に
筋
鐵
、

餞
頭
金
具
及
び
八
双
金
具
を
復
し

修
理
前
に
は
筋
鐵
全
部
と
其
他
餞
頭
及
八
双
等
の
金
具
を
亡
失
し
て
い
た
が
、

木
、
楯
、
扉
見
付
に
は
筋
鐵
打
付
け
釘
痕
が
あ
り
叉
鏡
柱
及
扉
の
見
付
上
下
二
箇
宛
の
餞
頭

金
具
や
扉
見
付
八
双
金
具
（
註
）
の
跡
も
あ
る
の
で
い
ず
れ
も
葱
に
復
し、

蹴
放
に
も
筋
鐵

が
嘗
然
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
こ
れ
に
も
取
付
け
る
こ
と
と
し
た
。

扉
桓
及
び
板
の
一
部
は
古
く
八
双
金
具
の
あ
っ
た
事
が
判
る
が
そ
の
全
形
に
つ
い
て

は
判
然
と
し
な
い
の
で
富
城
櫻
御
門
（
昭
和
二
十
年
戦
災
で
燒
失
し
た
が
寓
信
が
残
さ
れ
て
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叉
生
駒
家
賓
録
に
も

城
を
築
く
。
此
縄
張
り
は
細
川
三
齋
え
願
い
成
就
し
け
る
由
。

生
駒
雅
柴
頭
近
規
に
讃
岐
一
國
を
下
し
給
う
。

(rll略
）
天
正
十
五
丁
亥
八
月
入
部
。
大
内
郡
引
田

生
駒
陵
胤
記
に
は
次
の
様
に
記
さ
れ
て
い
る
。

て
は
、

と
あ
り
、

天
正
十
六
年
よ
り
築
城
に
か
か
っ
た
事
が
記
さ
れ
て
い
る
が
城
の
縄
張
り
に
つ
い

城
下
に
成
難
き
故
後
城
代
を
居
守
ら
し
む
。

れ
共
諸
士
は
高
松
に
住
せ
丸
編
は
番
手
と
し
て
家
老
番
頭
諸
役
人
入
べ
き
程
召
連
然
れ
共
始
終
一
國
の

張
の
由
申
偉
゜

（
巾
略
）
同
七
年
一
正
丸
亀
を
廃
す
。
是
迄
六
年
の
間
雨
城
は
交
代
し
て
居
城
す
。
然

又
高
松
の
城
据
手
要
害
の
為
南
條
郡
國
分
村
閥
池
香
西
郡
笠
井
村
苦
掛
の
池
を
築
、
是
又
親
正
見
立
縄

一
正
犀
詞
匂
ー
相
談
に
て
西
讃
岐
要
害
の
為
那
珂
郡
津
森
の
庄
聾
山
に
新
城
を

築
丸
瘍
と
披
し
城
諸
請
の
節
是
又
要
害
の
為
同
郡
郡
家
村
に
大
池
を
築
、
親
正
自
身
奉
行
す
と
い
ふ
。

慶
長
二
年
春
親
正
、

生
駒
家
賓
録
に
は

親
正
は
鹿
長
二
年
西
讃
要
害
の
為
丸
亀
城
を
築
ぎ
嫡
子
一
正
を
置
い
た
が

生
駒
版
胤
記
に
は

第
三
節

萬
石
の
城
主
）

(r 

讃
岐
高
松
城
は
一
名
宝
薇
城
と
も
稲
し
、
天
正
十
六
年
生
駒
氏
の
築
城
よ
り
松
平
氏
の
藩

籍
奉
還
迄
藩
主
が
二
百
八
十
餘
年
に
わ
た
っ
て
治
め
ら
れ
た
城
で
あ
り
、
政
治
の
み
な
ら
ず

紐
演
、
交
通
、
文
化
等
の
中
心
に
な
っ
た
所
で
あ
る
。
高
松
城
は
北
に
瀬
戸
内
悔
を
臨
む
水

域
と
し
て
築
か
れ
、
掘
に
海
水
が
導
か
れ
、
天
守
の
郭
、
二
之
丸
、
三
之
丸
、
帯
曲
輪
、
新

讃
岐
は
天
正
の
初
迄
二
十
七
城
を
有
し
細
川
、
松
永
、
三
好
家
等
群
居
し
て
い
た
が
、
其

の
後
天
正
十
五
年
豊
臣
秀
吉
よ
り
讃
岐
に
封
ぜ
ら
れ
た
生
駒
雅
槃
頭
親
正
（
前
播
州
赤
穂
六

は
ま
ず
大
川
郡
引
田
に
あ
っ
た
引
田
城
に
入
り
、
後
綾
歌
郡
宇
多
津
に
あ
っ

た
宇
多
津
城
に
移
っ
た
が
敷
年
後
現
在
の
高
松
の
地
に
定
め
築
城
に
着
手
し
た
の
で
あ
る
。

生
駒
雅
柴
守
親
正
は
永
緑
、
元
睾
、
天
正
の
兵
蹴
、
大
閤
秀
吉
公
の
幕
下
に
隔
し
、
敷
度
の
武
功
こ

れ
あ
る
に
よ
っ
て
、

天
正
十
五
年
讃
岐
の
守
護
尾
藤
甚
右
衛
門
没
藩
の
跡
高
十
七
萬
六
千
石
受
封
し

て
、
讃
岐
國
大
内
郡
引
田
の
城
へ
入
部
成
さ
ら
え
候
所
、
引
田
は
國
の
東
端
に
て
雨
方
治
り
難
ぎ
に
よ

り
、
鵜
足
郡
聖
通
寺
山
の
城
に
居
住
。
こ
の
城
往
昔
仙
石
櫂
兵
衛
殿
築
申
さ
る
由
い
4

偉
え
候
。

略
）
営
地
境
内
狭
き
故
天
正
十
六
年
香
東
郡
野
原
庄
に
初
め
て
城
を
築
く
。

の
城
に
入
る
。
矢
野
駿
河
守
居
城
か
。
そ
の
後
屋
島
の
麓
古
高
松
の
城
を
ひ
い
て
同
國
野
原
の
地
に
新

曲
輪
等
の
配
置
が
他
の
城
郭
と
異
り
特
色
の
あ
る
逍
構
で
あ
る
。

天
正
十
五
年
生
駒
雅
柴
頭
近
矩
讃
岐
國
を
賜
い
て
嘗
國
へ
入
部
あ
り
、
ま
ず
引
田
城
へ
入
り
、
其
後

史

的

調

杏

且

天
正
十
六
戌
子
年
細
川
越
中
守
忠
興
の
蠅
張
り
に
て
野
原
の
庄
に
新
城
を
築
て
高
松
の
城
と
競
す
。

叉
は
黒
田
如
水
の
縄
張
共
言
。
智
識
是
を
明
せ
。

國
の
櫃
な
れ
ば
鵜
足
郡
聖
通
寺
山
の
城
に
移
り
た
ま
い
し
が
國
中
固
有
の
城
は
み
な
飢
世
の
要
害
に
し

て
、
治
平
の
の
在
城
に
あ
ら
ず
、
平
陸
の
地
を
選
び
て
居
住
す
べ
し
と
て
そ
の
地
を
求
め
ら
る
4

に
香

川
郡
箆
原
庄
に
究
覚
の
地
あ
り
、
往
古
よ
り
河
水
の
な
が
れ
久
し
く
海
中
に
入
て
、
地
よ
り
八
町
沖
に

白
砂
あ
つ
ま
り
州
を
な
し
、

西
の
方
南
北
に
よ
こ
た
わ
る
山
あ
り
、

山
と
い
う
。
此
地
を
見
た
て
同
十
六
年
藤
堂
佐
渡
守
高
虎
朝
臣
、
豊
前
中
津
城
主
黒
田
如
水
公
へ
談
合

あ
り
、
程
な
く
雨
将
嘗
國
へ
来
た
ま
い
、
如
水
公
こ
の
地
見
た
て
、
是
究
党
の
城
地
に
て
富
貴
繁
昌
と

も
に
備
わ
り
、
要
害
よ
く
諸
方
の
船
路
を
得
て
國
主
の
居
城
に
相
合
た
る
地
形
な
り
と
巻
た
ま
い
、
早

々
網
張
あ
り
不
時
に
城
晉
成
就
せ
り
。
讃
岐
守
一
正
朝
臣
、
同
正
俊
朝
臣
、
壷
岐
守
高
俊
朝
臣
四
世
在

城
し
て
、
寛
氷
十
七
年
八
月
十
一
日
家
臣
の
争
論
に
よ
り
て
高
俊
朝
臣
出
刃
國
由
利
郡
へ
移
さ
る
。
四

世
に
て
五
十
四
年
な
り
。
こ
の
後
御
城
番
は
齊
山
大
蔵
大
輔
幸
成
朝
臣
、
お
よ
び
加
籐
出
笏
守
恭
興
朝

臣
、
松
平
美
作
守
定
時
朝
臣
、
一
柳
丹
後
守
直
重
朝
臣
な
り
。
同
十
九
年
二
月
か
し
こ
く
も
國
祖
君
源

英
公
封
を
移
し
た
ま
い
て
よ
り
下
民
萬
歳
を
と
な
へ
り
。

小
松
城
主
一
柳
氏
が
入
り
治
め
た
の
で
後
世
こ
れ
を
伊
豫
待
の
批
と
稲
し
た
の
で
あ
る
。

城
御
城
番
に
は
予
州
大
洲
城
主
加
藤
氏
、

同
西
條
城
主
一
柳
氏
が
I
m
り、

丸
組
城
に
は
予
州

と
あ
り
黒
田
如
水
の
編
張
り
と
博
え
ら
れ
又
一
説
に
細
川
忠
興
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
親
正

受
封
よ
り
四
代
に
て
高
俊
は
出
弱
國
ヘ
一
萬
石
に
て
左
遷
せ
ら
れ
、

松
平
頼
璽
入
封
迄
高
松

そ
の
形
弓
の
如
し
、

故
に
弦
打

讃
岐
國
名
勝
園
會
に
は
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家

康
ー
—
頼

松

平

氏

生

駒

っ
た
が
、

一
ー
頼

ー
光

房
ー
一

こ
の
城
は
海
邊
に
築
か
れ
た
水
城
と
し
て
設
計
さ
れ
要
害
の
地
形
上
か
ら
も
北
と
東
の
大

部
分
は
海
に
面
し
攻
め
難
く
西
は
岩
溝
尾
山
を
控
え
主
と
し
て
南
に
到
す
る
防
備
を
行
っ
て

系

家

系

元
ー
頼

囲
ー
頼

（
定
公
）
（
裏
公
）
（
靖
公
）

ー

頼

貞

ー

頼

儀

ー

頼

胤

｀

／

（

欽

公

[

⑧

⑩

ー

頼

起
⑦
 

常
（
節
公
）

②
 

ー
頼

＿ー綱

ー

頼

謳

ー

召

ー

康

①
 

圏 圏

ー
ー
網

公房
l I 
頼へ頼

恵

轟さ熙
I I 
宗頼

甕④桓簸
1 公
宗‘

條
ー
吉

学

（
敷
宇
は
歴
代
藩
主
順
を
示
す
）

方

閥
ヶ
原
の
戦
の
後
親
正
が
隠
居
し
一
正
が
高
松
に
移
つ
て
藩
主
の
跡
を
戦
い
だ
の
で
、

＿
ー
帯

藤
原
錬
足
—
ー
不
比
等
ー
房
前
ー
為
義
！
家
炭
ー
豊
政
ー
親
重
ー
親
正
ー
一
正
ー
ー
甚
内

い
る
が
、
こ
の
高
松
附
近
の
地
形
や
要
害
の
こ
と
を
南
海
通
記
に
次
の
様
に
述
べ
て
い
る
。

寛
氷
ノ
比
今
八
十
年
ノ
古
迄
ハ
其
要
害
ノ
鉢
モ
残
テ
我
見
之
也
。
先
江
東
ノ
ハ
ナ
穴
薬
師
卜
云
フ
観

輸
ー
治
保
ー
治
紀
ー
ー
ー
頼

刀

ー

左

門

ー
女
—
—
ー
河
内

ー
正

ー
正

下
館
五
萬
石
に
封
ぜ
ら
れ
て
い
た
松
平
頼
重
が
寛
永
十
九
年
東
讃
十
二
萬
石
に
て

城
は
家
臣
が
お
い
て
あ
っ
た
が
、
元
和
元
年
一
國
一
城
令
が
襲
布
さ
れ
る
と
遂
に
麿
城
と
な

こ
の

と
あ
り
、
嘗
時
の
丸
睾
城
が
縄
張
り
や
築
城
が
如
何
に
為
さ
れ
た
か
朋
ら
か
で
は
な
い
が
、

信 俊⑦

戸丁
俊高

ー
高

ー
一
ー
正

ー
齊

＿
ー
慶

喜

ー

昭

武

昭⑨恕

I I 
慶頼

篤⑪聰

ー

齊

修

明 清
ー
親
敬
ー
親
承
ー
親
忠

慶 俊⑧

城
と
な
し
明
治
二
年
藩
籍
奉
還
迄
西
讃
を
治
め
た
の
で
あ
る
。

こ
の
際
城
を
再
建
し
た
が
三
代
十
七
年
で
断
絶
し
萬
治
元
年
京
極
家
が
そ
の
跡
に
入
部
し
居

高
松
城
に
入
り
山
綺
甲
斐
守
家
治
が
西
讃
五
萬
石
に
封
ぜ
ら
れ
る
に
お
よ
び
山
綺
氏
は
再
び
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リ
。
然
レ
ド
モ
干
潮
ノ
時
堀
水
ナ
ク
シ
テ
要
害
浅
ク
見
ュ
ル
ニ
依
テ
、
東
西
ノ
ロ
ヲ
土
橋
二
築
切
リ
。

外
側
大
手
ロ
ハ
土
橋
ニ
シ
テ
、

東
西
ノ
ロ
ハ
板
橋
也
。
嘲
雨
方
ョ
リ
差
込
ミ
大
手
口
↓
、
デ
潮
ノ
満
干
ア

所
に
水
門
を
設
け
て
調
節

た
堀
を
三
重
に
め
ぐ
ら
し

叉
城
に
は
海
水
を
導
い

レ
ザ
ル
ハ
上
古
ノ
格
言
也
。

相
合
ェ
リ
。
叉
治
二
鋭
ヲ
忘

音
ノ
ロ
迄
満
潮
サ
シ
込
、
山
ノ
側
二
上
リ
テ
往
来
ス
。
干
潮
ノ
時
ハ
潮
地
ヲ
渡
ル
也
。
西
濱
椰
ノ
木
ノ

邊
ョ
リ
潮
渡
ニ
シ
テ
満
潮
ノ
時
ハ
山
ノ
根
一
園
二
廣
海
卜
成
也
。
四
月
―
―
―
日
右
馬
頭
臨
時
ノ
祭
ノ
時
、

石
溜
尾
塔
ノ
下
橋
迄
指
込
ク
ル
ヲ
我
之
ヲ
見
ル
也
。
東
浪
ハ
野
方
口
迄
潮
サ
シ
込
、
屋
島
ノ
千
潟
ハ
坂

田
中
河
原
迄
潮
先
来
ル
也
。
今
ヲ
以
テ
是
ヲ
見
ル
時
ハ
虚
言
ノ
標
二
有
ベ
キ
也
。
屋
島
東
濱
ョ
リ
一
里

ノ
所
ナ
レ
共
、
陸
地
ハ
潮
廻
シ
テ
行
所
二
三
里
卜
申
習
也
。
中
略
。
扱
又
香
河
ノ
流
卜
云
ハ
濱
島
ョ
リ

二
里
上
デ
河
邊
ノ
郷
ョ
リ
川
筋
二
川
二
分
レ
一
ハ
一
宮
坂
田
二
流
レ
川
末
海
二
入
ル
。
西
ハ
河
邊
郷
ョ

リ
飯
田
山
二
付
テ
弦
打
山
ニ

添
イ
流
ノ
末
大
江
―
―
入
る
。

シ
、
大
江
ヲ
新
開
卜
成
給
ヘ

外
堀
の
水
を
東
西
の
橋
の

し
、
常
に
水
を
満
し
て
い
た
も
の
の
如
く
で
あ
る
。
こ
の
事
を
南
海
通
記
に
は
、

新
高
松
城
縄
張
ノ
事
ヮ
レ
イ
マ
ダ
ソ
ノ
話
ヲ
聞
カ
ズ
、
故
ニ
コ
レ
ヲ
記
サ
ズ
。
後
人
ノ
イ
ワ
ク
城
ノ

水
門
ヲ
伏
セ
テ
潮
ノ
差
引
キ
有
リ
、
大
手
ノ
土
橋
ヲ
堀
上
ゲ
テ
板
橋
卜
成
シ
給
プ
也
。
コ
ノ
故
二
今
ニ

城
の
郭
に
は
中
央
北
寄
り
に
最
も
高
い
天
守
の
郭
が
あ
り
堀
を
隔
て
て
そ
の
北
側
に
二
之

丸
を
お
ぎ
、
天
守
や
二
之
丸
の
郭
の
東
に
三
之
丸
（
後
本
丸
が
移
っ
た
）
が
あ
り
、
天
守
、

二
の
丸
、
三
之
丸
の
南
と
西
に
幣
曲
輪
が
あ
っ
た
。
こ
の
帯
曲
輪
の
南
の
部
分
を
櫻
の
馬
場

と
い
い
西
の
部
分
を
西
の
丸
と
稲
し
、
幣
曲
輪
の
外
側
を
中
堀
、
内
側
を
内
堀
り
と
し
た
。

叉
寓
慎
第
一
―
二
国
に
示
す
如
く
城
郭
の
南
方
に
は
寺
を
多
く
建
て
、
大
き
い
建
造
物
や
、

廣
い
境
内
北
を
も
っ
た
防
備
地
帯
を
つ
く
り
、
家
臣
に
も
叉
城
の
廻
り
に
邸
宅
を
典
え
て
強

天
守
の
郭
に
は
生
駒
家
の
頃
三
重
の
天
守
が
あ
っ
た
が
、

月
、
上
の
鴬
罠
版
の
如
き
四
重
五
階
の
天
守
に
改
築
し
た
。
こ
の
天
守
の
郭
は
天
守
の
西
側

櫓
、
西
北
隅
に
は
矩
櫓
が
あ
り
二
之
丸
の
東
部
に
中
川
櫓
と
中
櫓
と
が
配
置
さ
れ
て
い
た
。

二
之
丸
は
天
守
の
郭
の
北
に
あ
り
生
駒
家
の
頃
藩
主
の
館
が
あ
り
本
丸
と
稲
し
た
が
後
江

戸
中
期
迄
後
の
櫻
の
馬
場
の
位
置
に
移
し
以
後
三
之
丸
に
再
度
移
さ
れ
た
如
く
で
あ
る
。

ぎ
、
三
之
丸
よ
り
櫻
の
馬
場
に
績
く
所
に
櫻
門
を
お
ぎ
東
隅
に
龍
櫓
を
お
い
た
。

東
北
隅
に
海
手
門
が
あ
り
そ
の
外
側
が
船
召
場
と
な
っ
て
い
た
が
寛
文
の
後
期
頃
よ
り
こ

の
洵
手
門
を
改
築
し
そ
の
北
側
に
新
曲
輪
を
造
り
月
見
櫓
の
一
郭
を
作
り
東
北
隅
に
鹿
栴
を

建
て
た
の
で
あ
る
。

櫻
の
馬
場
は
本
丸
や
三
之
丸
の
南
側
と
西
側
に
あ
る
鍵
形
の
帯
曲
輪
の
南
の
部
分
で
あ
っ

て
生
駒
家
か
ら
松
平
の
初
頃
迄
は
こ
こ
に
藩
主
の
館
が
あ
り
、
｛
鳥
員
第
一
―

一
国
に
見
ら
れ

る
様
に
中
央
南
正
面
に
南
か
ら
中
堀
か
ら
橋
を
渡
つ
て
北
に
入
り
枡
形
を
通
り
中
門
を
通
つ

て
館
に
出
た
の
で
あ
る
。
松
平
氏
の
入
部
後
間
も
な
く
藩
主
の
館
は
三
之
丸
に
移
さ
れ
南
か

ら
渡
つ
て
い
た
。
中
堀
の
橋
を
取
除
き
、
新
に
東
よ
り
西
向
に
渡
る
橋
を
作
り
枡
形
を
通
つ

て
南
向
ぎ
に
太
鼓
櫓
を
経
て
櫻
の
馬
場
に
入
り
、
梱
門
を
通
つ
て
三
之
丸
の
館
に
入
る
様
に

治
世
ノ
知
能
＿
＿
シ
テ
古
法

二
之
丸
に
は
文
櫓
、
廉
櫓
、
弼
櫓
、

武
櫓
、

黒
櫓
を
配
し
、

黒
櫓
を
以
て
三
之
丸
に
績

コ
レ
叉
ソ
ノ
固
ト
ナ
リ
。
是

手
ヲ
築
イ
テ
水
中
ヲ
拒
グ
、

戚
テ
ソ
ノ
固
ョ
リ
海
邊
二
土

バ
、
此
川
、
西
表
ノ
要
害
卜

が
一
段
低
い
豪
と
し
そ
の
周
園
に
は
多
門
を
廻
ら
し
て
い
た
。

西
南
隅
に
は
二
重
の
地
久

弦
打
川
ヲ
江
東
ニ
ホ
リ
通

カ
、
郡
中
ノ
吏
務
二
命
ジ
テ

（
中
略
）
萬
治
、
寛
文
ノ
頃

制
的
に
住
ま
せ
南
よ
り
の
防
禦
に
備
え
た
の
で
あ
る
。

至
テ
大
手
ロ
ヲ
土
橋
ノ
門
ト
イ
フ
也
。
今
ハ
板
橋
也
。

松
平
氏
に
至
り
寛
文
九
年
五
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-
1

之
丸
は
平
地
に
て
櫻
御
門
は
北
表
故
御
門
前
に
北
へ
よ
り
中
塀
有
之
候
。
海
手
へ
出
る
門
有
之
。

右
海
門
の
外
駒
寄
片
濱
に
て
先
代
船
召
場
に
て
、
今
の
作
事
米
蔵
と
も
に
片
濱
に
て
東
勝
手
の
者
と

も
は
提
の
御
門
へ
南
向
に
出
入
仕
候
。
西
勝
手
の
者
は
南
門
よ
り
出
仕
候
虞
、
二
之
丸
之
御
屋
形
引

海
手
之
出
候
門
は
只
今
の
中
御
門
に
相
威
、
北
新
曲
輪
今
の
水
御
門
、

作
事
の
丸
魚
の
棚
の
入
川
北
濱
は
新
規
に
被
仰
付
候
。

と
あ
り
洵
手
門
を
改
め
北
に
今
の
月
見
櫓
の
一
郭
を
新
規
に
建
築
し
た
事
が
知
ら
れ
、
水
手

御
門
が
造
ら
れ
て
か
ら
藩
主
の
乗
船
は
お
お
む
ね
こ
こ
か
ら
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
今
回
の

盛
哀
記
に

棺
、
天
守
、
多
門
櫓
の
普
請
が
あ
り
つ
い
で
寛
文
十
年
頃
よ
り
大
改
修
が
始
ま
っ
た
と
思
わ

責

11
松
城
草
創
不
レ
日
威
其
制
末
レ
備
所
謂
不
憤
冥
レ
薪
類
故
居
亡
何
。
多
函
紺
匹
寛
文
十
一
年
辛
亥
之

歳
炎
公
命
大
修
ー
ー
城
棲
砿
k
-

―
新
郭
ー
。
雖
1

一
琥
日
伝
形
之
質
新
作
之
也
。
廼
使
＝
―
朝
比
奈
泰
光
幹
ー
ー
其
事

1

今
泉
八
郎
左
衛
門
亦
典
。
群
臣
之
中
選
捧
使
之
其
人
可
レ
知
芙
゜

と
あ
り
こ
の
折
新
曲
輪
等
の
新
郭
を
も
計
出
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

即
；
代
物
語
に
、

れ
る

月
見
並
鹿
の
矢
倉
黒
門
多
門

生
駒
家
在
城
の
折
の
増
改
築
は
詳
か
で
な
い
が
松
平
家
入
部
後
間
も
な
く
行
わ
れ
藩
主
の

と
し
倉
附
や
小
屋
を
建
て
た
。

工
菜
者
の
家
が
建
ち
紹
い
て
い
た
が
買
文
頃
の
改
修
に
よ
り
幅
十
一
間
の
堀
を
造
り
三
之
丸

る。 こ
の
新
郭
に
つ
い
て
は
後
批
の
修
理
に
胴
し
て
も
殆
ど
文
書
に
見
雷
ら
ず
今
回
の
修
理
の

を
後
に
櫻
の
馬
場
と
呼
ん
だ
の
で
あ
る
。
叉
こ
の
郭
か
ら
西
に
向
つ
て
西
御
門
が
あ
っ
た
。

と
の
間
に
東
之
丸
を
造
っ
た
。
こ
の
東
の
丸
の
北
の
部
分
は
米
蔵
と
し
南
の
部
分
は
作
事
方

一
、
延
賓
五
巳
年
五
月
六
日
丑
寅
角
矢
倉
初
紳
拝
猪
熊
千
倉
勤
申
候

一
、
同
四
辰
二
月
廿
二
日
北
の
丸
矢
倉
棟
上

と
あ
り
現
在
残
さ
れ
て
い
る
艮
櫓
が
廷
費
五
年
に
棟
上
さ
れ
、
北
の
丸
櫓
と
あ
る
の
は
月
見

粕
と
推
察
さ
れ
、
西
の
丸
の
改
修
や
東
の
丸
の
普
請
が
完
成
の
後
敷
年
を
鰹
て
艮
栴
、
鹿
櫓
、

書
に
よ
っ
て
も
朋
ら
か
で
あ
り
殆
ど
同
時
に
着
手
さ
れ
た
も
の
と
想
像
さ
れ
る

C

結
呆
か
ら
み
て
も
恐
ら
く
昭
和
の
初
年
頃
迄
は
部
分
的
の
修
理
に
よ
り
保
た
れ
て
い
た
も
の

で
あ
ろ
う

C

明
治
二
年
藩
主
は
藩
籍
奉
還
し
明
治
四
年
に
は
麿
城
と
な
り
以
後
兵
部
省
の
所
管
に
な
り

同
二
十
三
年
迄
管
鱈
さ
れ
て
い
た
が
、
同
年
醤
藩
主
松
平
頼
聰
に
全
城
域
を
返
還
さ
れ
た
。

こ
の
常
時
残
さ
れ
て
い
た
櫓
は
太
鼓
門
、
烏
櫓
、
櫻
門
、
武
櫓
、
廉
櫓
、
文
櫓
、
月
見
櫓
、

鹿
櫓
、
艮
櫓
で
あ
っ
た
。
薔
藩
主
の
館
は
兵
部
省
の
所
管
中
に
取
除
か
れ
た
が
以
後
も
順
次

荒
康
し
た
櫓
は
取
毀
さ
れ
現
在
月
見
櫓
の
一
郭
と
艮
櫓
が
残
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い

C

明
治
二
十
三
年
天
守
や
二
の
丸
の
西
側
の
内
堀
が
埋
め
ら
れ
現
在
は
本
丸
、
二
の
丸
、
三

の
丸
、
櫻
の
馬
場
、
内
堀
、
中
堀
の
一
部
が
残
さ
れ
て
い
る
が
昭
和
二
十
九
年
高
松
市
は
艮

櫓
を
除
き
そ
の
他
の
城
跡
を
買
取
り
緑
地
帯
に
編
入
玉
藻
公
園
と
し
て
管
理
を
行
っ
て
い

高
松
城
は
北
に
悔
を
面
し
て
い
る
の
で
城
の
東
と
西
の
堀
川
、
内
町
（
中
川
港
と
も
い
ふ
）

の
雨
港
及
東
濱
、
西
濱
の
雨
港
が
あ
り
、
堀
川
港
は
藩
の
公
用
船
そ
の
他
一
般
荷
物
の
積
載

場
で
そ
の
西
側
に
は
御
船
蔵
と
呼
ん
だ
藩
船
の
定
繋
場
が
あ
っ
た
。
内
町
港
は
中
堀
の
東
側

に
北
か
ら
績
い
た
入
海
で
後
に
東
の
丸
の
米
蔵
や
作
事
方
の
あ
っ
た
一
部
の
東
に
あ
り
、
主

と
し
て
米
蔵
へ
の
米
の
積
載
場
で
あ
っ
た
。
東
濱
港
は
主
に
商
人
と
の
取
引
の
貨
客
、
船
の

東
之
丸
は
生
狗
家
時
代
か
ら
松
平
の
初
期
迄
に
は
三
之
丸
の
東
側
は
藩
士
の
屋
敷
や
、
商

月
見
籾
の
一
郭
等
の
櫓
が
築
か
れ
た
事
が
判
り
次
項
に
示
す
今
回
修
理
の
際
競
見
さ
れ
た
墨

っ
た
様
で
あ
る
が
後
に
は
倉
庫
や
雑
用
舎
が
建
て
ら
れ
、

西
北
隅
に
は
虎
櫓
が
あ
っ
た
。

西
の
丸
は
櫻
の
馬
場
の
西
か
ら
北
に
績
い
た
部
分
で
早
く
は
家
老
の
屋
敷
や
馬
小
屋
が
あ

馬
場
の
両
南
隅
に
烏
櫓
を
造
る
等
大
麦
革
の
あ
っ
た
所
で
早
く
は
二
之
丸
と
呼
ん
で
い
た
の

し
太
鼓
門
と
よ
び
そ
の
南
に
三
重
の
太
鼓
櫓
を
造
り
、

家
老
の
小
屋
を
武
器
庫
と
し
、

櫻
の

見
さ
れ
、

右
の
文
書
を
裏
付
け
る
資
料
が
得
ら
れ
た
。

改
め
ら
れ
た
。
こ
の
時
南
か
ら
入
っ
た
所
に
あ
っ
た
中
の
門
を
東
に
新
に
造
っ
た
枡
形
に
移

同
書
中
に

修
理
に
於
て
も
渡
櫓
の
一
部
に
そ
の
逍
構
が
明
ら
か
に
見
ら
れ
、

且
柱
礎
石
、

惹
石
等
も
狡
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間
査
事
項
に
つ
い
て
も
参
考
と
し
た
。

た
獣
が
多
く
叉

「
香
川
縣
文
化
財
調
査
報
告
第
三
集
」
中
、
同
氏
の
玉
藻
城
跡
に
つ
い
て
の

明
で
あ
る
が
江
戸
末
期
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

再
建
の
年
代
に
つ
い
て
は
解
髄
中
墨
書
等
も
現
れ
ず
文
書
に
も
残
さ
れ
て
い
な
い
の
で
不

施
し
た
上
地
盤
高
決
定
の
位
置
へ
石
材
補
足
の
上
据
え
つ
け
た
。

史
料
の
調
査
に
常
つ
て
は
香
川
縣
文
化
財
保
誼
調
査
舎
尊
門
委
員
松
浦
正
一
氏
を
煩
わ
し

、
こ
。

カ
っ

f
追

記

今
度
の
修
理
に
於
て
は
奮
礎
石
は
そ
の
儘
据
置
ぎ
敷
石
は
一
旦
堀
起
し
石
下
基
礎
工
事
を

残
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

碇
舶
に
用
い
た
港
に
て
西
濱
港
は
お
お
む
ね
、
漁
船
の
碇
舶
用
で
あ
っ
た
。
然
し
次
第
に
出

入
の
船
が
多
く
且
大
き
く
な
っ
た
の
で
明
治
三
十
年
よ
り
築
港
に
着
手
、
高
松
城
の
西
北
の

海
と
、
堀
川
港
を
埋
立
て
東
西
か
ら
突
堤
を
築
き
棧
橋
を
作
っ
て
高
松
港
と
稲
し
た
。
次
で

明
治
三
十
四
年
九
月
第
二
期
築
港
工
事
に
着
手
し
、
同
―
―
―
十
七
年
九
月
工
を
竣
え
た
が
高
松

城
の
北
側
一
帯
を
埋
立
て
ら
れ
て
、
大
正
十
一
年
よ
り
昭
和
一
＿
一
年
に
か
け
再
度
撰
張
工
事
が

行
わ
れ
現
在
の
高
松
港
と
な
っ
た
の
で
あ
る
が
往
時
の
洵
に
臨
ん
で
築
城
さ
れ
た
牡
観
さ
が

天
守
の
郭
に
は
生
駒
家
の
頃
三
重
の
天
守
が
あ
っ
た
が
松
平
家
で
は
寛
文
九
年
五
月
、
外

観
は
三
重
、
内
部
は
五
階
の
天
守
に
改
築
し
、
大
工
頭
は
長
田
彦
兵
衛
と
い
わ
れ
る
。

四
十
頁
の
｛
鳥
間
で
も
知
ら
れ
る
様
に
最
も
上
の
第
三
重
が
五
階
に
な
り
、

五
階
は
東
西
七

間
、
南
北
六
間
、
そ
の
下
の
四
階
が
東
西
六
間
、
南
北
五
間
で
丁
度
一
間
宛
小
さ
く
な
っ
て

い
る
。
そ
の
上
四
重
と
五
直
の
間
に
屋
根
が
つ
い
て
い
な
い
の
で
下
よ
り
上
が
大
き
い
一
種

蜀
持
な
櫓
で
あ
っ
た
が
明
治
十
七
年
取
毀
し
て
現
在
は
天
守
豪
を
残
す
の
み
で
あ
る
。

由
来
城
郭
は
政
策
上
、
軍
事
上
か
ら
も
機
密
に
わ
た
る
こ
と
が
多
い
の
で
開
係
文
獣
が
甚

だ
少
く
、
そ
の
上
密
藩
主
松
平
家
の
文
庫
や
費
藩
時
代
の
文
書
、
記
録
を
引
監
ぎ
保
管
し
て

い
た
香
川
縣
題
が
昭
和
二
十
年
七
月
の
戦
災
に
燒
失
し
醐
係
資
料
の
多
く
を
失
っ
た
の
で
敷

獣
の
綺
圏
や
窯
買
及
小
誹
野
夜
話
、
盛
衰
記
、
三
代
物
語
、
南
海
通
記
、
そ
の
他
断
片
的
な

資
料
に
よ
っ
た
が
殆
ど
後
年
の
文
書
に
て
月
見
櫓
一
郭
の
築
城
嘗
時
の
文
書
等
は
得
ら
れ
な

発
見
資
料
及
び
銘
文

現
在
水
手
御
門
材
の
大
部
分
は
松
材
で
飽
削
り
仕
上
と
し
て
い
る
が
現
在
地
盤
を
堀
り
起

し
た
虞
第
二
十
園
の
如
く
礎
石
、
敷
石
、
蹴
放
石
等
が
現
れ
現
在
の
控
柱
位
置
が
曾
門
の
柱

位
懺
に
て
現
在
の
如
ぎ
門
で
な
く
柱
二
本
建
て
た
比
較
的
簡
鼠
な
門
構
え
に
な
っ
て
い
た
の

披
見
礎
石
上
端
に
は
径
二
寸
四
分
、
深
一
寸
五
分
の
丸
穴
を
あ
け
柱
柄
穴
と
し
て
い
る
が

現
在
門
の
桁
行
贋
々
は
一
五
尺
二
寸
で
あ
る
が
襲
見
礎
石
柄
穴
奨
々
は
一
五
尺
一
寸
で
あ

る
。
蹴
放
石
は
縦
一
尺
六
寸
、
横
一
尺
三
寸
前
後
の
花
閾
石
、
敷
石
は
鐵
平
石
厚
五
寸
内
外

の
自
然
石
で
あ
り
所
々
失
わ
れ
て
い
た
が
大
部
分
奮
状
を
残
し
て
い
た
。

現
朕
礎
石
と
薔
礎
石
と
の
高
位
差
は
一
尺
一
寸
三
分
、
敷
石
は
そ
れ
よ
り
略
五
寸
下
り
で

古
岡
に
は
水
手
御
門
前
に
舟
乗
場
の
石
階
段
が
書
＿
か
れ
て
い
る
の
で
今
同
の
修
理
に
際
し

全
く
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
の
は
残
念
で
あ
る
。

門
の
前
面
の
地
盤
を
横
巾
二
十
尺
、
前
方
へ
十
五
尺
、
深
十
尺
程
度
堀
り
下
げ
て
み
た
の
で

あ
る
が
、
明
治
三
十
四
年
の
玉
藻
城
北
側
一
帯
を
埋
立
て
た
際
取
り
去
ら
れ
た
模
様
で
全
く

あ
っ
た
。

穴
は
礎
石
中
央
と
せ
ず
一
寸
八
分
前
後
南
北
に
偏
し
て
い
た
。

で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

．
 
ヽ

水
手
御
門
の
再
建

第
四
節
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•. 

、-―-
の

1
の
脱
い
石
を
以
て
覆
つ
て
い
た
。

な
形
と
な
っ
て
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

丸
へ
向
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

渡
櫓
に
残
る
洵
手
門
遺
構
に
つ
い
て
は
前
節
に
も
述
べ
た
が
「
盛
衰
記
」
に
も
洞
手
門
の

記
事
が
記
さ
れ
、
叉
、
江
戸
初
期
の
古
囮
に
も
蕉
門
が
喪
か
れ
て
い
る
が
今
阿
の
稜
堀
に
よ

つ
て
も
裏
付
け
が
出
来
た
。
礎
石
は
現
在
地
盤
下
約
一
尺
五
寸
の
位
置
に
あ
り
北
柱
礎
石
、

蹴
放
石
、
葛
石
、
排
水
暗
渠
が
稜
見
出
来
た
が
南
部
分
は
現
在
公
園
の
築
山
と
な
っ
て
お
り

認
め
得
ら
れ
な
か
っ
た
が
排
水
溝
を
門
中
央
と
す
る
と
柱
間
は
二
二
尺
五
寸
前
後
と
想
像
さ

れ
る
。
（
第
二
十
一
図
参
照
）

詣
時
は
洵
手
門
の
外
は
片
濱
で
あ
り
作
事
曲
輪
と
通
じ
東
よ
り
入
る
者
は
こ
の
門
よ
り
本

渡
櫓
の
南
部
分
三
間
は
悔
手
御
門
追
構
で
あ
り
土
豪
梁
組
は
常
時
の
儘
再
用
さ
れ
て
お
り

冠
木
上
に
乗
る
男
梁
の
構
造
よ
り
知
ら
れ
る
。
叉
延
長
部
分
の
柱
が
五
寸
角
に
比
し
こ
の
部

分
は
四
寸
三
分
で
あ
り
内
部
壁
塗
仕
上
も
他
は
偏
平
の
大
壁
叉
は
侃
壁
で
あ
る
の
に
こ
の
面

の
み
は
通
し
貫
を
稔
す
波
型
侭
壁
と
し
て
お
り
隅
柱
に
残
る
壁
痕
よ
り
も
常
時
か
ら
こ
の
様

南
妻
飾
は
現
状
麦
更
の
箇
所
で
も
述
べ
た
如
く
黒
漆
塗
狐
格
子
で
懸
魚
に
は
」
ハ
葉
を
用
い

て
い
る
が
軸
部
と
共
に
妻
飾
り
も
や
は
り
海
手
門
の
蕉
妻
飾
を
そ
の
ま
ま
韓
用
し
た
も
の
と

推
察
さ
れ
た
。

排
水
暗
渠
は
溝
巾
一
尺
四
寸
に
て
周
間
は
花
脱
石
切
右
を
以
て
築
き
上
蓋
は
巾
二
尺
前
後

月
見
櫓
各
層
の
符
琥
番
付
の
調
査

月
見
櫓
は
前
述
の
通
り
上
層
に
向
い
一
間
宛
選
減
し
て
い
る
が
四
天
柱
の
み
三
陪
迄
通
し

他
は
全
部
管
柱
で
あ
る
。
各
所
番
付
は
部
材
の
樅
手
、
仕
口
、
柱
の
前
面
等
に
記
さ
れ
て
い

た
が
左
図
の
如
く
す
べ
て
廻
り
番
付
で
あ
り
一
層
内
側
は
凹
字
形
に
廻
し
て
い
た
。
番
付
文

一

．
 
ヽ

海

手

門

追

構

、こ。

て
し

t

字
は
全
部
草
虚
腟
の
墨
書
で
あ
り
四
天
柱
樅
手
に
は
番
付
を
三
角
、
丸
等
で
間
み
符
琥
と
し
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第一図 屋島を背景に高松城跡を望む

第二図 江戸時代初期の高松城 （松平公益会所有屏風）
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